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海 人 草 の 純 成分 サン ト 
ニン ミ を 最も 効果 的 に 配合 し 、 
最高 度 の 駆虫 を る …… 


多年 の 研究 と 最新 の 技術 が うん だ 店 虫 薬 マ ク 
ニン ら S は 、 そ の 高い 康 貝 率 が 多数 の 臨床 実験 
で 実証 され 、 そ の 上 副作用 が な く 、 の みや す 
い 貝 下 し と し て 好評 を えて いま す 。 

マク ニン ら S は 、 夜 ね る まえ か 、 ま た は 朝 お き 
て すぐ の むだ け で 、 下 剤 を の まな く て も る 、 確 
実 記 固 虫 を と る と と が で きま す 。 


団体 用 お よび 学童 用 マク ニン S は 、 
全 で 、 高い も ち 、 配布 に 
便利 な の で 集団 奈 虫 に 最適 で す 。 
価格 も 特に 低 な の で 、 学校 、 工場 
で 非常 な 好評 を えて いま す 


(包装 ) 3 (大 人 一 人 分 円 ・6 150 円 
団体 用 100 (大 人 100 人 分 
学童 用 3 0 
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卵 剤 の 研 究 


(3) 中 の 人 卵 , 水中 の 人 卵 及び 水中 の 
豚 子宮 卵 に 対す る 種 薬剤 の 殺 作用 


群馬 大 学 医学 部 小 見 科 学 (主任 松村 意 教授 ) 
(昭和 32 年 4 月 7 日 受領 ) 


緒 
教室 の 大 沢 が 薬剤 に よる 卵 の 研究 を , 系 
に 行 つ て 以来 , 上 虫 卵 殺 卵 剤 の 実験 が 諸 所 で 行わ れる よ 
うに な つた 。 て その 方 法 を & み る に , 環 虫 卵 の 種類 , 薬剤 の 
作用 温度 , 作用 せしめ る メデ ヂ ウ へ ふ 等 の 条件 が 区 々 で あ 
る 。 卵 条 卵 剤 の 研究 の 当面 の 目的 は , 中 の 
を 殺 する こと に あり , 且つ 時 に も 薬剤 
の 投入 を 行う か ら , 殺 卵 作用 の 実験 に 際 し て , 松村 教授 
は , り 取 つた 人 虫 卵 , 低温 , 中 と いう 条件 
て 実験 すべ き で あろ うと 考え て いる 。 教室 の 大 沢 の 上 虫 
卵 た に対する 殺 卵 作用 の 実験 の 方 針 は , この 方 針 に 従い , 
中 より 取 つ た 人 卵 , 5 C, 中 の 条件 の 下 に 
行わ れ た 。 し か る に , 環 虫 卵 と 関す る 殺 卵 作用 を , か な 
り に 高い 温度 で , 水中 と いう 条件 下 の み で 検索 し て いる 
成績 を 時 々 みる こと こと が ある 。 よ つて 諸 種 の 薬剤 を , 礎 尿 
中 の 人 , 水中 の 人 及び 子宮 内 作 
用 させ , 選 尿 中 及び 水中 に お ける 薬剤 の 殺 卵 作用 を 比較 
検討 し , この 両者 の 間 に 著 し レ い 差 の 存在 する こと を 認め 
た の で ,. 次 に その 成績 を 報告 する 。 
実験 材料 及び 実験 方 法 

(1) 中 の 人 に 対す る 薬剤 の 作用 の 実 
験 の 場合 
第 1 門 で 述べ た 方 法 に 従 つ た 。 

(2) 水中 の 人 卵 及 び 豚 子宮 内 に 対す る 薬 
剤 の 殺 卵 効果 の 実験 の 場合 

人 卵 及び 豚 子宮 内 卵 を 用 いた 。 豚 子宮 内 
卵 は , 層 殺 し た 豚 か ら 取 つた 上 遇 虫 より , その 日 の うち に 
有 ら 1.5cm 子宮 内 卵 を 取り 出し , 2 ホルマリン 
KOICHIRO TERAO:; Studies on ovocides of pa- 
rasite eggs. Report III. The Ovocidal activity of 
various chemicals against ancylostoma eggs and 
ascaris eggs in water, (Department of Pediatrics, 
School of Medicine, Gunma University, Maebashi) 


水 の 中 に 入れ , 5*C の 低温 に 保存 し , 2 日 以内 に 用 い 
た 。 で その他 は 第 1 息 で 述べ た 方 法 に 従 つ た 。 
実験 成績 

実験 1 . 諸 種 薬剤 の 中 の 人 に 対す る 効 
果 と 水中 の 子宮 内 対す る 効果 の 比較 (第 
1 表 及 び 第 1 図 ) 

湊 化 メチ ル , 湊 化 エチ ル 及 び 二 臭 化 テ エチレン: 水中 に 
お いて , 豚 子宮 内 卵 対す る 減 最小 濃度 は , 7 日 
間 作 用 で は , 0.01% 濃 度 で あつ た が , 中 の 人 
に 対し て は , 7 日 間 作 用 で は , 0.05% 濃 度 で あつ た 。 即 
ち , 中 の 人 に 対す る 減 最小 濃度 は 水中 の 
子宮 内 卵 の 5 倍 を 要 し た 。 

湊 度 : 水中 に お お いて, 豚 虫 子宮 内 卵 対す る 減 最 
小 濃 度 は , て 日 間 作 用 で は , 0.012% 濃 度 で あつ た が , 民 
中 の 人 に 対し て は , 日 間 作 用 の 場合 と , 
2 濃度 で か な り に 殺 減 し た が , 完全 で は な か つた 。 即ち 
尿 中 の 人 対す る 最小 濃度 は , 水中 の 
虫 子宮 内 卵 の 100 倍 以上 を 要 し た 。 

化 エ チル , D-D 及 び 1, 3- 二 塩化 プロ ピレン: 水中" 
に お いて , 豚 子宮 内 対す る 減 最小 濃度 は , 
日 間 作 用 で は , 0.025 濃度 で あつ た が , 選 尿 中 の 人 映 
虫 卵 に 対し て は , 7 日間 作 用 の 場合 に , 0.1% 濃 度 で あ 
つた 。 即ち, 中 の 人 に 対す る 最小 濃度 は 
水中 の 豚 遇 虫 子宮 内 卵 の 4 倍 を 要 し た 。 

アリ ルカ 油 : 水中 に お いて , 豚 子宮 内 に 対 
する 殺 減 最小 濃度 は , 7 日 間 作 用 で は , 0.025 濃度 で 
あつ た が , 中 の 人 に 対し て は , 日 間 作 用 の 
場合 に は , 0.12% 濃 度 で , 殆ど 全部 殺 減 し た が , 完全 で 
は な か つた 。 即ち , 中 の 人 に 対す る 最小 
濃度 は , 水中 の 豚 貞 虫 子宮 内 卵 の 4 倍 以上 を 要 し た 。 

二 硫 化 : 水中 に お いて , 子宮 内 卵 対す る 
殺 減 最小 濃度 は , "7 日 間 作 用 で は , 0.025 濃度 で あつ 
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表 (1) 民 中 の 人 卵 , 水中 の 人 卵 及び 水中 の 豚 子宮 内 卵 た 対す る 種 の 殺 作用 


(%) 


中 の 人 卵 


死滅 率 ( ) 死滅 率 ( ) 死滅 率 


7 日 14 日 7 日 14 日 7 日 14 日 


100 100 
72 75 
11 22 


CH; = 
CHCH,NCS 


CH:Br-CH,Br 


1, 
と 1,3-C;H, 
C1: の 混合 物 


2-C;H:;Cl: 


98 
ニニ ニニ ニニ ニニ 
0,05 100 100 100 100 
0,025 100 100 100 100 
0,01 100 100 100 100 
A 0,005 96 100 99 100 
i 0,05 100 100 100 100 100 100 
0 0,025 71 98 100 100 100 100 
0,01 37 47 100 100 100 100 
0,005 50 56 75 83 
a 0,0025 0 0 21 32 
0 0 0 0 8 10 
0,1 100 100 100 100 
真 尼 0,05 78 85 100 100 100 100 . 
CH;Br 0,025 50 50 57 62 100 100 
a 0,01 0 2 25 75 
対照 0 0 0 3 2 4 
0 0,1 97 97 100 100 100 100 
0,05 25 17 100 100 100 100 
0 1 100 100 100 100 
カラ シ 0,01 90 90 94 94 
人 0,005 4 6 58 88 
"a 0,1 100 100 100 100 100 100 
a 0,05 100 100 100 100 100 100 
0,025 62 99 100 100 100 100 
0,01 100 100 100 100 
a 0,005 31 84 83 100 
対 0 0 2 0 1 1 
100 100 100 ‘100 100 100 
0,05 75 
0,025 4 15 100 100 100 100 
0,01 5 12 21 17 
2 1 0 1 5 
° 0,1 94 97 100 100 100 100 8 
1 0,05 45 56 100 100 100 100 
0,025 0 29 95 100 100 100 
0,01 4 12 20 36 
対 販 1 1 2 2 6 2 
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和 1 表 (2) 


(1958) 


薬 剤 名 


中 の 人 卵 


水中 の 人 卵 


死滅 率 ( ) 


率 ( ) 


7 日 14 


7 日 


14 日 


水中 の 豚 


率 
7 日 


卵 


子 内 


%) 
14 


1, 3- 二 塩化 
ピレン 


100 100 
79 


90 
1, 2-CiH,Cl: 35 54 


100 
100 
100 


CHCI: CCl: 


8 


6 
1 
1 
0 
2 
1 
1 
2 


CH; 
CH・CH,CI 


CH; (CH:) 


CH: CH CH:;C1 


CHClL CHCI; 


CH:;Cl・ 


= 


s | 99 
0,1 100 100 100 
100 100 100 
0.01 84 100 97 100, 
0,005 2 4 5 5 ye 
1 0 2 2 6 2 
1,0 100 100 100 100 100 100 て 
0,1 73 74 100 100 100 100 ee 
Cs, 0,05 22 24 100 100 100 100 1 
素 0,025 89 94 100 100 
1,0 0 12 100 100 
) トリ クロ ル 0,1 0 0 74 
0,05 17 24 
0,025 8 2 
1,0 2 1 10 15 UC 
0,05 0 5 8 
1 0 6 10 
1,0 100 100 100 100 100 100 ee 
塩化 アリ ル a 0,1 86 91 10 100 96 100 
0,05 1 2 2 79 
対 1 1 0 0 3 
1,0 100 100 100 100 100 100 
1,0 0 2 0 15 45 
0 1 0 6 10 
1,0 1 1 34 72 94 LS 
対 1 2 2 1 2 
1,0 100 100 100 100 
(3 ) 


[寄生 学 雑誌 ・ 穫 ・ 


中 の 人 卵 


死滅 率 ( 


死滅 率 ( 死滅 率 


7 日 


14 日 7 日 7 日 14 日 


化 


2 2 2 
2 1 1 


最 
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図 中 の 人 卵 た 対す る 作用 と 
水中 の 子宮 内 卵 た 対す る 作用 の 比較 
(15°C. 7 日間 作用 ) 


が , 中 の 人 に 対し て は , で 日 間 作用 の 場合 
に, 0.12 測 度 で , か な り に 殺 減 し た が , 完全 で は な か 
つた 。 即ち , 中 の 人 に 対す る 最小 濃度 は 
水中 の 豚 遇 虫 子宮 内 卵 の 4 倍 以 上 を 要 し た 。 

小 括 中 の 人 に 対す る 減 最小 濃度 は , 水 
"中 の 豚 子宮 内 卵 対す る 減 最小 濃度 の 4 ~100 倍 
以上 で , 4 ~ ら 5 倍 の 場合 が 多 か つ た 。 即ち, 殺 卵 効果 ょ 
りみ れ ば , 中 の 人 遇 に 対す る 効果 は , 水中 
の 豚 子宮 内 卵 に 対す る 果 の リ :~ 以下 で , 
> 。 の 場合 が 多 か つ た 。 

実験 2 . 諸 種 薬剤 の 水中 の 人 遇 に 対す る 効果 


第 2 図 水中 の 人 に 対す る 卵 作用 と 水 
中 の 豚 血 虫 子宮 内 卵 た 対す る 殺 卵 作用 の 比較 
(15°C. 7 日 間 作用 ) 


と 水中 の 豚 子宮 内 卵 に 対す る 効果 の 比較 (第 1 
表 及 び 第 2 図 ) 

湊 化 メチ ル , 湊 化 エチ ル 及 び 二 臭 化 エ テ エチレン: 水中 に 
お いて , 人 卵 及び 子宮 内 に 対す る 最小 
濃度 は , 日間 作 用 の 場合 に は , 共に 0.01% 濃 度 で ぁ つ 
て 司 で あつ た 。 

湊 度 : 殺 最 小 濃度 は , 水中 の 人 に 対し て は 。, 
7 日 間 作 用 せしめ て , 0.025 で あつ た が , 水中 の 豚 遇 
虫 子宮 内 卵 た 対し て は , て 【 日 間 作 用 せしめ て , 0.012% で 
あつ た 。 即ち, 水中 の 人 に 対す る 減 最小 濃度 は 
水中 の 子宮 内 卵 対す る それ の 約 2 倍 を 要 し た 。 


(4) 


100 
1 表 (3) 
ーー 
塩 1,0 1 
対 0 0 
1,0 75 86 100 100 100 100 
0,1 2 3 0 0 2 1 
a 1,0 40 48 100 100 100 100 
SS 0,1 0 0 100 100 100 - 100 
2 
| 0,01 3 3 100 100 
0,005 1 33 45 
A 0,0025 0 2 4 3 
対 0 0 0 1 4 3 
| 
0.025 0.025 
0.05 0.05 
. 
} 
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臭 化 チル, 1, 3- 二 塩化 プ ピ レン 及び アリ 
ルカ シ 油 : 殺 最小 濃度 は , 水中 の 人 卵 及 び 
虫 子宮 内 卵 に 対し て 。 【 日 間 作 用 の 場合 と に は 。 美 に 0.02 
5 2 濃度 で あつ て 同じ で あつ た 。 

二 硫 化 素 : 殺 減 最小 濃度 は , 水中 の 人 
て は , て 日間 作 用 せしめ て , 0.05 で あつ た が , 水中 の 
子宮 内 た 対し て は , 作 用 せしめ て , 0.025 
2% で あつ た 。 即ち, 水中 の 人 の 最小 濃度 は , 
水中 の 豚 遇 虫 子宮 内 卵 の 約 2 倍 を 要 し た 。 

小 括 : 水中 に お いて , 人 及び 豚 子宮 内 卵 に 
対す る 薬剤 の 殺 減 最小 濃度 は , 多く の 場合 に 同じ で あつ 
た 。 即ち 薬剤 に 対す る 抵抗 性 より みて , 人 貞 虫 卵 と 豚 短 
虫 子宮 内 卵 と の 間 に は , 殆ど 差 を 認め な か つた 。 た だ 決 
度 と 二 化 素 に 対し て は , 子宮 内 卵 は 人 
ょ り 抵 抗 性 が 劣 つ て いた 。 

実験 3 . 諸 種 薬剤 の 中 の 人 に 対す る 
用 と 水中 の 人 に 対す る 作用 の 比較 (第 1 表 及 
び 第 8 図 ) 


全 
最 
小 


第 3 図 中 の 人 卵 た 対す る 人 必用 と 
水中 の 人 た 対す る 作用 の 比較 
(15°C. 7 日 間 作 用 ) 

化 メチ ル , 決 化 エチ ル 及 び 二 臭 化 エチ レン : 人 
卵 た 対す る 殺 減 最小 濃度 は , 水中 に お ぉ いて, 7 日 間 作 用 
せしめ て , 0.012% で あつ た が , 戻 尿 中 で は 『 日 間 作 用 せ 
し め て , 0.05% で あつ た 。 即ち, 人 卵 に 対す る 殺 
最小 濃度 は , 尿 尿 中 で は 水中 の 約 5 倍 を 要 し た 。 

臭 化 エチル, 1, 3- 二 塩化 プロ ピレン : 人 
卵 対す る 最小 濃度 は , 水中 におい て, 間 作 用 
せしめ て , 0.025 % で あつ た が , 民 尿 中 で は , て 7 日間 作 
用 せしめ て , 0.12% で あつ た 。 即 ち 人 虫 対す る 
減 最小 濃度 は , 選 尿 中 で は 水中 の 4 倍 を 要 し た 。 

アリ ルカ ラジ 油 : 人 に 対す る 減 最小 濃度 は , 
水中 に お いて , で 日 間 作 用 せしめ て 。, :0.025: で あつ た 
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が , 選 尿 中 で は , で 日 間 作 用 せしめ て , 0.1%% 濃 度 で 殆 
ど 全 殺 し た が , 完全 で は な か つた 。 即ち, 人 
に 対す る 殺 減 最小 濃度 は , 氷 尿 中 で は 水中 の 4 倍 以 上 を 
要 し た 。 

度 : 人 に 対す る 最小 濃度 は , 水中 に お い 
て , 『 日 間 作 用 せしめ て , 0.025 で あつ た が , 床 尿 中 
で は , 7 日 間 作 用 せしめ て , 1.0% 濃 度 で , か な り に 導 
し た が , 完全 は な か つた 。 即 ち , 人 対す る 
殺 減 最小 濃度 は , 選 尿 中 で は 水中 の 40 倍 以上 を 要 し た 。 

二 硫 化 : 人 虫 に 対す る 最小 濃度 は , 水中 
に お いて , "日 間 作用 そし め て , 0.05% で あつ た が , 選 
尿 中 で は , 7 日 間 作 用 せしめ て , 0.1 濃度 で , か な り に 
殺 減 し た が , 完全 で は な か つた 。 即ち, 人 遇 虫 卵 に 対す る 
殺 減 最小 濃度 は , 選 尿 中 で は 水中 の 2 倍 以 上 を 要 し た 。 

小 括 : 中 の 人 対す る 最小 濃度 は , 水 
中 の の 4 ~40 倍 以上 で , 4 ~5 倍 の 場合 が 多 か 
つた 。 即ち , 薬剤 の 人 対す る 作用 は , 
の 存在 に 以下 に , 主 と 程度 
に 減弱 し た 。 

結語 総括 に 接 

以上 の 実験 成績 の 如く , (1) 中 の 人 対 
する 効果 は , 水中 の 豚 子宮 内 卵 対す る 
果 に 比較 し て , いずれ の 薬剤 に お いて も 著しく 劣 つ て い 
た 。 そ の 程度 は リリ i 以下 で あり , リー リ 。 の も の が 
多 か つ た 。 度 に お いて は , 果 が つて, 
以下 と な つた 。 (2) 水中 の 人 に 対す る 
効果 と 水中 の 豚 子宮 内 卵 に 対す る 効果 を 比較 し 
た 結果 , 人 と 豚 子宮 内 卵 の 薬剤 に 対す る 抵抗 
性 に は , 多く の 場合 差違 を 認め な か つた が , た ゞ 決 度 と 
二 硫 化 素 に 対し て は , 子宮 内 卵 の 抵抗 性 は 人 
虫 卵 より つ て いた 。 (8) 中 の 人 対す る ・ 
殺 作用 と , 水中 の 人 に 対す る 作用 と を 比較 
し た 結果 , 人 に 対す る 薬剤 の 殺 作用 は , の 
存在 に と より 。 ~ リ 以下 に , 主として :~ リ に 
する こと と が 多 か つ た 。 

さて, 中 の 人 対す る 効果 は , 水中 の 
豚 子宮 内 対 する 効果 より 著しく つ て い 
た 。 例 えば , 臭 化 エ チル , D 一 D, 及び 二 塩 化 プ ロ ピ レ 
ン に お いて は , リリ: で あり , 決 化 メチ ル , 決 化 エチ ル 及 
び 二 臭 化 エ チレ ン に お いて は リ で あつ た 。 に 
お いて は , 選 中 の 人 に 対す る 果 は , 水中 
の 子宮 内 卵 に 対す る 殺 効果 の 以下 で あつ 
た 。 


(5 ) 
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し か る に , 人 虫 と 子宮 内 卵 の 薬剤 に 対す る 
抵抗 性 は , 上 に 述べ た 如く , 多く の 場合 に お いて , 同じ 
で あつ た 。 こ と この 事実 か ら み て , 薬剤 の 中 の 人 
に 対す る 効果 と 水中 の 豚 子宮 内 卵 する 殺 
効果 と の は , 種 の 卵 即ち , 人 卵 びに 豚 
子宮 内 卵 に よる で は な く て の 存在 に よ 
る , 薬剤 の 殺 卵 効果 の 減弱 に 負う と 思わ れる 。 実際 に , 
の 存在 に と ょ る 効果 の 減 , 臭 化 チル , D 一 
D 及 び 1, 3- 二 塩化 プ ピロ ピリ ン に お いて は , リリ : で あり , 
湊 化 メチ ル , 活化 エチ ル 及 び 二 臭 化 エ チレ ン に お いて は 


: で あつ て 中 の 人 に 対す る 殺 効果 と 水 


中 の 豚 遇 虫 子宮 内 卵 た 対す る 殺 卵 効果 の 差異 に 一 致し て 
いた 。 即ち , 選 尿 中 の 人 貞 虫 に 対す る 殺 卵 効果 と , 水 
中 の 子宮 内 に 対す る 卵 効果 と の 差違 は , 主 と 
し て , の 差異 に よる も の で な く , の 存在 に よ 
る の で あろ 3 う 5 。 

卵 剤 の 研究 の 当面 の 目的 は , 中 の 
を 殺 減 する に ある と 思わ れる 。 と この 見 地 か ら す れ ば , 殺 
婦 作 用 の 実験 は , 第 1 に , 尿 尿 中 に お いて 行う べき で あ 
ろう 。 第 2 に と し て は , 中 の 人 を 用 
べき で あろ う 。 こ と これ に 代 る べき も の と し て , 多少 の 差異 
は ある が , 豚 遇 虫 子宮 内 卵 を 用 いて も よい と 思わ れる 。 
な お , 斉藤 は , 人 子宮 内 卵 及び 子宮 内 卵 の 薬 
剤 に 対す る 抵抗 性 は 同じ で ある と 報告 し て いる か ら , 人 
上 負 虫 子宮 内 卵 を 用 いて も 大 差 な いと 思わ れる 。 

語 

19 種 類 の 薬剤 を , 温度 15C の 条件 下 で , 日 及び 14 日 
間 , 中 の 人 卵 水中 の 人 卵 及び 水中 の 
虫 子宮 内 卵 に 作用 させ , これ ら 薬 剤 の 殺 卵 効果 に つい て 
比較 実験 し , 次 の 成績 を 得 た 。 

(1) 人 及び 子宮 内 卵 の 薬剤 に 対す る 抵 
抗 性 は , 大 多数 の 薬剤 に 対し て は , 特に 差 が な か つた 。 

(2) 尿 中 の 人 に 対す る 効果 は , 水中 の 
豚 子宮 内 卵 対す る それ より いずれ の 薬剤 に お い 
て も 著しく 劣っ つて いた 。 その 程度 は , 大 多数 に お いて 
リ リ で あつ た 。 

(8) 薬剤 の 人 上 に 対す る 卵 効果 は , の 存 
在 に ょ り ,。 著しく 減 田 し た 。 そ の 程度 は , 大 多数 に お い 
て :~ リ s で あら た 。 

(4) 以上 の 事実 より 中 の 人 に 対す る 
卵 効果 と , 水中 の 豚 貞 虫 子宮 内 卵 に 対す る 殺 卵 効果 と の 
差異 は , 卵 の 差異 に よる の で な く , の 存在 に ょ 
る の で ある と 思わ れる 。 
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(5) 遇 虫 卵 殺 卵 剤 の 研究 の 当面 の 目的 か ら 考 えて , 
殺 作用 の 実験 は , 中 , 人 上 の 条件 の 下 で 行う 
べき で ある と 思わ れる 。 

(本 論文 の 要旨 は , 第 14 回 寄生 虫 学会 東日本 支部 大 会 
昭和 29 年 11 月 に 発表 し た ) 。 

に にあたり, 御 な る 御 指導 と 御 校 賜 つ た 松 
村 教 授 に 厚く 御礼 を 申 上 げ ま す 。 
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_Summary 

Each of 19 chemicals such as methyl iodide,; 
ethyl iodide, ethyl bromide, allyl mustard oil, ethy- 
lene dibromide and others was allowed to act upon: 
human ascaris eggs in night soil and in water and. 
upon intra-uterine eggs of pig ascaris in water at. 
15°C for 7 and 14 days, respectively, to compare 
their ovocidal activities, with the following results : 

(1) The resistance of human ascaris eggs., and 
intra-uterine eggs of pig ascaris did not diffes each. 
other against many chemicals. 

(2) The ovocidal activities of all the chemicals 
were remarkably weaker against human ascaris eggs: 
in night soil than against intra-uterine eggs of pig 
ascaris in water, the former being !/:~|; the. 
latter in the majority. 

(3) The ovocidal effect of the chemicals on, 
human ascaris eggs was extremely weakened by 
the presence of night soil,. 

(4) The above facts indicate that the difference: 
between ovocidal effects against human ascaris eggs: 
in night soil and against intra-uterine eggs of pig:; 
ascaris in water is not attributed to the difference 

"of the ascaris eggs but to the presence of night: 
soil. 

(5) It seems better to carry out experiments. 
on the antiascaris ovocide against human ascaris: 

eggs in night soil. 


(6) 
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犬 成虫 の 生体 外 
(1) 各種 生理 液 び 犬 血 用 いて の * 


小 宮 義孝 一 重 
(国立 予防 衛生 研究 所 寄生 部 ) 


寄生 虫 の 生体 外 飼育 は その 生理 , 代謝 等 の 基礎 的 研究 
の 前 提 条 件 で あり 。 を それ は 更に 駆虫 剤 の 作用 機転 や 病理 
の 解明 等 に 進展 する 可能 性 を は らん で いる 。 て を し て こと の 
方 面 の 研究 は von Brand (1957) も 言 つ て いる よう に に , 
最近 の 寄生 虫 生理 学 の 分 野 で 最も 活 浴 に 行わ れ て いる も 
の >ー つ で ある 。 最近 Weinstein お よび Janes (1956) 
は Vppostrongylus muris を カゼ イン お よび その 分 解 産 
物 , 粉末 酵母 お よび 肝 抽 出 液 , 抽出 液 , お 
類 血 清 を メデ ィ ウ ム と し , 培養 法 に よ つて か ら 
成虫 に まで 発育 させ る と と に 成功 し た 。 釣 虫 の 生体 外 飼 
育た に関し て は 既に 松本 (1955) の 報告 が ある が , いま だ 
充分 の 成績 を 得 た と は 言え な い 。 筆 者 ら は 犬 多 虫 成 虫 を 
用 いて その 生体 外 飼 育 を 試み 。 その 維持 と ある 程度 の 成 
功 を お さめ る こと と が 出来 た の で と ゝ に 報告 する 。 
材料 お よび 方 法 

本 実験 で び 用 いた 犬 多 虫 成虫 は , 感染 仔 虫 約 100 個 体 を 
犬 に 経口 感染 させ て か ら 38~ 4 週 後に 小腸 を 前 出し て 得 
た も の で ある 。 貝 体 は 高 濃度 の 抗生 物質 を 入れ た 減 菌 生 
理 食塩 水 で 5 回 洗っ つて その 無菌 化 た に つと め た 。 実験 は す 
べ て 厳密 な 無菌 操作 の 下 で 行 つ た 。 飼育 容器 と し て 径 
3.5cm の カレ ルフ ラス コ を 用 い , 飼育 液 は 4.8cc を 入 
れ た 。 食 育 液 1 cc 当り Penicilline G potassium 50 単 位 
Dehydrostreptomycin sulphate 1004g, Dehydroacetic 
acid 50g を 加え た 。 1 個 の カレ ルフ ラス ご に 8 38 対 
の 虫 体 を 入れ , 1 種 の 飼育 液 に つい て 8 個 の ヵ カレ ルフ マラ 


YOSHITAKA KOMIYA, KAZUO YASURAOKA & 
ATSUSHIGE SATO: Survival of Ancylostoma 
caninium mn Vitro. (1) Survival in various physio- 
logical saline solutions and dog serum with and 
without blood cells. (Department of Parasitiology, 
National Institute of Health, Tokyo) 

* と の 研究 の 一 部 は 六部 省 科 学研 究 費 変 附 人 金 に と に ょ つて 
な され た 。 
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スコ を 用 いた 。 低 倍率 の 倒立 顕微 鏡 下 で 毎日 虫 体 の 運 琴 
交尾 状況 等 を 観察 し , 機械 的 ある い は 熱 刺 埋 を 加え て も 
な お 不動 の 個体 を 死 と 判別 し た 。 飼 育 液 は 2 日 毎 に 更新 
し , その 際 旧 液 中 に 産 九 さ れ た 卵 を 観察 し , 数 を 算定 し 
実験 成績 

1. 種々 の 生理 平衡 溶液 中 で の 生存 期間 

Ringer, Locke, Tyrode ( 含ま な い ), Krebs- 
Ringer phosphate お よび bicarbonate の 5 種 の 生理 平 
衡 落 液 を 用 いて , 各 液 に お ける 成虫 の 生存 期間 を 比較 観 
察し た 。Krebs-Ringer (以下 K-Ringer と 略す ) 液 の 調 
製 は Umbreit ら (1951) の 方 法 に より , 又 各 液 の pHF 
は 7.4 と し , 実験 は 28 で の 肖 卵 器 内 で 行 つ た 。 


Rnger sal. 
Lacke sol, 9 


Krebs 
sol. 


Days 
Fig. 1. Comparison of average length of life 
of Ancylostoma caninum in various 
physiological saline solutions. (28°C) 
その 結果 は Fig. 1 に 示す よう に , K-Ringer bicar- 
bonate 液 に お いて 最も 生存 期間 が 長く , $8 平均 6.6 日 
( 4.5 日 ~10.5 日 ), 7.8 日 C 4.5 日 ~11.5 日 ) を 示 
し た 。 と の 結果 か ら 後 述 の 実験 に お ける 血清 の 稀釈 に は 
K-Ringer bicarbonate 液 を 用 いる こと こと > ゝ > し た 。 
2.。 種々 の 濃度 に 添加 し た K-Ringer bicar- 


; 
103 
| 
4 
< 
| 
| 
3 
* 
1 


Concentrations of glucose (%7 


LL 


Days 
Fig. 2. Comparison of average length of life 
of Ancylostoma caninum in Krebs-Ringer’s 
bicarbonate solution using various 
concentrations of glucose. (28°C) 


bonate 液 中 で の 生存 期間 

K-Ringer bicarbonate 液 に 0.01, 0.1, 0.5 お よび 
1.0 な る ょ よう を 添加 し , や は り 28"C で 実験 を 
つた 。 2 に 示す よう に に ょ つて 生存 
期間 は いち じ る し く 長く され , 0.52% 添加 液 中 で 
9 最長 21.5 日 , $ の を それ は 11.5 日 を 示し た 。 又 の 生存 
期間 が る に くら べ て 長く な る 傾向 が 認め られ た 。 

8. K-Ringer bicarbonate 液 で 種々 の 濃度 に 稀釈 さ 
れ た 犬 血清 中 で の 生存 期間 

Hoeppli ら (1938) は 肝 ヂ デス トマ の 生体 外 飼 育 に さい 
し て 血清 を 用 いる 場合 全 血 清 よ り も Tyrode 液 で リ 2 
に 稀釈 され た 血清 中 で 最良 の 成績 を 得 た と 述べ , 叉 横川 
ら (1955) も 肺 デ スト マ に つい て こと れ と 同様 の 結果 を 報 
人 告 し て いる 。 し か し 伊藤 ら (1955) は 日 本 住 血 吸 虫 は 稀 
家 血清 より 全 血 清 中 で 長く 生存 する と 述べ て いる 。 そ こと 
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Fig. 3. Average length of life of Ancylostoma 

canmum in various dilutions of the dog serum 


with Krebs-Ringer’s bicarbonate solution. (28°C) 
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で 筆者 は 犬 血清 を 502%6 お よび に な る ょ よう 
K-Ringer bicarbonate 液 で 稀釈 し , 28C に お ける 生存 
期間 を 比較 し た 。 そ の 結果 は Fig. 8 に 示す よう に , 25% 
血清 で は 他 に 比較 し て その 生存 期間 が 短い けれ ども , 50 
26, 75% お ょ よび 全 血 清 の 8 者 で は ほとん ど 同 様 の 結果 で 
$ 平 均 約 8 週間 , ? 約 5 週間 を 示し た 。 そ と で 次 の 実験 
で 飼育 液 と し て 血清 を 用 いる 場合 に は 75% 血 清 を 用 いる 
と と > し た 。 

4.。 752% 血 清 お よび 血球 加 血 清 中 で の 生存 期間 , 交尾 
産卵 状況 

1 cc の へ パリ ン 加 血液 を K-Ringer bicarbonate 液 で 
3 回 深水 し , その 流 に K-Ringer bicarbonate 液 
1cc を 加え て 血球 浮 洲 液 を 作る 。 こ と これ を 1 cc 当り の 血球 
数 が 約 500 万 に な る よう "5 血清 に 添加 し て 球 加 
清 ” を 作り , 血清 の み の も の と 比較 を 行っ つた 。 飼 育 温度 
は お ょ び 87°C と し た 。 

生存 期間 : Fig.4 に 示す よう に 血球 加 血 清 と 血清 の 間 
で , 生存 期間 に いち じ る し い 差 は 認め られ な か つた 。 一 
方 8'C に お ける 生存 期間 は 28 で の を それ に くらべ て は る か 
に 長く , 最長 生存 期間 は る で 6 週間, ? で 12 週 間 を 示し 
た 。 
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[Fig. 4. Comparison of the length of life of] 
Ancylostoma caninum in the dog serum 
with and without blood cells. 


交尾 : 飼育 開始 後 3 週 ま で は 2? の 交尾 が 数 回 観察 さ 
れ た が , 常に 観察 し て いる わけ で は な い の で , ある い は 
も $ ぁ つと 多く 行わ れ て いた か も 知れ な い 。 血球 加 に ょ る 影 
格 は 交尾 発現 状況 に も 認め られ な か つた 。 

産卵 : 28C の 飼育 液 中 で は 産卵 は 最初 の 数 日 間 の み で 
停止 する が , 87C で は 長期 間 に わ た る 産卵 が 認め られ 
た 。 (Table 1, Plate) 飼育 開始 後 3 週 位 まで は か な り 
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Table 1. Egg laying of Ancylostoma canmmnum ASerum with blood cells 


living in the dog serum with and i se only. < ; ; 
without blood cells (37°C) ‘No. of eggs including normal ones 


多数 の 受精 卵 を 産出 し , 飼育 液 中 で 既に し て いる 
虫 る 多く , り の 産卵 多い 。 を し て 以後 

卵 数 の 減少 と と も な い , 30 日 以後 に は 正常 卵 は 消失 レ し た 
が , 再び 43 日 ~54 日 に 受精 卵 , 角 化 仔 虫 が 認め られ た 。 
異常 卵 は 飼育 日 数 の 経過 に と も な つて 多く な り , それ は 
最長 期間 生存 し た 虫 の 死 減 2 日 前 まで 認め られ た 。 産卵 
数 や 卵 の 状況 に も 血球 加 の 影響 は 見 られ な か つた 。 

論 議 

松本 (1955) は 犬 多 虫 成虫 の 生体 外 飼育 を 試み , 犬 の 
溶解 赤血球 含有 血清 に 等 量 の 温 合 アミ ノ 酸 液 を 加え た 
育 液 中 に お いて 最も 長期 間 生 存 せ そし め る と と が 出来 , 生 
存 期 間 は 仔 虫 感染 後 の ま で の 日 数 い ゝ か えれ ば 
体 の 大 き さ と 関連 が ある と 報告 し て いる 。 す な わ ち 感染 
後 10 日 目 に 誠 出 し た 虫 体 で は 飼育 6 日 後に 全部 死亡 し , 
17 日 目 の も の は 少数 (3/30) が 1 ヶ月 後 も 生存 し , 1 ヵ 
月 目 の も の は 6 日 後に 全部 死 た と 述べ て いる 。 
清 と 溶血 血清 と で は , 後者 に お いて その 生存 期間 は 長く 
感染 後 17 日 目 の 虫 は 血清 中 で 最長 ? ゃ が 6 日 で ある が , 深 
血 病 清 中 で は 10 日 以上 生存 し , 感染 後 1 ヵ月 目 の 虫 で は 
血清 中 で 1 日 し か 生存 せ ず , 溶血 血清 中 で も 5 日間 生存 
する の み と 述 べ て いる 。 そ を し て 飼育 液 と し て 最適 と いう 
溶 面 血清 十 混 合 アミ ノ 酸 液 中 で も 排卵 , 交接 , 体長 増加 
は 全く 認め られ な か つた と 言 つ て いる 。 

し か し 箇 者 ら は 感染 後 28 日 目 の 虫 体 が , 75 犬 血清 中 
で 最長 生存 期間 35.5 日 , 84.5 日 , 平均 生存 期間 $ 
17.8 日 , 68.2 日 を 示し , し か も 飼育 開始 後 8 週 ま で し 
ば し ば 交尾 し て いる の を 認め , そし て 58 へ ~ へ 54 日 後に いた 
つて も 受精 卵 , 仔 虫 包 蔵 卵 等 の 産出 を 認め た 。 すなわち 
松本 の 上 述 の よう な 実験 結果 と 比較 し て , その 間 に い ち 
じ る し い 差 異 が 認め られ る が , と これ は お そら く 彼 の 実験 
に 何ら か の 不備 が 介在 し て いた の で は な いか と いう こと と 
を 示唆 する 。 

温 血 動物 の 内 部 寄生 虫 は ほ ゞ 一 定 の 宿主 体温 下 に 楼 息 
し て お り , 当然 この 温度 下 で 正常 の 物質 代謝 が 営ま れ て 
いる と 考え られ る 。 し た が つて こと れ ら の 生体 外 飼 育た あ 
た り 従 来 の 殆ど の 研究 者 は 87°C 附 近 を 飼育 温度 と し て 選 
り , Weinstein ら (1956) も Nippostrongylus muris を 
87.5C で 飼育 し , 幼虫 か ら 成 虫 に まで 発育 させ る と と に 
成功 し た 。 し か し 寄生 虫 が 栄養 物 工 を 含ま な い , 叉 は 深 
加 栄 養 物 が 必ず し も ゃ 適当 で な いと いう 条件 下 で 飼育 され 
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外界 か ら の ェ ネ ルギー 源 の 吸収 , 利用 が 満足 た 行わ れ な 
いと き は , 既存 の 体内 貯 臓 物質 が 消費 され る 一 方 と な り 
し た が つて 間もなく 死に 至る 。 そ の 消費 速度 は 387C ょ り 
低温 と お いて 緩 温 で あつ て , し た が つて 貝 を 低温 下 に 飼 
育 す れ ば 生存 期間 も 延長 くさ れる も の と 想像 され る 。 と の 
よう な 見 地 か ら 筆 者 らち は 最初 の 生理 平衡 溶液 か ら 血 清 稀 
飼育 まで を 飼育 温度 と し た の で あり と これ は 単 
に 生存 期間 の 延長 の み を 期待 し た の で は な く , と の よう 
な 飼育 メデ ィ ウ ム を 用 いて 87°C で 飼育 し た 場合 生存 期間 
が いち じ る し く 短 縮 さ れ , その 結果 種 x の メデ ィ ウ ム に 
ょ る 生存 期間 の 差 が , 虫 体 の 個体 差 , 観察 時 間 お ょ び 
実験 誤差 等 の 範囲 内 と 相殺 され て し まう の を お それ た 
か ら で あ る 。 そ し て 最後 に 75 久 血清 お よび 血球 加 血 清 中 
で は その 生存 期間 , 交尾 , 産卵 状況 等 に つい て 28°C よ 
り 87C に お いて は る か に よい 結果 を 得 た が , と これ は 翼 境 
条件 と し て の メデ ィ ウ ム が ょ り 好 適 条 件 に 接近 し , ほ ゞ 
正常 に 近い 物質 代謝 の 遂行 が 可能 と に な つた 結果 と 考え ら 
れる 。 伊藤 ら (1955) は 日 本 住 血 吸虫 が 馬 血 清 で 87°C ょ 
り も 28°C で より 長い 生存 期間 を 示し た と 述べ て いる が , 
と れる 更に 他 の 飼育 境 条件 が 好適 な る の に な れ ば むし 
ろ 前 者 温度 下 の 方 が 生存 期間 が ょ より 長く な る の で は ある 
まい か 。 . 

叉 筆者 ら は 血球 加 血 清 と 血清 の み の 両 者 を 用 いて その 
生存 期間 , 交尾 , 産卵 状況 等 に 差異 を 認め な か つた が , 
勿論 これ だ け の 実験 で 血球 の 意義 に つい て 云々 する と と 
は 出来 な い 。 更 に 違 つ た 角度 か ら の 検討 が 必要 と 思わ れ 
る 。 

要 約 

犬 多 虫 成虫 の 無菌 的 生体 外 飼育 を 試み , 次 の よう な 結 
果 を 得 た 。 

(1) 飼育 液 と し て 種々 の 生理 平衡 溶液 を 用 いた が , 
Krebs-Ringer bicarbonate 液 に お いて 最も 生存 期間 が 長 
く , $ 平 均 6.6 日 ( 4.5 日 ~10.5 日 ), は "7.8 日 (4.5 
~11.5 日 を 示し た 。 

(2) Krebs-Ringer bicarbonate 液 に を 
する と と に ょ っ つて 生存 期間 が され , 0.52% 
加 液 中 で 最長 21.5 日 , $ の それ は 11.5 日 を 示し た 。 

(8) Krebs-Ringer bicarbonate 液 で 犬 血 清 を 25, 
50%, お よび 752% に 稀釈 し て 生存 期間 を 比較 し た が , 例 
血清 ,。 50% お ょ よび "5 血清 の いずれ で る も $ 平 均 約 8 週間 
? 5 週間 で 大 き な 差 異 は 認め られ な か つた 。 

(4) 以上 は 飼育 温度 28 で で 行わ れ た が , 87°C の "5% 
犬 血清 中 で 最長 $ 6 週間 , ゃ は 12 週 間 の 生存 期間 を 示し 
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最初 の 3 週間 に は し ば し ば 交尾 する の を 認め , 受精 卵 を 
54 日 まで 産出 し , 暴 常 卵 < お そら く 不 受精 卵 と 思わ れ 
る ) は 82 日 後 ま で 認め た 。 双 血球 加 血 清 で も ほとん ど 同 
様 の 結果 を 得 た 。 
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Summary 
1. Among various physiological saline solutions, 


. Krebs-Ringer’s bicarbonate solution was most ef- 


ficient for the survival of A. caninum worms. Ad.- 
dition of glucose to the solution resulted in a 
marked increase in their survival time. 

2,. The survival time of worms maintained in 
whole serum did not differ significantly from that 
of worms. maintained in 50% or 75% diluted 
serum. 

3. In dog serum at 37°C the longest time of 
survival was 6 weeks in the male and 12 weeks 
in the female. Addition of blood cells to the 
serum gave no effect on survival time. 

4. Copulation mm vitro took place in dog serum 
at 37°C, and fertilized eggs were found until the 
54 day. 
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Explanation of Plate 


a. Eggs laid between 1~2 day after the maintenance d. Eggs laid between 47~48 day. Some eggs have 
of the worm in vitro. hatched already. 


b. Eggs laid between 7~18 day. Some eggs have 
hatched already. 


c. Eggs laid between 27~28 day. . Eggs laid between 79~680 day. 


e. Eggs laid between 49~50 day. A 
4 
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特殊 環境 に 於 けり る 寄生 虫 調査 成績 に つい て (第 三 報 ) 
多 虫 キネ ャ リャ ー の 症状 並び に 血液 所 見 


石 


日 本 鉱業 株 式 会 社 峰 沢 鉱業 所 医院 (指導 教授 ) 
(昭和 32 年 8 月 9 日 受領 ) 


寄生 虫 疾患 の 予防 対策 の 一 つっ として, 学校 其他 諸 団 体 
の 集団 検便 が 盛ん に 実施 され る に つれ , 過去 に お いて は 
比較 的 少 い と 思わ れ て いた 多 虫 寄生 が 案外 高 率 で あり , 
且つ 釣 虫 症 と し て の 自覚 の な い 釣 虫 卵 陽性 者 。 換言 すれ 
ば 所 調 無 自覚 性 釣 虫 症 岩田) 或いは 釣 虫 保有 者 乃至 多 
虫 キ ャ ヤリ ヤー と 呼ば れる 人 < 々 が 相当 多数 に み ら れ る 事 が 
判明 し て 来 た 。 

之 等 銘 虫 キャ ヤリ ヤー と 称 さ れる 人 < 々 は , 日 常 一 般 健 康 
人 と 何等 変る 処 な く 生 活 し て は いる が , 果して その 生活 
が 医学 的 に 健康 人 と 全く 同様 の 水準 で 行わ れ も て いる か 仙 
か は 充分 に 検討 を 要する 問題 で あり , 一 方 社会 的 に は 新 
し い 釣 虫 感 染 源 と し て 決し て 等 閑 に 出来 な い 問題 で ある 
と 思わ れる 。 

私 は 先 に 第 1 報 (石塚 , 1954), 第 2 報 (石塚 , 1956〕 
に お いて , 釣 虫 の 疫学 的 方 面 よ りす る 観察 並び に 釣 虫 キ 
ヤリ ヤー の 体格 , 身体 機能 に 関す る 報告 を 行っ た 。 今回 
は 前 回 に 引続き 静岡 県 峰 之 沢 鉱山 従業 員 の 昭和 830 年 度 の 
寄生 虫 調査 成績 と , この 調査 の 結果 判明 し た 釣 虫 キヤ リ 
ヤー の 症状 並び に 血液 所 見 に つい て 調査 研究 を 行 つ た の 
で その 結果 を 報告 する 。 

対象 及び 検査 方 法 

380 年 5 月 , 静岡 県 毅 郡 竜山 村 峰 沢 鉱山 に と に おい 
て , 従業 員 629 名 に つき 検便 を 実施 し , その 中 釣 虫 卵 陽 
性 者 男子 72 名 女子 10 名 に つい て , 自覚 的 , 他 覚 的 症状 を 
「 調査 , 更に その 中 男子 71 名 , 女子 6 名 に つい て は 血液 検 
査 も 実施 し 得 た 。 猫 之 等 の 調査 人 員 は すべ て 正常 に 業務 
に 従事 し て いた 者 ば か り で ある 。 


TOHRU ISHIZUKA: Investigation of parasite 
carriers in specific environment. (3) On symptom 
and blood-picture of hookworm carriers (Mineno- 
sawa Mine Hospital, Shizuoka Pref.) 


(12 ) 


虫 卵 検査 : 虫 卵 の 検査 は 各 人 に 便 の 量 出 を 求め , 之 を 
飽和 食塩 水 に と よる 浮 溢 法 に よ つ て 検査 し た 。 

症状 調査 : 予め 調査 表 を 用 意 し て お き , 個人 々 x 々 に つ 
いて 問診 打 触診 する 事 に よ つ て の 符号 で 記入 
し た 。 両 し て 稀 な 症状 は 土 , 比較 的 請 々 み ら れ る 症状 は 
十 非常 に 々 ら れる も の は し た 。 

血液 検査 : 血液 は すべ て 耳 挫 採血 を 行い , 血球 の 算定 
は トー マツ ァ イ ス 式 に より , 血色 素 量 は ザー リー 氏 法 に 
拠 つ た 。 尚 使用 器具 は すべ て 検査 合格 品 で ある 。 血 液 像 
の 分 類 並 びに 赤血球 直径 測定 の 目的 に は ギ ム ザ 氏 染 色 標 
本 を 用 いた 。 

検査 成績 

A. 寄生 率 

第 1 表 に 示す 如く で あつ て , 被 検 人 員 629 名 中 陰性 者 
は 166 名 26.4% で あり , 之 を 前 年 度 の 陰性 率 と 比較 する 
と 第 1 図 の 如く ,。 弁 し ろ 低 下 し て いる が , 之 は 昨年 度 は 
塗 抹 法 に ょ つて 検便 を 行っ つた が , 本 年 度 は 浮 洲 法 に よ つ 
た 為 検 出 率 が 高く な つた も の と 思わ れる 。 ' 

寄生 虫 保有 者 の 中 , 多 卵 陽性 者 129 名 20.52%, 
卵 陽性 者 3889 名 58.9% で あつ て 前 年 度 よ り わ ず か に 減少 
が みみ られ る が , 前 述 の 如く , 両 年 度 に 検査 方 法 の 相違 が 
ある の で , この 差 は 数 字 通 り の も の と 判断 する わけ に は 
ゆか な い 。 

年 令 別 の 寄生 率 を 第 1 表 に ょ つて 見 る と , 釣 虫 は 40 歳 
台 が 22.9% で 最も 高く , 次 いて 20 歳 台 の 22.82, 50 歳 台 
の 20.822, 80 歳 台 の 17.6 で 19 歳 以下 の 15.8% が 最も 
低く 年 令 的 に 特別 な 傾向 は 見 られ な い が , 貞 虫 の 場合 に 
は 表 に 見 る 如く 若年 者 に 高く 高 年 者 に 低い 傾向 を 示し て 
いる 。 

叉 混合 感染 の 状態 に つい て 観察 し て みる と ,。 釣 虫 に つ 
いて は 単独 寄生 率 と , 釣 虫 , 或 は 釣 虫 
の 三 者 混合 感染 は 略 同率 で ある が , 貞 虫 の 場合 に は 単独 
寄生 が 混合 感染 の 場合 より 造 か に 高い 率 を 示し て いる 。 
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和 33 年 4 月 (1958)) 
第 1 表 昭和 30 年度 調 査 , 寄生 保有 率 ( 法 ) 
6 1 0 3 9 2 0 10 38 名 
19 上 下 15.8 2.6 7.9 65.8 26.3 
0 0 47 15 1 16 15 55 36 0 122 19 1 54 212 名 
es 34 10 5 8 11 46 34 & 100 27 0 51 193 名 
る 36 11 6 9 10 33 7 0 79 19 1 41 157 名 
6 1 1 2 2 5 4 4 0 
50 以上 20.8 3.5 6.9 44.8 13.8 34.5 % 
計 129 38 13 38 _ 40 150 110 1 339 71 y 166 629 名 
第 2 表 血液 型 と 多 寄生 
2 27 午 
29 O 型 A 型 B 型 AB 型 
30 年 卵 群 31.2 37.5 22.2 9.1 
卵 陰 性 群 31.0 36.2 22.0 10.7 
B. キヤ リヤ ー の 症状 
3T.1 症状 の 調査 は 予め 用 意 し た 調査 表 に 基 い て 行 つ た が , 
潤 33.2 先 づ 自覚 症状 と 他 覚 症状 と に 分 け 。 自覚 症状 は 更に 神経 
264 症状 , 消化 器 症状 , 循 太 器 症状 に 大 別して 各々 に 細目 を 
243 設け た 。 調査 は 男女 英 に 行っ た が , 女子 の 場合 は 例 数 も 
少 い の で 表 中 に 数 字 を 拳 げ る に 止め , 以下 主として 男子 
” に つい て 検討 し た 。 
1. 自 覚 症状 
2 自覚 症状 の 中 , 最も 訴え の 多い の は 神経 症状 で あつ て 。, 
ク 0505 疲労 し 易い , 肩 , が 共に 41.6 あつ て 中 の 最高 
中 陰 度 を 占め , 次 汗 が 最も 少く で ある 。 神 経 症 状 に 


第 1 図 年 寄生 率 比 較 


血液 型 と 虫 寄生 率 : 
今回 の 検診 の 機会 を 利用 し て 従業 員 全 員 に つい て 血液 
型 の 判定 を 行 つ た 。 之 を 釣 虫 卵 陽性 者 群 と 陰性 者 群 と に 
分 け て 百分比 を 比較 する と 第 2 表 の 如く で あつ て 両 群 の 
間 に 全 く 差 異 は 認め ちら れず, 多 虫 寄生 と 血液 型 と の 間 に 
は 関係 が 無い と 思わ れる 。 


次 いで 多い の は 循 票 器 症 状 で その 中 , 顔色 が 意 い と 訴え 
る 者 が 33.82, 次 いで を 訴え る 者 26.42, 更に 
, 四肢 感 が に 次 ぐ が 自覚 的 に 浮腫 を 訴え た 者 
は 一 名 も な か つた 。 消化 器 症 状 は 三 者 の 中 で 最も 少く , 
その 中 , 中 腹部 痛 を 訴え る 者 は 26.42 存 在 し た 。 勿論 
は 他 の 症状 と 同様 に 程度 は 軽く , 平素 苦痛 に 感ずる 程 で 
は な い 。 次 に 目立つ の は 食 思 學 進 の 19.5 で ある 。 次 い 
で 腹部 膨満 感 の 16.7%, 空腹 時 痛 15.8% が 多く , 最も 少 
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表 自覚 症状 I 


第 4 表 自覚 症状 


8 72 名 9 10 名 72 9 10 名 
食 思 8 6 14 19.5 他 状 
14 190 26:4 2 0 2 縮 期 雑音 0 4 4 5.5 0 0 0 
腹部 膨満 感 8 4 12 16.7 心 独 音 界 拡張 1 12 13 18.1 0 $ 
い の は の 1 名 で は 最近 理由 も な く し た の で 一 
度 診察 を 受け た いと 考え て いた と 述べ た 。 腹部 圧痛 0 13 13 18.1 0 1 1 


2。 他 覚 症状 

他 覚 症状 で 最も 多い の は 第 肺動脈 音 の 元 進 で あつ て 
40.8% 示し , 次 いで 心音 不純 86.5%, 皮膚 粘膜 の 
30.62%, 心 独 音 界 拡張 18.12% の 順 で あり , 爪 甲 の 変形 は 


第 2 図 腹部 圧痛 点 


(14 ) 


極 く 軽 徴 な も の が 4.22% に 見 られ た 。 

腹部 の 触診 ご は 圧痛 を 訴え る 者 が 18.1% で , 圧痛 部 位 
を 図示 する と 第 2 図 の 如く で ある 。 比 較 的 上 腹部 に 痛み 
を 訴え る 者 が 多 か つ た 。 肝 臓 を 触診 し 得 た 者 は 2 名 2.8 
2% に み ら れ た 。 5 

以上 の 如く 第 状 調査 と 於 いて は , 自覚 症状 で は 神経 症 
状 を 訴え る 者 が 最も 多く , 次 いで 循 陣 器 症状 , 消化 器 症 
状 の 順 で あり , 他 覚 的 に は 第 肺動脈 音 の 學 進 が 最も 多 
く , 心音 不純 ,。 皮膚 粘膜 の が に 次 いで 居り 愉 脚 
気 様 症状 を 呈す る 者 の 多い 事 を 知り 得 た 。 

C, 釣 虫 キヤ ャ ヤリ ヤー の 血液 所 見 

白血球 数 。 赤 血球 数 , 血色 素 量 , 血色 素 係数 並び に 白 
血球 像 分 類 の 結果 は 5 表 に 示す 如く で ある 。 今 之 を 個々 
に つい て 検討 する 。 
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昭和 33 年 4 月 (1958)〕 


表 血液 検査 成績 


$8 5838 411 万 77.8 0.95 0.09 9.64 0.78 12.08 
g 5050 363 万 75.0 1.05 0.08 12.67 0.50 10.25 


N 
2 3 4 5 


Ly Mo 


25.37 11.39 1.85 0.08 34.42 4.39 0.01 
26.38 12.25 1.41 0.25 31.75 4.00 0. 


6 表 

実数 x 万 

4000 以 下 6 8.4 320 以 下 
5000 360 7 9.9 
5500 18 25.4 380 11:8 
6000 10 14.5 400 4 8 
6500 10 14.5 420 22 31.0 
7000 440 10 14.1 
7500 6 8.4 460 
8000 480 
8500 以 上 0 0 500 以 上 
血 色 素 量 色 素 係 数 
実 
1 1.4 11ME. 13 18.3 
95 1.0 17 24.0 
90 6 8.4 0.9 24 33.8 
85 8 0.8 14 19.7 
80 17 24.0 0.7 
18 25.4 0.6 
70 14 19.7 0.5 以 下 作例 

65 以 下 


白血球 数 : 白血球 数 の 平均 は 5,838 土 124.80 で あつ 
て ,。 わずか な が ら 正 常 値 より も 低い 。 白 血球 数 8,500 以 
上 の 増 多 症 と 考え られ る も の は 1 名 も な く , 5,000 以下 
の 減少 症 は , 25.8%% を 占め て お り , 全体 の 4 分 の 1 が 白 
血球 減少 症 を 示し て いる 。 

赤血球 数 : 赤血球 の 平均 は 411.27 土 5.64 万 で あつ 
て , 正常 男子 の 平均 値 に と 比 し 生 少 い 。 そ の 中 500 万 を 超 
える 者 は 4 名 5.6 で ある が , 400 万 以下 は 27 名 88.0% 


(15 ) 


に 上 つて いる 。 

血色 素 量 : ザー リー 兵法 に 拠る 血色素 量 の 平均 値 は 
77.75 士 1.04 で ある が , その 中 100 を 超え る 者 は 
1 名 の み で , "75 以下 で 衝 血 状態 と 考え られ る 者 が 87 名 
52.1% と 半数 を 超え て いる 。 

色素 係数 : 色素 係数 の 分 布 の 巾 は 広く , 1.1 を 超え る 
者 18 名 18.32%, 0:8 以 下 の 者 17 名 28.9% で あつ て その 平 
均 値 は 0.94 土 0.023 で ある 。 即 ちと の 和 党 血 の 中 に は 高 色素 
性 の 者 も 低 色 素性 の 者 も 共に 認め られ る が , 全体 の 平均 
と し て は 軽い 低 色素 性 の 傾向 を 示し て いる 。 

白血球 像 : 白血球 の 百分比 の 平均 は 前 掲 筑 5 表 の 如く 
で ある が , 全体 と し て みる と 好 酸 球 増 多 , 好 中 球 減 少 , 
リンパ 球 , 単 球 の 減少 の 傾向 が 見 られ る 。 の 中 最 
も 変化 の 多い の は 矢 張 り 好 酸 球 で ある 。 


第 7 表 

好 酸 球 
実数 実数 
1%BTF 2 2.8 25.5% 以 下 12 16.9 
3 28.5 10 14.1 
5 10 14.1 31.5 5 7.0 
7 15 21.1 34.5 11 15.5 
9 15 21.1 37.5 14 19.7 
11 10 14.1 40.5 3 4.2 
13 43.5 9 12.7 
15 4 5.6 46.5 以 上 7 9.9 

17% 以 上 11 15.5 
実数 実数 
2.5% 以 下 16 _22.6 1.65 
3.5 13 18.3 1.75 8 11.3 
4.5 16 22.6 1.85 11 15.5 
5.5 11 15.5 1.95 9 12,7 
6.5 6 8.4 2.05 16 22.6 
7.5 2.15 10 14.1 
8.5% 以 上 4 5.6 2.25 BS 
2.35 7 9.8 
2.45 


好 酸 球 : 好 酸 球 の 分 布 状態 を 見 る と , 8 以下 は 5 名 
7.4% で ある が を 超え る 増 多 症 は 56 名 78.92 で 全体 
の りり 以上 を 占め て お り , 就 中 11% 以 上 の 強 増 多 症 は 26 
名 86.62% を 占め て いる 。 即 ち 調 査 対象 の 大 部 分 は 好 酸 球 
増 多 症 を 示し て いた 。 
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リン パパ 球 : 略 正常 の 動揺 範囲 内 に ある と 考え られ る が 
その 値 は 生 低 目 で ある 。 百 分 比 が 26.9% 以 下 は 12 名 16.9 
26 で あり , 452% 以 上 の 増 多 を 示す 者 が て 名 9.9% で あつ 

単 球 : 平均 値 が 4.89 で あぁ つて 生 目 で は ある が , 
も リン ペペ 球 の 場合 と 同じ く 生 理 的 動揺 範囲 の 内 に 含ま れ 
る と 考え られ る 。 

好 中 球 : 好 中 球 は 前 掲 の 表 の 如く , 型 0.782, 
状 型 分 葉 型 は 合計 40.74 あり , こと の 数 字 
より する と 程 状 型 が 比較 的 増加 し て お り , 左 方 推移 の 傾 
向 で は な いか と 考え らち られ, 之 を Karyogram に 描く と 点 
線 の 示す 如く 明か に その 傾向 が れる 。 然 し ら を 


30 


20 


第 3 図 Karyogram 


杉山 兵 の 方 法 に 基 い て 核 数 を 計算 し て みる と , 平均 村 数 
は 1.60 か ら 2.49 の 間 に 人 分布 し て 居り , その 算術 平均 値 は 
2.04 で ある 。 即ち 艇 山 兵 の 唱え る 如く 正常 平均 値 が 1.96 
な れ ば こと の 値 は 右 方 推移 と 考え られ る わけ で ある 。 多 虫 
症 に お ける 好 中 球 核 数 の 検討 に は 一 般 に Cooke-ponder 

・ 杉 山 兵法 に よ ょ る 例 が 多い の で , 今回 も この 方 法 に ょ る 
結果 を 採り た い 。 

其他 の 病 的 細胞 : 血液 像 の 分 類 に 当 つ て , 1 例 た 1 個 
の プラ スマ 細胞 を 見 た が , 他 に 特別 な 所 見 は な い 。 

好 酸 球 と 他 の 白血球 細胞 , 委 血 , 症状 と の 関係 : 前 述 
の 如く 比 いて 好 酸 球 は 増加 し て いる 他 の 
血球 細胞 と の 量 的 関係 を ElImonogram に ょ つて 観る と 
第 4 図 の 如く で あつ て , 絶対 数 と お いて も 好 酸 球 は 増加 
し , 好 中 球 と 単 は 生 い 。 好 酸 球 の 増減 と 
数 , 好 中 球 数 , リン ペ 球 数 単 核 球 数 等 の 変動 と は 特別 
な 関係 を 有 し な い 。 又 好 酸 球 と 筆 血 の 問 に も 相関 々 係 は 
見 出し 得 な か つた 。 更 に 叉 症状 に つい て は 土 の る も の は 1 
も の は 2 点 と し て 表わし , 各々 の 症状 の 合計 点 
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第 5 図 好 酸 球 と 症状 と の 関係 

数 を 縦 軸 に と り , 好 酸 球 多 を 横 軸 に と つて みる と , 両者 
の 関係 は 第 5 図 の 如く で あつ て , 之 叉 相関 々 係 は 否定 し レ 
得る 。 他 の 租 関 図 は 省略 し た 。 

赤血球 直径 計測 : 赤血球 直径 の 計測 結果 で は 殆ど 正常 
と 思わ れる 者 , 大 小 不同 が 明瞭 に 現われ て いる 者 , 比較 
的 小 赤 血 迷 性 の 者 の 三 群 に 分 けら れる 。 又 小数 に は 多 染 
性 の 傾向 を 示す 者 も 見 られ た 。 

直径 計測 の 結果 を Price-Jones 曲線 に 描く と 第 6 図 の 
如く で あつ て , 之 を 正常 曲線 小宮 悦 ) に 比較 する と , 
明らか に 左 方 移動 が み ら れ る 。 即 ち 先 の 赤血球 数 , 血色 
素 量 と 併せ 考え る と , 小 赤血球 性 低 色 素性 筆 血 で ある と 
判断 出来 る 。 尚 赤血球 の 平均 直径 は 男女 共に 7.45x で あ 
る 。 
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5.5 60 70 80 90 
第 6 図 Price-Jones 氏 曲 線 
総括 並び に 考 接 


昭和 29 年 度 に お いて , 貝 卵 検査 を 行 つ た 後に 遇 虫 及び 
釣 虫 保有 者 に つい て は 一 部 希望 者 の & み に 駆虫 を 行 つ た 
が , 集団 的 に 駆虫 を 実施 する 機会 を 得 凡 ま ゝ に 終っ た 。 

830 年 度 の 検便 に 際 し て は 浮 洲 法 に よる 検査 を 行ない , 
その 成績 は 前 述 の 如く , , 多 に いて は 29 年 度 に 
比 し 生 少 い 値 を 示し て いる が と の 差 は 有意 で は な い 。 然 
し 検査 の 方 法 が 異 つ て いる 為 両 者 の 差 を 同列 に 見 仔 す 事 
は 妥当 で な く , 何れ に も せ ょ 830 年 度 は 29 年 度 に 比較 し て 
寄生 率 は 減少 し て いる の で は な いか と 思わ れる 。 

次 に 以上 の 調査 の 対象 と な つた 人 «< の 中 , 釣 虫 卵 陽性 
者 即ち 多 虫 キヤ ャ リヤ ー の 問題 に つい て 考察 を 加え て た 
い 。 

即ち 何等 か の 旋 訴 を 有 し , その 訴え に 基 い て 医師 が 検 
査 を 行い , その 結果 中 に 釣 虫 を 検出 し た 
々 は 之 を 多 虫 症 と 呼ん で いる 。 然 ちら ば 所 調 釣 虫 キ ヤリ ヤ 
ー と 釣 虫 症 と の 相違 は 何処 に と あぁ る か と 言う 問題 で ある 
が , 之 に つい て は 未だ 禄 然 た る 区 別 は 存 し な い 。 病 し て 
示 , 之 を 臨床 的 に 或 は 病理 学 的 に 明確 に 区 別 す る 事 も 赤 
困難 で あろ 5 う 。 

一 般 に は 集団 検便 等 で 多 虫 卵 が 陽性 で あつ た 場合 に , 
別段 大 し た 制約 を 設け る 事 な く 之 を 釣 虫 キヤ リヤ ー と 呼 
び 慣 わし て いる も の の 如く で あり , 私 も 赤 以 上 の 調査 に 
し て は , 殆ど 症状 を 自覚 し な い 自ら は 感染 の 事 
実 を 識 ら ず , 偶々 検便 の 結果 釣 虫 卵 を 発見 し た 人 々 を 鋼 
虫 キ ャ リヤ ー と し て 取扱 つた 。 古 し て と の 調査 の 結果 に 
ょ つて も , キヤ リヤ ー と 者 と の 間 に は 根本 
的 な 相違 が 存する わけ で は な いと 考え られ る 。 然し 両者 
の 呼称 を 区 別 す る 事 は 。 釣 虫 感染 者 が 如何 な る 状況 の 下 
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で 発見 され た か を 明らか に する こと と と な り , 予防 医学 的 
見 地 よ り 重 要 な 意味 を も つも の で ある と 考え る 。 

鬼 て 釣 虫 キヤ リヤ ー の 年 令 構 成 に つい て は , 大 阪 医大 
内 科 に お ける 成績 (中 村 他 , 1955) で は 若年 者 の 方 が 高 
率 に な つて いる が , 今回 の 調査 で は 年 令 と つい て 特別 な 
差異 は 認め らち られ な か つた 。 

キヤ リヤ ー の 症状 に つい て 諸家 の 報告 を 見 る と , 相当 
広範 囲 と 自覚 的 他 覚 的 症状 が 認め られ て いる が , 本 調査 
で も 何等 か の 症状 を 有する 者 は 案外 に 多 か つ た 。 然し 巡 
は 個人 々 々 に つい て 詳細 に 診察 し た 結果 で あつ て , その 
程度 は 比較 的 軽い 者 が 多く , 少し 症状 が 強い と 思わ れる 
者 で も , 日 常 生活 に 支障 を 来 す 程 の も の で は な いと 思わ 
れる 。 

その 症状 の 個々 た に つい て みる と , 何れ も 外来 或 い は 入 
院 患者 で 釣 虫 症 と し て 扱わ れ て いる 患者 の 症状 と 一 致し 
て お り , 循 械 器 系 , 消化 器 系 , 神経 系 の 何れ の 症状 ぁ 認 
め ら れ , 従 つ て 臨床 症状 か ら 言 えば 釣 虫 症 と 釣 虫 キヤ リ 
ヤー の 相違 は 単に その 程度 の 問題 で ある と の 印象 を 受 
ける 。 

多 虫 症 に お いて 血液 の 変化 は 重要 な 所 見 で あり , その 
中 で も 特に 委 血 は 著 明 で あぁ つて, 種々 の 随伴 症状 を 起す 
原因 と も な つて いる 。 私 の 得 た 血液 所 見 を 釣 虫 症 の それ 
と 比較 し て みる と , 赤血球 300 万 以下 582 (岩田 , 1954) 
54.62 (北山 , 1951) 等 に 比較 し て 減少 の 程度 は 軽度 で 
あり , 血色 素 量 70 下 702% (岩田 ) , 84.82% 北山). 
に 比 し 19.0% と いう 今回 の 結果 は 正常 より も 低い が 矢 張 
り 程度 は 軽い 。 P-J 曲線 は その 頂点 が 岩田 に と お いて は 
7.0g 附近 に , 北山 は 7.2g 附近 に ある が , 私 の 成績 で 
は て .54u に 頂点 が あり , 直径 平均 は て .45 で あつ て 之 も 左 
方 移動 の 程度 は 生 少 い 。 

白血球 数 は 釣 虫 症 で は 一 般 に 正常 値 で て あつ て , 急性 症 
に 於 て は 増加 を , 慢性 症 に あつ て は 減少 を 認め る 事 が あ 
り , 和 洗 血 が 高度 の 者 に は 白血球 の 減少 と 芸 に 好 酸 球 の 欠 
如 を 伴 な うこ と が ある と 言わ れ て いる 。 今回 の キヤ リヤ 
ー の 調査 で は 白血球 数 は 軽度 の 減少 を 来たし て お り , 百 
血球 数 8,500 以上 の 増 多 は 一 名 も な か つた 。 従 つ て 此 
の 場合 の 白血球 数 は 慢性 釣 虫 症 の 様相 を 呈 す と 考え ら 
れる 。 

叉 好 酸 球 の 増 多 に つい て は , 一 般 に 診断 の 重要 な 手 措 
り と な る 程 広 く 認 め ら れ た 事実 で ある が , 症状 が 重 筐 と 
な り が 侵さ れ て くれ 反 つて 減少 する 事 が 認め 
られ て いる 。 私 の 調査 で は 好 酸 球 32. 以下 の 者 は , わ ず 
か に 2.0% で あり , 平均 9.46 で 明らか に 増 多 を 示し て 


\ 
\ 
\ 
: 
+ 
4 
3 
* 


114 


[寄生 学 雑誌 ・ 第 7 ・ 第 2 号 


居り 。 キ ヤリ ヤー の 場合 も 好 酸 球 の 増 多 は 診断 上 重要 な 
所 見 で ある 。 

好 中 球 の 核 数 は 報告 者 に ょ よ つ て その 成績 は まち まち で 
ある 。 或 は 左 方 移動 あり と 言い , 或 は 右 方 移動 あり と 述 
べら れ て いる 。 本 調査 で は 幼 若 型 の 出現 , 樽 状 核 細胞 の 
増加 等 も 幾 分 認め られ 左 方 移動 の 傾向 も ある 様 で は ある 
が 核 数 の 平均 と し て は 2.04 で あつ て 右 方 推移 と 判断 され 

リン パ 球 , 単 に つい て は 神徳 外 (1955) 或いは 河 
西 (1982) 等 の 報告 に よれ ば 前 者 は 増 多 , 後者 は 減少 の 
傾向 が み ら れ て いる 。 小宮 ( 悦 ) (1954) に よれ ば , リ 
ン ペ 球 の 正常 値 は 25~45% で 平均 88.0%, 単 核 球 は 平均 
5.6%% で ある と 言わ れ て いる が , 然 り と すれ ば リン ペペ 珠 
84.42 26, 単 核 球 4.389% と 言う 値 は , 両者 共に 生理 的 動 
囲 ら 生 く , 増 多 症 は 否定 出来 る 。 

寄生 虫 疾患 に お いて , 好 酸 球 は 筆 血 が 高度 に な る に 従 
い 減 少 す る と 言わ れ (河西 , 1932), 又 好 酸 球 と リン パ 
球 と の 間 に は 軽度 の 逆 相 関 が あ る と の 報告 も ある が ( 河 
西 , 1982) , 前 述 の 如く 今回 の 調査 で は 特別 な 関係 を 見 
出し 得 な か つた 。 又 単 核 球 や 症状 等 と の 内 に も 関係 は 認 
め 得 な か つた 。 

結 語 

近 時 寄生 虫 疾患 は 全国 的 に 減少 の 傾向 を 示し て いる も 
の > 如く で ある が , 洪 し て 楽観 視 す る 事 は 出来 ず , 今回 
の 調査 で も 寄生 率 は 低い と は 云え な い 。 和 殊 に 寄生 虫 症 と 
し て 治療 を 受け て いる 者 以外 に , 本 人 の 自覚 し な い キ ヤ 
リ ヤー が 相当 数 存在 する も の と 考え られ る 。 西 し て 釣 虫 
症 の 場合 は , 遇 虫 症 と 異 り , 虫 卵 の 検出 が 比較 的 困難 な 
理由 も あつ て 特に この 事 が 大 き な 問 題 と な つて 来る 。 と 
の 釣 虫 キヤ ャ ヤリ ヤー に つい て の 確定 的 な 定義 は 未だ 確認 さ 
れ て いな いか , 私 は 此処 で 日 常 病 的 自覚 を 任 わ な いで 偶 
< 集団 検便 等 の 機会 に 発見 され た 多 虫 卵 保 有 者 を 釣 虫 キ 
ヤリ ヤマ ー と 呼ん だ 。 

病 し て 本 調査 に と 於 て は 前 報 に 引続き 釣 虫 キヤ リヤ ー を 
その 弟 状 及び 血液 所 見 より 観察 検討 を 加え た 。 

る の 結果 精細 に 調査 すれ ば キヤ リヤ ー の 多く は 自覚 的 
に を る 他 覚 的 に も 矢 張 り 病 的 状態 に ある と 言い 得 べ く , 所 
講 鍋 虫 症 と 診断 され た 患者 に 比 し て その 程度 が 軽い と 去 
う に 過ぎ な い 。 の キヤ リヤ ー は 多 卵 を 排 し 
新 ら し い 感 染 源 と な り 得 る 点 に お いて , 細菌 性 疾患 に お 
ける 菌 保有 者 と 同様 , 充分 治療 の 対象 と し て 重要 性 の あ 
る も の と 考え られ る 。 

稿 を 終る に 際 し 御 指導 御 校 関 を 賜わり まし た 恩師 大 阪 
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医大 内 科 岩 田 教授 , 本 調査 に 御 便 筐 を 御 与 え 下 さ つ な た 日 
之 沢 鉱業 所 医院 前 院長 中 森 義 郎 生 , 現 院 長 三好 
久 造 先生 , 並び に 調査 に 御 協 力 戴 きま し た 大 阪 医大 内 科 - 
, 両 学 兄 より 感謝 を 捧げ ます 。 

本 論 六 の 要 引 は 第 25 回 日 本 寄生 貝 学会 総会 及び 大 阪 医 - 
科大 学 第 14 回 医学 会 総会 に ぉ いて 発表 し た 。 
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Summary 


The author made examinations of feces over- 
the emyloyers of Minenosawa Mine in Shizuoka. 
Prefecture, by means of the floatation method. 

Results obtained weve as follows : 

Numbers of examined person : 629. 

Parasite eggs carriers: 73.6 %. 

(hook-kworm carriers : 20.5 %.} 

Most of those carriers above mentioned developed! 
the symptoms consciously or unconsciously. (sub- 
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jectively or ‘objectively). 

But comparing with hookworm patients their 
“symptoms were shight. 

As the results of blood test, decrease of erythro- 
cytes, leucocytes, Hb, and hypochromatic anaemia 
wereobserved. 
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Obviously, eosinophylic leucocytes is increasing, 
neutrophylic leucocytes is decreasing, and their 
nuclei are increasing. 

"The diameter of erythrocytes were shorter than 
the normal cell, and the left remove of P-J curve 
were also observed. 
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泉 武 


東洋 者 様 線 虫 の 人 存 虫 に み ら れ た サー レス 現象 
な ら び に 凝 塊 反 応 に つい て 


[寄生 学 雑誌 ・ 第 7 ・ 2 号 


新潟 大 学 医学 部 医 動物 学 教 客 (主任 大 究 正 満 教授 ) 


さき に 伊藤 ・ 稲 泉 (1956) は 東洋 毛 様 線 虫 Trchost- 
ongylus onientalis Jimbo 1914 (以下 東毛 と 称 の 
染 仔 虫 に る サー レス 現象 が み ら れ , その 際 時 と し て 被 靖 
上 に 形成 され た 沈降 物 を 中 心 と し て 仔 虫 が 凝 塊状 に な る 
と と を 報告 し た 。 今回 は これ ら 免疫 現象 の 特異 性 , 出 
現時 期 , 持続 期間 , 感染 濃度 と の 関係 な ど に つい て 若干 
の 知見 を 得 た の で , と こと に 報告 し 諸 寮 の 批判 に 供し た 
い 。 
実験 材料 お よび 方 法 

血清 新潟 大 学 附属 病院 内 科 外 来 患者 200 名 , 東毛 卵 
陽性 の 新潟 県 三条 市 井 栗 部 落 住民 87 名 お よび 東毛 の 感染 
実験 を 行 つ た 8 人 か ら 静 脈 採血 に と ょ り 得 られ た も の で , 
いずれ も 働 性 の ま ゝ 用 いた 。 

仔 虫 東毛 卵 の 多い 寄生 者 の を の 
問 内 で 10~20 日 間 瓦 培養 し , 更に Baermann 装置 を 用 
いて 雑 物 を 除き , 出来 る だ け 元 気 の よ い 仔 虫 を 洲 出 させ 
スピ ッッ グラ ス に と つた 。 次 で それ を 放置 し , 上 清 を 捨 
て て 1 万 億 の マー ゾ = ン 液 を 加え て 80 分 間 減 菌 , 更に 減 
菌 水 で 2 回 遠心 洗 浴 し , 1 滴 中 に 仔 虫 が 10~20 隻 含ま れ 
る ょ う 調 製 し た 。 

実験 方 法 乾燥 と 恐らく 酸素 欠乏 に よる と 思わ れる 仔 
虫 の 死滅 を 防ぐ た め に , 前 回 と 異 り 次 の 方 法 を 用 いた 。 
即ち , 三 す シャ ー レ の 底 に 水 を 温 し た 濾紙 を 敷き , と の 
中 に 乾 熱 滅菌 し た 時 計 皿 に 被 検 血 清 5 滴 と 前 記 仔 虫 浮 洲 
液 1 滴 と を 加え た も の を 入れ て 著 を し , 各 季 節 を 通じ 宣 
温 に 放置 し , 24 時 間 お よび 48 時 間 後 に 時 計 皿 の ま ゝ 顕微 
鏡 下 で 観察 し た 。 な ほほ 詳細 な 観察 は 時 計 皿 の 仔 虫 を ホー 
ルル グラス に 移し 。 水 炎 固定 し た 後に 行っ つた 。 


TAKEO INAIZUMI, JUNICHI ITO & SATOSHI 
AIDA: The circumlarval precipitation (Sarles’ 
phenomenon) with the agglomeration of Trichos- 
trongylus orientalis (Department of Medical Zoology, 
School of Medicine, Niigata University) 


(昭和 32 年 8 月 15 日 受領 ) 


実験 成績 

東毛 の サー レス な ら び に 塊 応 

東毛 の サー レス 現象 は 既報 の 感染 仔 虫 だ け で な く , 同 
時 に 供 試し た 直後 の 第 1 期 虫 お よび 実験 の 腸 
管 か ら と り 出 し た 幼 若 成虫 に も 認め られ た 。 東 毛 の 感染 
仔 虫 は の それ と 異な り 血 清 中 で は 脱 し に くく , 
降 物 は 口 , 排 港口 お ょ び 肛 門 の 部 位 に 一 致し た 被 靖 上 に 
形成 され た 。 (附図 参照 )。 沈降 物 は 遂 明 硝子 様 , 屈 光 性 
で , 時 に こと の 沈降 物 を 中 心 と し て それ 自体 また は 他 の 虫 
体 の 一 部 が 療 着 し 輪状 (第 2 図 ) も し く は 塊状 (第 8 , 
4 図 ) と な る 。 (こと の 現象 を 著者 ら は 東洋 毛 様 線 虫 仔 虫 
の 凝 塊 反 応 Agglomeration と 呼ん で いる , 既報 )。 

サー レス な ら に 塊 反 応 の 特異 性 

新潟 大 学 附属 病院 内 科 外 来 患 者 血清 に つい て 両 免疫 反 
応 の 特異 性 を 調べ た 成績 を 第 1 表 に 示し た 。 各 映 虫 卵 陽 
性 者 は MGL 法 に ょ より そ れ ぞ れ の 貝 卵 を 単独 に 証明 し た 
も の で ある 。 サ ー レ ス 現 祭 は 東毛 卵 陽性 に は 60.1% の 高 


第 1 表 内 科 外 来 患者 血清 の 東洋 毛 様 線 虫 感染 仔 
虫 に 対す る サー レス 現象 洋 よ び 凝 塊 反 応 


東毛 に 対す る 
被 検 反応 陽性 者 数 
検便 成績 
え 現象 反応 
11 0 0 
東 毛 52 9 
5 0 0 
性 123 0 0 


計 200 52. .26,0 


備考 検便 は ホル マリ ン ・ ェ エー テル 法 (MGL 法 ) 
に よる 。 各 映 虫 卵 陽 性 者 は それ ぞ れ の 貝 卵 
を 単独 に 証明 し た も ゃ の で ある 。 
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昭和 33 年 4 月 


率 に 現われ た が , 虫 卵 陰 性 者 お よび 他 種 虫 卵 陽性 者 に も 下 し て 前 記 と 同様 の 観察 を 行い , 力 価 に つい て の 予備 試 
11.82 か ら 27.2% の 率 に 認め られ た 。 凝 塊 反 応 は 本 虫 卵 験 を 実施 し て た 。 第 1 例 の 感染 後 28 日 目 の 血 清 は , 
お よび サー レス 現象 共に 陽性 の 82 名 中 9 名 に み ら れ た 。 サー レス 現象 82 倍 まで 陽性 , 北 塊 反応 は 全て 陰性 。 第 る 


8. 両 免疫 現象 の 出現 時 期 お よび 持続 期間 例 の 感染 後 37 日 目 の 血 清 は , サー レス 現象 82 倍 まで 陽性 , 
人 体感 染 実験 を 試み た と と ろ , 次 の よう な 成績 が 得 ら ちら 凝 塊 反応 は 1 倍 陽 性 , 2 倍 以 上 陰性 。 第 8 例 は 第 2 表 
れ た 。 の よう な 成績 を 得 た 。 即ち サー レス 現象 は 感 15 


第 1 例 88 歳 の 男子 。 経 皮 感 染 ( 仔 虫 約 2,800 令 を 有 目 に 16 倍 陽性 , 20 日 月 に 64 倍 の 最高 値 を 示し , 以後 次 第 
する 浮 溢 液 を 前 腕 掌 側 部 の 皮膚 上 に 滴下 )。 サー レス 現 に 低下 し , 45 日 目 に 4 倍 陽 性 , 50 日 目 に 陰性 と な つた 。 
祭 は 感染 後 7 日 目 に 陽 転 し 28 日 目 ま で みみ られ, 以後 84 日 凝 塊 反 応 は 感染 後 15 日 目 に 1 倍 陽性 , 20 日 目 に 8 倍 の 最 
目 ま で 追求 し た が 陰性 。 凝 塊 反 応 は み ら れ な か つた 。 本 高値 を 示し , 以後 40 日 目 ま で 2 倍 陽 性 を 持続 し , 45 日 目 


例 の 尿 便 内 東毛 卵 は 感染 後 24 日 目 に 培養 で 証明 し た 。 に 陰性 と な っ た 。 

第 2 例 26 歳 の 男子 。 経 皮 感 染 仔 ( 虫 約 4,300 隻 , 同 5. 感染 濃度 と サー レス 現象 お よび 凝 塊 反 応 と の 関係 
上 ) 。 サ ー レ ス 現 祭 は 81 日 目 か ら 85 日 目 ま で み ら れ , 90 飽和 食塩 水 浮 攻 法 と 瓦 培養 法 と を 実施 し て 東毛 卵 の 
日 目 か ら 陰 転 , 以後 120 日 目 ま で 追求 した が 陰性 。 凝 塊 
反応 は 87 日 目 か ら 85 日 目 ま で 認め られ , 以後 120 日 目 ま 
で 追求 し た が 陰性 で あつ た 。 本 例 の 内 東毛 感染 
後 40 日 目 に 培養 で 証明 し た 。 東毛 仔 虫 に 対す る 反応 陽性 者 数 

第 例 歳 の 男子 。 経口 感染 ( 仔 約 800 令 を 有 す 
る 浮 液 を )。 サー レス 現象 な ら び に 反 応 は 15 え 現 象 反応 
日 目 に と と も に 陽 転 し , 凝 塊 反 応 は 45 日 目 に 陰 転 。 サ ー レ 60~ 99 35 8 22.8 3 8.5 
ス 現 人 象 は 50 日 目 に 陰 転 。 以 後 60 日 目 ま で 追求 し た が ,。 い 100~499 26 の 要 7.6 
ずれ る 陰性 で あつ た 。 本 例 の 選 便 内 東毛 卵 は 感染 後 84 日 500~999 16 | 6.2 
目 に 培養 で 証明 し た 。 1000 一 以上 10 4 40.0 1 10.0 

4. 免疫 血清 の 倍数 稀釈 に よる 力 価 の 検査 計 87 A 7 8,0 . 

人 体感 染 実 験 の 免疫 血清 を 時 計 内 で 生理 的 食塩 水 を で 


加え て 1,024 倍 ま で 稀釈 し , それ ぞ れ に 仔 虫 浮 洲 液 を 滴 


第 2 表 人 体 感染 実験 (第 例 ) に け る 試験 
(S: サー レス 現象 A: 凝 塊 反 応 ) 


25 日 30 日 35 日 40 日 


20 


15 日 


5 日 10 日 


倍数 


、 
* 
: 
(2 ) 
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陽性 の 新潟 県 三条 市 井 栗 部 落 住民 87 名 に つい て 更に 
Stoll 法 に よる 検便 を 行い , 虫 卵 届 度 別に 整理 し て , サー 
レス 現象 お よび 疾 塊 反応 と の 関係 を 調べ た も の が 第 8 表 
で ある 。 即ち , E.P.G. と サー レス 現象 お よび 凝 塊 反 応 
と の 間 に は 明か な 関係 は 認め られ な か つた 。 

者 接 

東毛 の 虫 お よび 若 成 に ら れ た 沈降 物 形 成 現 
は , Sarles (1988) が Ni 光 postrongylus muris に つい て , 
また その 人 後 多 く の 研 究 者 に より 数 種 の 線 虫 類 , 更に 吸虫 
類 お よび 条 貝 類 と も 認め られ た 免疫 現象 と 本 質 的 に 同じ 
も の と 思わ れる 。 著 者 らち の 場合 特に 強調 し た い の は , 感 
の 口 。 排 港口 お よび 肛門 の 部 位 一 致し た 
に 沈降 物 が み ら れ る と と と , 時 と し て その 演 降 物 を 中 心 
と し て 散 塊 反応 が み ら れ る こと と で ある 。 特 に 散 塊 反応 に 
つい て は , と れ と 現 人 象 的 に 類似 する 反応 と し て Liu と 
Bang (1950) お よび Stirewalt と Evans (1955) が 
Schistosoma mansoni の セル カリ ア に 認め た CHR 現 
に 求め る こと が 出来 る 。 し か し 人 後者 の 場合 免疫 血清 を 
倍数 稀釈 する と, の 低い と ころ で C HR , 高い 
と こと ろ で 凝集 反応 Agglutination が お こる と し て いる こと 
と , セル カリ ア 自 身 は や が て 解離 Dissociation し て し 
まう こと と , その 反応 が 感染 後 6 ~12 月 持続 する こと な ど 
の 点 で 東毛 の 凝 塊 反 応 と か な り 相 違 し て いる 。 次 に 両 反 
応 の 特異 性 を 調べ た 成績 と よる と , サー レス 現象 は 本 貝 
卵 陽性 者 に 一 応 高 率 に 現われ て いる が , 他 の 虫 卵 上 陽性 者 
お ょ び 陰 性 者 に も み ら れ , 特異 性 に 逐 し いよ う で ある 。 
し か し 妖 塊 反応 に つい て は , まだ 例 数 が 充分 で は な い が 
現在 まで の と と ろ , 本 貝 卵 陽性 者 の み に み られ て いる の 
で , 東毛 に 対し か な り の 特異 性 を 期待 し て よい も の と 考 
えら れる 。 本 感染 仔 虫 の 経 皮 或 は 経口 の 人 体 実験 3 例 で 
は , 供 試 し て か ら サ ー レ ス 現 象 の 出現 する まで の 時 期 は 
早い も の で 7 日 。 お を いも の で 31 日 , 持続 期間 は 凡そ 1 
~ 2 月 で あり , 感染 初期 に 一 過 性 に み ら れ た 。 ま た 凝 塊 
反応 は サー レス 現 祭 と 同時 か 或 は 遅れ て 出現 し , サー レ 
ス 現 祭 よ り も 早期 或 は 同時 に 消失 する よう で ある 。 第 8 
例 の 免疫 血清 の 力 価 と につい て 簡単 な 試験 を 行 つ た と と ろ 
サー レス 現 祭 は 感染 後 の 経過 に つれ 一 つの 山 を え が き , 
凝 塊 反 応 は を それ より も 更に 低い 山 で 消長 し た 点 興 味 が あ 
り , 今後 更に 追 す る つも り で ある 。 感 染 濃 度 と サー レ 
ス 現 人 象 な ら び に 凝 塊 反 応 の 出現 率 と の 間 に は 明らか な 関 
係 が み ら れ な か つた が , 例 数 が 不 充 分 で ある の で 更に 今 
後 の 調 査 に ま ち た い 。 
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結 論 

東洋 毛 様 線 虫 の サー レス 現象 な ら び に 凝 塊 反 応 に つい 
て 種々 検討 し て , 次 の 知見 を 得 た 。 

(1) 東毛 の 第 1 期 な いし 感染 お よび 若 成虫 に 
サー レス を 認め , また 本 現 つて 塊 反 応 の 出 
現す る こと と を 再 確認 し た 。 

(て 2) サー レス 現象 は 本 虫 卵 陽 性 者 以外 に も か な り 出 
現し た が , 疾 塊 反応 に は 特異 性 が 期待 され た 。 

(38) 経 皮 或 は 経口 の 人 体 実験 と よれ ば , と これら の 反 
応 は 感染 後 1 月 以内 に 現われ , その 後 1~ 2 月 間 持 続 し 
て 消え る 感染 早期 の 一 過 性 の 反応 と 考え られ る 。 

(4 う また 人 体 実験 の 免疫 血清 の 力 価 を 倍数 稀 閑 法 で 
調べ た と と ころ, サー レス 現象 は 感染 後 の 経過 に つれ 一 つ 
の 山 を え が き , 疾 塊 反応 は 更に を それ より も 低い 山 で 消長 
し た 。 

(5) 感染 濃度 と これ ら の 反応 と の 聞 に は 明か な 関係 
は み ら れ な か つた 。 

する に 当り , 御 指導 を 賜 わ つ っ た 大 満 教 授 な ら 
びに 御 力 を 頂い た 教 の 譲 氏 に 深 な る を 表 
する 。 
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Summary 


Observations made in the present experiment 
confirmed and extended the results of the previous 
report showing that the circumlarval precipitation 
with the agglomeration was found in the human 
trichostrongylosis serum. 

1) The circumlarval precipitation and the ag- 
glomeration were not observed only on second-stage 
larvae but also first-stage larvae and immature of 


Trichostronglus ortentalis. 

2) The circumlarval precipitation without the 
agglomeration sometimes appeared in the human 
serum from the normal sample that was negative 
by the examination of Trichostrongylus orientalis ova, 
but the precipitation with the agglomeration was 
observed only in the human trichostrongylosis se- 
rum. Therefore the agglomeration appeared to be 
the fairly specific reaction for this worm carrier. 

3) Results of the experimental infection with 
larvae of Trichostrongylus ortentalis in three human 
cases revealed that the circumlarval precipitation 
was positive between 7 to 5 days after infection, 
on the other hand, the agglomeration was shorter 
than the circumlarval precipitation at the positive 
period. 


附図 の 説明 


第 1 図 東洋 毛 様 線 虫 の 感染 仔 虫 の 排 洪 口 部 の 被 輔 上 


に 生じ た 沈降 物 


第 2 図 被 輔 日 部 と 尾部 に 生じ た 沈降 物 が 互 に 准 着 し 


虫 体 が 輪 捧 と な る 。 
第 3 図 3 隻 が る 。 
第 4 図 5 隻 が 北 塊 状 と な る 。 
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ナイ トロ の 発 育 に 及ば す 影 に つい て 


門 多 


大 阪 大 学 微生物 病 研究 所 寄生 虫 原虫 学部 (部 長 森下 藻 教 授 ) 
(昭和 32 年 7 月 8 日 ) 


言 
Nitrogen mustard の 作用 機 序 は 盛 な 腫 の 核 
分 裂 陽 止 に ある と され , 文 線 に 類似 する 作用 が 認め られ 
て いる 。 既 に Nitrogen mustard と 放射 線 の 細胞 核分裂 
に 及ぼ なす 作 用 の 比較 研究 報告 は 少く な い が , 上 銅 虫 卵 発育 
に 及ぼ ほす 影響 に つい て の 知見 は 未だ み ら れ な い 。 私 は 先 
に 放射 線 の 遇 虫 卵 発 育 に 及ぼ す 影 響 を 報告 し た が , 上 述 
の 性 状 に 第 みみ 両者 の 比較 を 試み ん と 企図 し 1949 年 石 館 ら 
に ょ り 創 製 さ れ た ナイ トロ ミン (Nitrogen mustard-N- 
Oxide) を 用 いて 以下 の 実験 を 行 つ た 。 
実験 材料 及び 方 法 

虫 卵 材料 : 生鮮 豚 岬 虫 の 子宮 末端 ( 約 1 cm) より 採取 
し た 受精 卵 を 毎回 4 5 隻 分 宛 充 分 混和 し , 予め 4 % ア 
ンチ フォ ルミ ン 液 中 に 約 80 分 浸し 蛋白 膜 除去 後 中 型 シ ャ 
ー レ に と り 常 水 約 20cc を 加え て 貝 卵 液 を 調製 する 。 試験 
区 分 は 摘出 直後 , 培養 8 , 5, 10, 15 日 目 の 5 区 と し 

試供 薬剤 の 添加 及び 漂 加 後 の 虫 卵 培養 : 前 記 各 区 の 貝 
卵 液 2 cc 宛 を 小型 シャ ー レ に と り , その 各個 と ナイ トロ 
ミン (吉富 製薬 製 ) 50mg アン プル 入試 料 を 常 水 に て 夫 
々 1, 20, 50mg を 含ま せる 様 に た 液 4 cc 漆 後 
28°~80°C の 器 中 で 培養 し た 。 20mg 含有 液 の 
は 別に 細胞 の 性 を 高 め る い ヒア ル ロ ニ ダーゼ 
(持田 製薬 製 ) 2,500 V.U.M. を 生理 的 食塩 水 1 cc に 稀 
し た も の を し て 培養 し た 。 経過 の 観察 は 培養 開 
始 後 8, 6, 10, 15, 80, 日 目 の 5 回 に 行っ つた 。 

発育 能 の 障害 及び 抑制 の 判定 : 既に 放射 線 の 場合 に 報 
告 し た と 同様 , 障害 の 判定 は 培養 30 日 目 に 於 ける 仔 虫 形 
成 陽 止 率 を 対 と 比較 し て その 差 の 有意 性 (危険 率 5 
26) を 検定 する こと に ょ つた 。 但し 培養 15 日 目 ( 仔 虫 包 
蔵 卵 ) の 場合 は , 細胞 の 変性 像 の 百分率 に よる も の と し 


KAI KADOTA: Influence of Nitromin upon the 
development of ascaris eggs. (Department of 
Parasitology, Research Institute for Microbial 
Diseases, Osaka University, Osaka) 


その 他 培 養 40 日 目 に 於 ける 仔 虫 の 運動 性 の 有無 を 参考 に 

し た 。 

の 発育 段階 は 単細胞 期 (M), 早期 実 期 (E), 
後期 期 , T) , 運動 仔 虫 期 CME) 
及び 変性 卵 CD) に 分 ち 百 分 率 並 に 発育 指数 (CI. V. 
D. ) を 求め て 観察 し た が , 発育 選 程 に 於 ける 抑制 は , 
I. V. D. の 他 に , 各 観 察 日 に 於 て は 放射 線 の 場合 に 
定め た 発育 指標 虫 卵 形 成 率 を 夫々 の 対 央 と 比較 し て 両者 
の 結果 を 総合 的 に 検討 し た 上 で 判定 する 方 法 に よ ょ つた 。 

実験 成績 

各 発 育 時 期 別 に 成績 を 綴 め る と 第 1 ~ 3 表 の 様 に な 
る 。 貝 卵 は 夫々 100 箇 に つい て 発育 状態 を 観察 し た 。 発 
育 能 の 障害 は 実験 方 法 に 記し た 規準 に 従 つ て 検定 し た 結 
果 , 虫 卵 の 各 発 育 時 期 に 於 て 何れ の 場合 に も 認め えな か 
つた 。 又 発育 過程 に 於 ける 抑制 も I. V. D. 及び 発育 
指標 虫 卵 形成 率 の 両者 を 検討 し た が 何れ の 場合 に も 明 上 
に 認め 難かっ つた 。 

者 接 

先 に 私 が 報告 し た 放射 線 照 射 時 の 虫 卵 培養 は 2.5% フ 
ォ ル マリ ン 水 を 用 いた が , 今回 は ナイ トミ ン 及 び フ ォ 
ル マ リ ン 水 の 相互 間 に 化 学 反 応 を 生ずる 場合 を 考慮 し , 
凡 て 常 水 を 用 いた 。 叉 ナイ トビ ミン 深 加 は 最初 行う の み 
と し , 培養 経過 中 に 於 ける 添加 液 の 更新 は 試み な か つた 。 
と れ は 放射 線 の 場合 と 於 て も 一 時 照 射 に 限定 し た の で , 
両者 を 比較 する 目的 に は 添加 液 不 換 を 適当 と 考え た か ら 
で ある 。 

実験 成績 と 記し た 様 に , 虫 卵 の 障害 は 培養 30 日 目 に 於 
ける 虫 形成 率 に より 判定 し た が , 何れ の ナイ 
ミン 漆 加 時 も 子宮 より 摘出 直後 の 単細胞 期 , 単細胞 期 用 
2 細胞 期 ( 培 養 8 日 目 ), 及 仔 虫 期 (培養 10 日 目 
仔 虫 期 (培養 15 日 目 〕 の 他 , 放射 線 昭 射 の 場合 常に 障害 
の 最高 を 示し た 早期 径 実 期 (培養 5 日 目 ) に 於 て も 障害 
を 認め えな か つた 。 問 仔 虫 期 虫 卵 で は 培養 40 日 目 に 於 け 
る 仔 虫 の 運動 性 有無 も 検 し た が 対照 と 比較 し て 殆ど 幡 を 
認め 難 か つ た 。 従 つて 虫 卵 は 各 発 育 時 期 別 と 凡 て 障害 は 
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第 3 表 培養 10 日 目 虫 卵 及 び 15 日 目 虫 卵 共 加 時 


卵 区 分 10 日 卵 


NMO の 1 mg 


20mg+ 
20mg HYD2,500 
V.U.M. 


20mg+HYD 
2,500V.U.M 


$5 15 90 


30 40 日 


B B 


396 396 396 392 


N 
Cc 
N 
N 
Cc 
N 
Cc 
N 
N 
Cc 
N 


397 397 39%6 394 


許 : B( 十 ) は 運動 性 ある ゃ の , 明 ( 一 は な いも の を 示す 。 


来 さ な か つた も の と 見 仔 さ れる 。 

次 に 発育 過程 を 観察 する に I エ I. V. D. は 各 発 育 時 期 
別に 対 周 と 比較 し て 差 は 殆ど 認め ず , 各 観 察 日 に 於 ける 
発育 指標 虫 卵 形成 率 も 一 二 を 除く 他 一 般 に 対照 と 有意 
の 差 を 示さ な か つた 。 上 述 の 差 を 示し た の は 摘出 直後 虫 
. ナイ トロ ミン 1 mg 及び 20mg 添加 の 場合 並 に 培養 
5 日 目 虫 卵 の ナイ トロ ミン 20mg 及び ヒア ル ロ ニ = ダーゼ 
:2,500 V.U.M. 添加 の 場合 の 何れ も 培養 10 日 目 の 発育 指 
: 標 虫 卵 形 成 素 (培養 10 日 目 で は 仔 虫 形成 率 と 定め て あ 
: る ) に つい て で ある 。 併 し 征 ら 上 記 の 三 例 は 何れ も 培養 
.10 日 目 に 限定 し て その 前 後 の 培 養 6,15 日 目 に 於 て は 対照 
と の 差 は な く 又 エ . V. D. の 差 も 僅 小 た と と ど ま つ て い 
る の で , 明 有 な 発育 抑制 を 受け た も の と は 見 租 し 難い 。 
即ち 今回 の 実験 に て て の 場合 ナイ ン の 貝 
発育 能 に 及ば ほす 影 響 は な か つた も の と 考え られ る 。 猫 ヒ 
アル ロニ = ダー ゼ は 既往 の 知見 と し て , . 組 織 中 の ヒア ル ロ 


ン 酸 塩 を 分 解 し 粘 桐 度 を 減少 させ る 組織 拡散 作用 が 認め 
られ て いる の で , その 添加 に ょ り ナ イト ロミ ン 効 果 の 増 
強 を 期待 し た が 今回 は 影響 を 高め た と は 見 館 し 得 な い 上 成 
示し た 。 

以上 の 如く 貝 卵 に 何ら 障害 乃至 抑制 を 認め な か つた 現 
祭 の 基 因 と し て は ナイ トミ ン の 濃度 不足 も 考え られ る 
が が 相当 高 濃 度 和 観察 し た の で , 先ず 本 剤 の 水溶 液 は 放置 
する と 速 か に 活性 が 低下 する 点 を 考慮 すべ き で あろ 3 う 。 
条件 に より 異 る が , 活性 を 一 定 に 保ち 保存 可能 と され て 
いる の は 中 1.0~ 0.5 理 的 食塩 液 て 少 
く と る も る 24 時 間 で あり , 従っ つて 今回 の 様 に 室温 実験 の 場合 
は て る れ よ り 更 に 短い と 推定 され る 。 併 し 古 ら 例え 活性 が 
急速 に 低下 し て も 迷 時 間 以 内 は 相当 有効 と 見 館 さ れる の 
で , 早期 又 実 期 (培養 5 日 目 〕 虫 卵 の 如く 細胞 分 裂 の 最 
も 此 盛 な 時 期 に 於 て 何ら 影響 を 与え な か つた 結果 より み 
れ ば , その 他 の 機 序 の 関与 が 考え られ る 。 諸家 の 論 に 
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従え ば 卵 Lipide 様 性 は 高い と 見 うる の で , 
卵 衣 の 遂 過 性 は 水深 性 の 大 きい 分 配 係 数 の 小さ いも の に 
対し て 低下 する 即ち 卵 性 状 に 基き 本 剤 が 卵 に 
和信 し 難い た め と 推測 され る 。 

結 語 

1. 豚 遇 虫 卵 を 各 発育 時 期 別 に と とり ナイ トロ ミン を 1 
mg, 20mg, 50mg 添 加 し た 常 水 (夫々 6 cec) に 培養 を 試 
みそ の 発育 に 及ぼ ばす 影響 を 観察 し た 。 

2. 虫 卵 の 発育 能 の 障害 を 仔 虫 形成 阻止 率 よ り 見 た が 
凡 て の 場合 に 於 て 障害 は 認め られ ず , 双発 育 能 の 抑制 も 
認め か つ た 。 

38. 上 記 現 人 象 の 基 因 と し て 先ず 本 剤 の 水溶 液 は 放置 す 
る と 速 か に 活性 が 低下 する 点 を 考慮 すべ き で ある が , そ 
の 他 Lipide 様 は 高い と 見 うる の で 本 
が 卵 毅 内 に 透 入 し 難い た め と 推測 され る 。 

終り に , 終始 御 指導 と 御 校 を 賜 つ た を 森下 授 
こ 深 謝 す る と 共に , 種々 御 助 言 を 戴 いた 伏見 純一 博士 に 
厚く 感謝 する 。 

本 論文 の 要旨 は 昭和 31 年 11 月 , 日 本 寄生 虫 学会 西 日 
本 支部 第 12 回 大 会 に 於 て 発表 し た 。 
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, 学 雑誌 , 25 (1~2) , 39. 一 5) (1950) : 
ヒア ル ロ ョ ロニ = ダーゼ と 了 臨床, 医学 書院 , 東 京 , 一 6) 門 多 
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上 1957) : 放射 線 の 生態 及ぼす 影響 に 
関す る 研究 , (1) 文 線 の 処 虫 生存 力 及 び 産 卵 能 並び 
に 子宮 内 卵 発 育た に 及ぼ す 影 響 た ついて, 寄生 虫 学 雑 
誌 , 5(3), 376 383, (2) 文 線 の 卵 発 育 に 及ぼ 
す 影 響 に ついて, 虫 学 雑誌 , 6 (4), 417 423, (3) 
Co-60 の 環 虫 卵 発育 に 及ぼ す 影響 に つい て (その 1) 
寄生 学 雑誌 , 6 (4), 424431, (4) Co-60 の 
卵 発育 に 及ぼ す 影 響 に つい て (その 2), 寄生 虫 学 雑 
誌 , 6(5), 518-525. 


Summary 


It is generally well known that Nitrogen mustard 
is a substance which, similarly to X-ray, exhibits 
activity of inhibiting nuclear division of the tumor 
cells, In this connection, it might be interesting 
to attempt an experimental observation on its: 
influence upon tne developmental ability of ascaris: 
eggs and to compare the results with those obtained 
by X-ray irradiation as previously reported. 

Nitromin, a commercial product of Nitrogen mu- 
stard-N-oxide, was applied for this purpose, prepa- 
ring solutions containing its 1 mg, 20 mg, and 50 
mg in each 6 cc water respectively, in which the 
eggs of different stages were immersed and kept at 
28°~~30°C for the duration from 3 to 30 days. The 
eggs were then examined for their development 
or morphological change. The results, however, 
were all negative, namely, neither inhibitory action 


‘upon nor depressive phenomenon in the develop- 


ment of the eggs were observed in any case. 

These results may have been caused by the fact 
that the activity of Nitromin may be lowered after 
24 hours, and on the other hand, owing to its 
insolubility in egg shell substance, it can not pen- 
etrate through the latter. Therefore, there is no 
evidence whether or not Nitromin can act on the 
egg cells when it comes contact with the latter, 
although it seems to be very probable. 


| 
29 


7 yichomonas hominzs の 無菌 培養 に ける 


[寄生 貝 学 雑誌 ・ 第 7 巻 ・ 第 2 号 


Carbamisin 及び Escherichia colz の 影響 


慶応 義塾 大 学 医学 部 寄生 虫 学 教 鹿 (主任 松林 久吉 教授 ) 


言 

chomonas hommis に 対し て 薬物 並び に 細菌 が 如何 
な る 影響 を 及ぼ すか に つい て は , 現在 まで に 数 多く の 実 
験 的 報告 が な され て いる 。 即ち 森岡 (1988) は ェ エメ チン , 
ヤ ト レン , ネオ ネオ アー セミ ン , スチ プチ ナチ ナール , パン セ 
プチ ン , マー キュ ロク ロー ム , メチ レン プラ ワウ, 硫酸 マ 
グ ネ シウム , 昇 来 , クレ ゾー 石鹸 液 , ホル マリ ン , 石 
炭酸 アル カリ 性 菌 , 状 球菌 , 溶血 性 
連鎖 状 球 菌 , 腸 球 菌 , 酵母 菌 , 緑 臓 菌 に と について, 石野 

(194 は カラ ダイ ワウ の 浸出 剤 に つい て (1950) 
は 各種 食塩 濃度 , 並び に 大腸菌 及び 赤痢 菌 に つい て 報告 
を 行 つ て いる 。 

之 等 の 研究 は 何れ も 細菌 を 混入 し て いる 培養 Tricho- 
monas を 用 いて 行わ れん た も の で あり , と の よう な 細菌 
の 存在 が , 実験 成績 の 現われ 方 に 大 き な 影 響 を 与え る も 
の で ある と と は 当然 想像 され る 所 で ある 。 

最近 DeCarneri (1956) は 無菌 の Trchomonas homi- 
ms の 培養 を 得 て , それ を 用 いて 大 腸 菌 の 影響 を 検査 し , 
叉 我々 の 教室 で も 森口 1957) が . ominis の 無菌 培 
養 を 確立 し , それ を 用 いて 大 腸 菌 , 連鎖 状 球菌 , 御 荷 状 
球菌 の 影響 を 研究 し た 。 

私 は 森口 の 確立 し た 無菌 培養 の 株 を 用 いて , 本 原虫 の 
治療 薬 で ある Carbamisin の 作用 効果 を 検 し , 又 大 腸 菌 
が 本 原虫 の 増殖 に 及ば す 影 響 を 検討 し た 。 

材料 及び 方 法 

hommis は チ ス ティ ン ・ プ ブイ ヨン 血清 培地 に 無菌 
的 に 継 代 培 養 きれ て きた も の を 用 いた 。・ 種々 の 濃度 の 
-Carbamisin が hominis の 発育 に 及ぼ さす 影響 を 


KAN OMURA ;: On the effect of carbarsone and 
Escherichia coli upon the bacteria-free cultivation 
of Trichomonas hominis. (Department of Parasito- 
logy, School of Medicine. Keio University, Tokyo) 


(昭和 32 年 9 月 4 日 受領 ) 


(30 ) 


する た め 培 地 に Carbamisin を per cc 1.0mg, 0.4mg, 
0.2mg, 及び 0.1mg 含有 する 4 段階 に 就 い て 比較 し レ 
た 。 各 試験 管 に 同数 の 虫 体 を 接種 し , 上 記 各 濃度 に な る 
ょ うに Carbamisin を 加え , 24 時 間 ご と に 各 試 験 管内 を 
充分 に 拉 拝 し て , Thoma 氏 血 球 計算 板 に て 虫 体 を 算定 
し た 。 虫 体 の 算定 に 共 し , 各 時 間 ご と に 8 本 の 試験 管 で , 
それ ぞ れ 2 回 宛 計算 し その 平均 値 を 以 て 虫 価 数 と し た 。 

携 拝 に と ょ り 培 地 の 性 状 は 変化 し , その 後 の 虫 体 の 増殖 が 
強い 影響 を 蒙 る こと が 考え られ る の で , 一 度 携 拝 し た 培 
地 は 破棄 し レ , 各 時 間 ご と に 常に 新しい 培地 の も の で 計算 
し た 。Carbamisin は 加熱 滅菌 が 不可 能 な の で , per cc 
スト レプ トマ イシ ン (8. M. ) 2mg, マ = シ リン (Po) 
2000u. を 加え た 。 

大 腸 菌 は Kauffmann の 標準 株 0: か ら Ozs まで の 
25 株 で , 半 流 動 寒天 培地 に 保存 され た も の を 使用 に 際 し , 
普通 寒天 培地 に 24 時 間 培 養 し た も の を 用 いた 。 各 試験 管 
に 同数 の 虫 体 を 接種 し 大 腸 菌 を 一 白金 耳 宛 加え 24 時 間 ご 
と に 観察 し た 。 貝 体 の 算定 方 法 は Carbamisin の 場合 と 
同様 で ある 。 本 実験 に 使用 し た 接種 虫 体 は 継 代 培 地 中 に 
含ま れ て いる 8S. M. 及び Pc の 影響 を 考慮 し , 2 代 に 
下り 特に を それ ら を 加え な いで 継 代 培養 し た 虫 体 を 用 い 


一 方 で は 対照 の 意味 で 無菌 培地 に 細菌 を 加え 同時 に そ 
の 細菌 の 発育 を 抑制 する に 足る だ け の S. M. を 加え た 
M. を 加え な い 場 合 と 比 し て の 
発育 に 如何 な る 差異 が ある か を 観察 し た 。 貝 体 の 算定 法 
及び 使用 虫 体 は 大 腸 菌 の 場合 と 同様 で ある 。 

実験 成績 

I. Carbamisin の 無菌 記 . hominzs に 対す る 作用 

実験 1 で は Carbamisin の 濃度 を per cc 1.0mg, 0.2 
mg, 及び 0.1mg, と し , 接種 虫 体 数 は per cc 17.5 万 
C 0.5cc) 宛 と し た (第 1 表 ) 。 実験 3 で は Carbami- 
sin の 濃度 は per cc 1.0mg, 0.4mg, 及び 0.2mg と し レ 
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第 1 表 Carbamisin の kommzs の 生存 増殖 に 及ぼ す 影 響 (その 1) 


2 3 


Carbamisin 


4 


5 6 7 8 


0 
19.8 
16.3 


3.5 
12.7 


1.8 
12.1 
18.0 


1.0mg/cc 
0.2mg/cc 
0.1mg/cc 


0 
11.0 
10.7 


0 
8.5 
3.2 


0 
19.3 
7.5 


0 
11.5 
7.2 


0 
10.7 
11.7 


19.0 


23.0 13.5 10.3 3.3 


第 2 表 Carbamisin の hominis の 生存 増殖 に 及ぼ す 影 響 (その 2) 


2 3 


Carbamisin 濃度 


4 


5 6 7 8 9 


0 
1.5 
8.0 


1.3 
6.2 
9.8 


0.3 
7.6 
17.7 


1.0mg/cc 
0.4mg/cc 
0.2mg/cc 


0 
0.3 
8.3 


0 
0 
0.7 


0 
0.2 
0.2 


0 
0 
1.3 


0 
0.3 
0.3 


0 
0.2 


6.0 0.3 


27.5 


16.1 16.3 14.4. 3.2 2.3 


接種 虫 体 数 は per cc 43.5 万 (0.5cc) 宛 と し た (第 2 
表 )。 実験 1, 2。 に 於 ける 対照 に は それ ぞ れ Carba- 
misin を 加え な いも の を 以 て し た 。 之 等 の 表 の 迷 値 は 
per cc の 虫 体 数 を 万 の 単位 を も つて 示し た も の で ある 。 
1.0mg/cc 即ち 1,000 倍 量 で は 。, 


. homimis の 増殖 は 完 
全 に 阻止 せら れ , わずか に 残 つ た 虫 体 も 8 日 目 に は 消失 
し た 。 0.4mg/cc 即ち 2,500 倍 量 に て も 発育 は 阻 凸 せ ら 
れ , 残 つ た 虫 体 も 薄 次 消失 し た 。0.2mg/cc 即ち 5,000 
倍 量 及 び 0.1 mg/cc 即ち 10,000 倍 量 で は わずか に 増殖 
する る ゃ も 対照 に 比 し て , その 増殖 は 少く , 発育 を 阻止 され 
る Qo 

と の 基準 で ゆく と , Carbamisin は 1.0mg/cc で 完全 
に 殺虫 的 に 必用 し , 0、.4mg/cc で は 発育 阻止 作用 を 示し , 
0.2mg/cc, 0.1mglcc で は わずか な が ら も る 貝 体 の 増殖 が 
認め られ た 。 

大腸菌 Kauffmann 標準 株 の 無菌 hominis に 
及ぼ 影響 

Kauffmann 標準 株 0 より Os まで の 25 株 を 培地 に 
添加 し , 24 時 間 ご と に ominis の 増殖 の 状態 を 観察 
し た 。 実験 は 大 腸 菌 添加 の 都合 上 , 之 を 5 回 と わけ て 行 
い , 接種 虫 体 は 0O:~0O;。 ま で は 15.5 万 。 0:~Oi。 まで は 
万 。 On まで は 12.5 万 まで は 9 万 
0 へ ~0:; まで は 17.5 万 で その 接種 量 は 何れ で も 0.5cc, 
で ある 。 成績 は 第 3 表 に 示し て ある が 表 中 の 数 字 は 虫 体 
数 の 増加 率 を 示し た も の で ある 。 即 ち 培 地内 虫 体 の 総数 
を 求め , 之 を 移 殖 虫 体 数 で 除 し た 数 値 を も つて 示し た 。 
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従っ て 第 8 表 に 於 て 1 以上 の 数 値 を 示し た も の は , 移植 
後 そ の 時 間 ま で に 多少 と も 増殖 し た こと を 意味 する も の 
で ある 。 

第 8 表 で 見 る に 大 腸 菌 の Kauffmann 標準 株 0:~O2s 
まで を 夫々 し た 場合 , omznzs は 移植 後 2 日 まで 
は 漆 加 し た 細菌 株 の 半数 又は それ 以上 の 例 に お いて 多少 
と も 増殖 を 示し た 。 

8 日 後に お いて な お と この 数 値 が 1 以上 を 示し て いる も 
の は Oz, の 6 株 で あり , 5 日 後 
まで な お 体 が 生 残 つ た の は O:s, Ors 及び の 
4 株 を 漆 加 し た も の で あつ た 。 

以上 の 実験 結果 を 正確 に 判断 する た め に は , 対照 実験 
と し て 細菌 を 加え て , その 増 殆 を 8S. M. で 抑え た 培地 
内 で hominiss が どの ょ うな 増殖 態度 を 示す か を 知る 
必要 が ある 。 そ を そのため に は 予め , と この 培地 内 で 大 腸 菌 の 
増殖 を 阻止 し 得る S. M. の 最低 濃度 を 明 に し て お か ね 
ば な ら な い 。 こ と この 実験 結果 は 第 4 表 に 示し た 。 即ち O; 
で は 50y, Os で は 250y, Os で は 250y, Os で は '250 
に て いずれ 一 様 に を 示し , 細菌 の 発育 を 
する こと と が 出来 な か つた 。 以 上 の 実験 に より per ce 500 
y。 で 細菌 の 発育 を 抑制 し 得る 事 を 知 つ た の で , 次 に 同 
量 を 細菌 と 共に 培地 に 添加 し , 虫 体 の 発育 状況 を 34 時 間 
ど と に 観察 し , その 結果 を 第 5 表 に 示し た 。 本 実験 た に 於 
て は , 実験 3 (第 3 表 ) に 於 て 第 5 日 目 ま で 原虫 を 生存 
せしめ た , Os, に つい て つた 。 表 に 見 ら 
れる ょ よう に 4 株 と も 第 8 表 に 示さ れ た 数 字 に 比較 し て 閣 


1 i 9 10 
$8.2 
0.3 0 
0 
ーー 
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3 表 Kauffmann 標準 の T. hommis の 
生存 増殖 に 及ぼ す 影 響 


1 2 3 4 5 


3 1.1 0.2 

4 0 0.1 

6 2.2. 0:3 

7 4:4 0.2 

8 5.4 0.1 

10 0.1 0.1 
11 4.6 5.9 1.5 0.4 

13 5.4 1.6 

14 4.2 1.5 

15 
17 0.9 0.1 

18 2.3 0.8 

20 0.5 

21 、 

22 、 

23 0.3 

24 

25 0.2 


第 4 表 境地 内 に て cok の 発育 を 


する S.M. の 量 
株 
Se 5 15 16 18 
S.M. 濃度 
250 + + 
100 = + + + 
50 + + + + 


表 中 十 は を 示す 。 


に 大 きい 数 値 を 示し た 。 即 ち 2 日 後に は 移植 虫 体 数 に 比 
し て 炎 倍 乃至 十 数 倍 の 虫 体 数 に 達し た 。 叉 6 日 後に お い 
て も な お 移植 虫 体 数 より 多く , で 日 後に お いて も 8 株 に 
お いて 生存 虫 体 が 見 られ た 。 と これ は 第 8 表 に 示さ れ た 結 
果 と は 著しい 相違 で ある 。 か くし て 細菌 の 増殖 を 抑え る 
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第 表 cog の 発育 を 了 し 得る S.M. を 
加 し た 場合 の 人 komgnzs の 生存 増殖 
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に 及ぼ ば す 影 

日 数 

5 9.2 16.5 9.9 5.5 4.4 1.8 
15 
16 11.0 11.6 6.6 4.0 2.6 1.5 1.1 


と と に ょ っ つて 原虫 は 長く 生存 する と こと が 明らか に な つ 
た 。 
考 接 

richomonas 感染 に 対す る Carbamisin 治療 に つい 
て 数 多く の 報告 が ある が , vro の 実験 的 研究 は 比較 
的 少 い 。 

Rakoff (1989) は acetarsone, carbarsone, aldarsone, 
の 38 者 の vagimnalis に 対す る 力 価 の 比較 を 行 つ て いる 
が , L%fler の 乾燥 血清 培地 で 培養 し た TT. vagmals で 
carbarsone は 75mg2% で 増殖 を 止め る と 云う 。 

赤 導 アメ ー バ に 対す る Carbamisin の sm vtro の 成績 
は 我国 で も 報告 が あり ,。 中 村 (1950) は ある アメ ー ペ 株 
に は 500 倍 溶液 を 48 時 間 作 用 させ て も 尚 生存 し て いる も 
の が ある と 云 い , 嶋津 (1950) は 5,000 倍 溶液 で は 死 減 
し た と 云 つ て いる 。 と これら の 成績 は 何れ も 細菌 を 伴 つ て 
いる 培養 虫 体 に つい て の も の で , 無菌 培地 で の 成績 で な 
いた め , ある 程度 細菌 の 影響 が ある と 思わ れ 私 の 成績 よ 
り 多量 の Carbamisin を 使用 し て いる 。 

. vaginalis で 無菌 培地 , 又は 無菌 培養 虫 体 に 作用 せ 
し め 報告 は , 真柄 他 (1953), (1954), 室岡 他 

(1954), 上 野 (1956)。 な ど が ある が , 真柄 (1958) 
は 2.5~ 5.0mg/cc, に て , (1954 う , 室岡 他 
(1954) 等 は 80mg/cc, に ょ り 運 動 性 が 障害 され , 次 い 
で 運動 停止 を 来 し , 上 野 (1956) は 1.0mg/cc で 完全 殺 
虫 , 0.1mg/cc で 発育 阻止 作用 , それ 以上 で は 差 は あれ 
ど 増 殖 す る と 述べ て いる 。 

私 の 実験 成績 で て は, 1.0mg/cc で 完全 に 殺虫 , 0.4mg/ 
cc.。 で は 発育 阻止 作用 を 示し , 0.2mg/cc, 0.1mg/cc. で 
は わずか な が ら る も 貝 体 の 増殖 が 認め られ , 上 野 (1956) 
の 成績 と ほ く ゞ 一 致し た 。 : 

. hominis に 大 腸 菌 を 添加 し た 実験 で は , 森岡 (1988) 
は 田辺 培地 に 於 て は 各 株 に 於 て 殆 ん ど 同 様 の 増殖 度 を 示 
し た と 云い , 嶋津 (1950) は 遠 沈 処 理 の homznzs 浮 
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洗 液 を 滴下 し た 場合 生存 状態 は 不良 で あり , 加 沈 処理 を 
加え な いも の で は 良好 で あつ た と 述べ て いる が 大 腸 菌 が 

大 量 に 存在 する medium が 特に 悪影響 を 与え る と 云う 
決定 的 な 所 見 は 得 ら れ な か つた と 述べ て いる 。 

Balamuth 培地 に 於 て は , DeCarneri (1956) は Esc- 
herichia cols 120 の 1 株 を 使用 し て 4 ヵ月 虫 体 は 生存 し レ , 
良好 な る 増殖 を 示し た と 述べ て お り , 森口 195 の も 大 
腸 菌 は 一 般 に 刀 ominis の 増殖 を 支持 する と 述べ て い 

。DeCarneri (1956) は 馬 血 清 培地 で , 無菌 の 
hommis を 移 殖 し それ に Escherichia colz 120 を 加え 
て 培養 する と こと に ょ り 貝 体 は 136 日 間 生 存 し た と 云 い , 
森口 (1957) も と これ を 追試 し 830 日 間 生 存 し た 株 の ある 事 
を 認め て いる 。 

以上 は 何れ も 細菌 を 必要 と する 培地 を 用 いた 実験 で あ 
る が , 無菌 培地 に 於 ける 成績 で は , DeCarneri (1955) 
が C.P.L. M. 培地 で 細菌 を 共 棲 せしめ た TT. hominis の 
培養 は 48 時 間 で 虫 体 は 全く 消 減 し , 森口 (195 〇 の も チ ス 
ティ ン ・ ブ プイ ヨン 血清 培地 に 大 腸 菌 を 添加 し , わずか に 
増殖 虫 体 を 認め た が 48 時 間 で は 全く 虫 体 を 認め な いと 報 
舎 し て いる 。 

私 の 場合 で も 。 わずか に 増殖 を 示す 株 も ある が , 大 部 
分 の 株 に 於 て は 増殖 を 示さ な か つた が , 最高 5 日 間 生 存 

と れ に 対し て 添加 の Eschenchia cokg の 発育 を 抑制 し 
得る 8S. M. を 加え た 場合 と に は 明らか な 増殖 を 示し , マ ? 
日 目 に 到 る も な ほ 生 存 せ る 貝 体 を 認め た 。 
今回 の 実験 に と より 無菌 培地 に 於 て 虫 床 に 作用 する Car- 
bamisin の 量 は 細菌 を 含む 培地 の それ に 比 し て は る か に 
少量 で 作用 し , 薬剤 その も の が 直接 に 貝 体 自身 に 作用 す 
る と 考え られ る 。 
無菌 培地 に 於 て , Eschenchia cok を 加え る と それ を 加 
えな い 培 地 に 比較 し て , 字 hominis の 増殖 た 悪い 影響 を 
及ぼ すこ と と が 明らか に な つた 。 
森口 1957) は 48 時 間 に て 虫 体 が 全く 認め られ な いと 
報告 し て いる が , 私 の 使用 し た 虫 体 は , それ ょ り 約 90 代 
ぁ 継 代 培 養 を 経て いる の で 貝 体 が , 培地 に 馴れ た た め 
か , 森口 の 場合 より も か な り 長 く 生 存 し た 。 

注意 すべ と と は , 従来 の 培地 で は TT. homsnis 
の 培養 に は 細菌 が 同時 に 増殖 する と こと が TT kominis の 
増殖 に は 絶対 必要 な こと で あり ,。 と の 様 な 培地 を 用 いて 
行わ れ た 過去 の 多く の 実験 で は , 大 腸 菌 は 確か に 本 原虫 
の 増殖 を 促進 する も の で ある こと と が 知ら れ て いた 。 然 る 
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に 無菌 と て homimis を 増殖 せしめ 得る 培地 が 出来 て 
見 る と , その 中 に 大 腸 菌 を 増殖 せしめ れ ば 却 つ て , それ 
が homins の 増殖 を 阻止 する と 云う 結果 に な つた 。 
と ゝ に 一 つの 矛盾 が ある よ ょ うに 見 える が , 実際 と は こと の 
と と は ーー つの 新しい 事実 を 示す も の の よう に 思わ れる 。 
即ち 細菌 を 必要 と する 従来 の 培地 で , 大 腸 菌 が 有効 で あ 
つた と と は , その 増殖 と こと ょ つて 培地 の 諸 人 条件 を T ko- 
zis の 増殖 と 有利 な よう に 変え る と こと に あつ た の で あ 
ろう 。 細 菌 を 必要 と し な い 培 地内 で は , 大 腸 菌 の 増殖 と 
ょ っ つて 不利 な 条件 が 醸成 され る と 考え る 可 き で あり , とこ 
の と と は 唯 培地 成分 の 相違 に よ つ て 生ずる 差異 と 考え る 
可 き で あろ う 。 と の よう に 考え る と 細菌 の 菌 体 そ を の も の 
は こと の 場合 77xchkomomas に と つて 特に 大 き な 利 用 価値 
は な いも の と 思わ れる 。 
結 論 

hominis の 無菌 培養 に ける Carbamisin 及び 
Eschenichia coli の 影響 を 検討 し た 。 

1) 無菌 培地 に 於 て は , Carbamisin は 1.0mg/cc で 完 . 
全 に 殺虫 , 0.4mg/cc, で は 発育 阻止 , 0.2mg/cc 0.1mg 
cc で は わずか な が ら で は ある が , 増殖 を ゆる し た 。 

2) hominis を 無菌 的 に 培養 し 得る 培地 に Escke- 
nchia coli を 添加 し た 場合 は , その 添加 菌株 に よっ つて は 
培養 2 日 目 ま で は hominis は 多少 の 増殖 を 示す が 8 
日 後に は 虫 体 数 は 激減 し , 5 日 後 まで 生存 し た の は 4 株 
に すぎ な か つた 。 

8) Eschernichia cok 漆 加 培地 に , その 細菌 の 発育 を 抑 
制 し 得る 量 の 8S. M. を 加え た 培地 に 於 て は , S. M. 
を 加え な い 場合 と 比 し て 著 明 な 虫 体 の 発育 増殖 を 示し レ 
た 


稿 を 終る に 臨み , 終始 御 妥 切 な 御 指 導 並 びに 御 校閲 を 
賜 わ や つた , 松林 教授 に 浅見 助教 授 に 厚く 御礼 上 
ます 。 
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Summary 
Moriguchi (1957) has established a bacteria-free 


cultivation of Trichomonas hominis in the cystein- 
bouillon-serum medium, The present study was 
carried out with this strain of trichomonad. Car- 
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barsone was added into this medium in several 
different concentration ranging from 0.1 mgl/cec to 
1.0 mgl/cc. The growth of the trichomonad was 
almost arrested in the concentration above 0.4 
mgl/cc and only a poor growth was observed in the 
0.2 mgl/cc and 0.1 mgl/cc concentration of the drug,. 
Carbarsone seems to have a direct effect upon the 
organisms,. 

Kauffmann’s standard .strains of Escherichia colt 
which were numbered from O; to O:;; were added 
to the medim. Trichomonads when accompanied 
with these strains either showed only a poor growth 
or did not grow at all. Each strain of Escherichia 
coli seemed to have somewhat different effect upon 
the trichomonad. Anyhow, the growth of tri- 
chomonad was always hindered by the addition of 
bacteria as compared with the bacteria-free cultiva- 
tion of the organism. The bad effect of bacterial 
growth upon the trichomonad was clearly demon- 
strated when streptomycin was added to the me- 
dium to check the growth of bacteria. In these 
media, trichomonad grew quite as well as in the 
bacteriafree medium. 

It is noteworthy that Escherichia coli support the 
growth of trichomonad when added into older type 
of medium in which trichomonad cannot grow 
without bacteria while the same bacteria hindered 
the growth of trichomonad when they are added 
into newer type of medium in which trichomonad 
can grow without bacteria. 
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肺 骸 虫 症 の 度 内 反応 に 関す る 研究 IV) 
抗原 の 透析 及び 超 心 処理 
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まえ が き 

著者 等 は さき に 肺 吸虫 症 の 皮 内 反応 を 肺 吸虫 症 の 流行 
季 及 び 非 流行 地 の 集 団 に 実施 し た 結果 と , これ と 同時 に 
行 つ た 寄生 虫 学 的 検査 ( 虫 卵 検出 )〕 及び 臨床 的 諸 検 査 の 
結果 と を 比較 し , 本 反応 は 肺 吸 虫 症 の 診断 法 と し て 極め 
て 信頼 性 の 高い と こと を 報告 (横川 他 , 1955) し た が , 更 
に 本 反応 の 抗原 の 製法 に 改良 を 加え る と 共に , その 材料 
に つい て の 検討 。 或いは 抗原 の 安定 性 に つい て る も 報告 
(横川 他 , 1955a, 1955b) し た 。 又 本 症 患 者 の 血清 を 用 
いて 人 体 に , Prausnitz-Kiistner 反応 を 実施 し , 抗原 と 
抗体 と の 定量 或いは 中 和 の 現象 等 も 証明 (横川 他 , 195 の 
し , 体 結合 反応 及び 反応 (Rapid Flocculation 
Test) と 本 皮 内 反応 と の 関係 等 も 明らか に し た (横川 , 
1956, 横川 ・ , 1956) 

著者 等 は 更に 本 皮 内 反応 の 抗原 の 分 折 に 関す る 研究 を 
な し つつ ある が , 本 論文 で は V. S. 弓 . 抗原 の セロ ファ 
ン 膜 透析 及び 超 遠 心 分 折 に ょ る 影響 に つい て 報告 する 。 

実験 材 

V.B.S.-stock antigen : 

本 Stock antigen を 退 析 及び 超 遠 心 の 材料 と し た 。 
その 製法 は 横川 他 (1955 b), 横川 1956) に 詳 述 し て あ 
る の で と と に は 簡単 に 記す 。 

肺 吸虫 成虫 を 凍結 乾燥 後 , エー テル 可 落 性 物質 を 除去 
し た も の に , ベロ ナー ルル 緩衝 食塩 水 CVeronal buffered 
saline 一 以下 V. S. B. と 略す ) を 最初 の 乾燥 虫 体重 量 


*MUNEO YOKOGAWA & **TOMOO OSHIMA : 
Intradermal test for paragonimiasis. IV. Analysis 
of the antigenicity of the V. B. S. antigen with 
dialysis and ultracentrifugation. (*Departihent of 
Parasitology, School of Medicine, Chiba Univer- 
siyt, Chiba, **Division of Parasitology, Institute 
of Public Health, Tokyo) 


の 100 倍 量 に な る よう に 加え て 5*C で 48 時 間 抽 出す る 。 
とれ を 1 万 回 転 30 分 間 遠 心 沈 湖 し , 上 清 を と つた も の が 
V. BB. S.s-tock antigen で ある 。 と これ を 更に 100 倍 に 
稀釈 し た も の が 皮 内 反応 用 の V. B.S. 抗原 (X10,000) 
で ある 。 

実験 方 法 

法 : 

・ セロ フラ ファン を 紫外 線 に より 減 し た 後に , V.B. 
S.-stock antigen 3.0cc を 内 液 と し , 減 菌 再 燕 溜 水 (pH 

6.5) 900cc を 外 液 と し て 時 々 振 ら に 
5 日間 遂 析 後 , 内 液 は 滅菌 生食 水 を 加え て 15cc と し , とこ 
れ を 更に 20 倍 に 稀釈 し て 1 万 倍 液 と し た 。 外 液 は 10cc 前 
後 減圧 濃縮 (40C 以 下 し た 後 凍結 し , 乾燥 重量 
の 1,000 倍 及 び 5,000 倍 の 両 種 稀 札 液 を 減 菌 生食 水 に よ 
っ つて 作 人 製 し た 。 内 液 及び 外 液 の 最終 稀釈 液 に は 何れ も 1 
万 倍 の 割 に マー ゾ = ン を 加え た 。 

超 心 法 : 

V.B.S.-stock antigen 3.0cc を Spinco に よ ょ り 30,000 
回 転 (5 ~8 X10*G) 30 分 間 遠 心して その 上 清 を と り , 
減 菌 食塩 水 に て 100 倍 に 稀釈 し て 1 万 倍 の 割 に マー ゾ = 
ン を 加え た 。 

抗原 性 の 検討 法 : 

肺 吸虫 症 の 皮 内 反応 の 抗原 の 力 価 を 比較 する 方 法 と し 
て は , 人 体 実験 以外 に は 未だ 適当 な 方 法 は 見 当ら な い 。 
然 か も 抗原 の 信頼 性 を 比較 検討 する に は , 流行 地 の 多 数 
の 人 « 々 に つい て 実施 し て みる 必要 が ある と 云う と こと は 既 
に 著者 等 が 度々 述べ て 来 た を 所 で ある 。 を と で 本 研究 に お 
いて も , 肺 吸虫 症 の 流行 地 と し て 知ら れ て いる 新潟 県 直 
江津 市 及び 高田 市 周辺 の 小 , 中 学生 1,478 名 を 選び , とこ 
れ ら の 人 < 々 に V. B.S. 抗原 と 上 記 各 種 の 抗原 と を 同時 
に 皮 内 に 注射 し , これ ら の 抗原 に ょ よ つ て , ひき 起 さ れ た 
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疹 の 腫 に つい て 比較 検討 し た 。 

皮 内 反応 術 式 : 

披 験 者 の 左上 腺 屈 側 部 に 約 5 cm の 間隔 を お いて 上 記 試 
験 抗原 及び 対 照 と し て V. S. 己 . 抗原 を 0.01 乃 至 0.02cc 
宛 皮 内 に 注射 し , 直ちに 皮 内 注射 に より ひき 起 さ れ た 膨 
疹 の 経 を 測定 する 。 (この 場合 通常 4.0mm 前 後 で ある 。) 

15 分 後に 再び 皮 内 注射 部 位 の 腫 服 の 縦横 の 経 を 測定 
し , と の 平均 値 か ら 注 射 直後 の 腫 月 の 縦横 径 の 平均 値 を 
減じ た も の を 腫 服 差 と し た 。 こ の 腫 服 差 が 5 mm 以上 の 
場合 を 陽性 , 4 mm を 凝 陽性 , 8 mm 以下 を 陰性 と する 。 

被験 者 : 

肺 吸虫 症 の 流行 地 で ある 新潟 県 直江 津 市 及び 高田 市 周 
辺 の 小 中 学 生 1,748 名 に は , 全員 に V. B. S. 抗原 を 皮 
内 注射 し た が 同時 に , 各種 の 試験 抗原 を これ ら 被 験 人 員 
の 中 か ら 無 作 意 に 抽出 し た 30 名 乃至 70 名 の 各 和 群 毎 に 皮 内 
注射 し た 。 

実験 成績 

1) 透 析 内 液 と V. S. BB. 抗原 と の 比較 : 

透析 内 液 と V. S. B. 抗原 と の 両者 を 同一 人 の 左上 肝 
必 側 部 に 皮 内 注射 し , 15 分 後 の そ れ ぞ れ の 腫 服 差 を と つ 
て その 相関 を 示し た の が Fi 所 . 1 で ある 。 


mr . 
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01234567 mm, 


Increase in diameter of V.B.S.-antigen wheal,. 
Fig. 1 Correlation of the results of the intra- 
dermal test with the V.B.S.-antigen and the 
dialyzed V.B.S.-antigen on the 54 jndivi- 
duals in the endemic area of 
paragonimiasis. 

即ち V.S.B 抗原 と V.S.B. 抗原 の 遂 析 内 液 の 両 
者 の 腫 服 差 は r=0.9504, gd: 三 0.0128 と 云う 強い 相関 を 
示し て お り , 内 液 の Activity の 減少 は 殆ど み ら れ な か 
つた 。 衣 析 内 液 の V. B. S. 抗原 に 対す る 回 帰 直線 を 算 
出す れ ば y= 0.910x- 0.005 で 内 液 が 小 さめ 
に 出る 傾向 が ある 。 
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個人 個人 の V. B. S. 抗原 に よる 反応 の 大 き さ と , 施 
析 内 液 抗原 の 反応 の 大 き さ と の 関係 を 対応 の ある 二 変 数 
の 場合 と し て , 両者 の 差 を 求め て その 分 布 を 検討 し て 見 
た 。 そ の 結果 は F 近 . 2 に 示す 如く , 透 析 内 液 の 方 が , 
V. B.S. 抗原 より も 平均 0.786mm (S.D. 1.92mm) 小 
さく 出る と と が 明か に な つた 。 母 平均 を 0 と し て 検定 し 
た 場合 の と この 差 は 5 の で 有意 で あつ た 。 


MEAN =~0.736 mm. 
Ss.D. 1.92 mwa, 
Number of individuals 57 


42 +3 +4 mm, 
Difference of the diameter of wheals between 
V.B.S.-antigen wheal and dialyzed 
V. B. S.-antigen wheal. 


Fig. 2 Histogram of the number of the indivi- 
duals in endemic area of paragonimiasis 
classified by the difference of the diameter 
of wheal caused by intradermal injection 
of V.B.S.-antigen and dialyzed 
V.B.S.-antigein. 


以上 透析 に ょ り , 反応 の 大 き さ は 多少 小さ く な る 事 は - 
認め られ た が , 人 金 体 と し て 皮 内 反応 活性 物質 は 殆ど 失 は 
れ て いな いと と が 明か に され た 。 

2) 透 析 外 液 と V. B.S. 抗原 と の 比較 : 

前 実験 に より, V. 互 . S. 抗原 の 活性 物質 は セロ フ マ ア 
ン 膜 透析 を 行 つ て も , 衣 析 内 液 の 抗原 性 に は 変化 が な い 
と と が 明か に な つた が , 念 の 為 に , 透析 外 液 に 抗原 性 物 
質 の 移行 が ある か どう か を 検討 し て みた 。 即ち 透析 外 
液 燥 物質 の 5,000 倍 及び 対 と し て V. B.S. 
抗原 を 用 いて , 41 名 の 肺 吸虫 症 流 行 地 の 被験 者 に 皮 内 反 
応 を 実施 し , 両者 の 比較 を 試み た 。 その 結果 は Fig. 3 
の 相関 が 示し て いる 如く , 両者 の 相関 係数 r=0.15 で , 
P==0 と し て t 検 定 し た 場合 の P は 20 錠 以上 で 両者 の 間 
に は 全く 相関 は られ な いと 云え る 。 外 液 の 
1.000 借 液 を 用 いな だ ' 場 合 の 相関 図 が Fig. 4 に 示し て あ 
る が , こと の 場合 も r= 0.187 P=0 と し て の {検定 法 : 
に よる PP は 50 以 上 で 両者 の 相関 は 全く み ら れ な か つ : 
た 。 


= 
© 
T 


Numbers of individuals 


Tnereacee in Aliarmetar nf 


x 


33 年 4 月 (1958)] 


3 ! 以上 の 成績 か ら も V. B S. 抗原 の 活性 物質 は , セロ 
ファ ン 膜 を 遂 過 し な いこ と と が 明か に され た 。 
mo, 
ト 
Op 10 
Xx 9 
に 5 
gg * 
= 0. 


012345678 9101l12131415 mm。 
Increase in diameter of V.B.S.-antigen wheal. 
Fig. 3 Correlation of the Results of the 
intradermal test with the V.B.S.- 
antigen and the outside-fluid 
of the dialyzed V.B.S.- 
antigen. (Xx5,000). 
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012345678910112131415 mme 
Increase in diameter of V.B.S.-antigen wheal,. 


Fig. 4 Correlation of the results of the 
intradermal test with the V. B. S.-: 
antigen and the outside-fluid 
of the dialyzed V.B.S. 
antigen. (Xx1,000) 


3) Spinco 遠心 上 清 と V. B.S. 抗原 と の 比較 : 

Spinco 遠心 上 清 と V. B.S. 抗原 の 両者 を 肺 吸虫 症 流 
行 地 の 7?3 名 の 被験 者 に 実施 し , 両 種 抗原 に ょ る 腫 劇 差 を 
比較 し た の が Fig. 5 で ある 。 即 ち 両 者 の 相関 係数 は r 
= 0.915, gr=0.054 で 強い 相関 々 係 を 示し て いる こと と 
が 明 と な つた 。 : 

次 に 被験 者 の 個人 別に 対す る 両 種 抗原 の 腫 月 の 大 き さ 
を 比較 し て みる と , Fig.6 の 如く Spinco 遠心 上 清 抗原 
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2 
Y= 0.915 


0123456789101112131M415 mm, 
Jncrease in diameter of V.B.S.-antigen wheal. 
Fig. 5 Correlation of the results of the 
intradermal test with the V. B. S.- 
antigen and the ultracentrifuged 
V. B. S.-antigen. (Supernatant, 
30.000 r.p.m. for 30 m.) 


Mean wma. 
S. D. 1.81 mua, 
「 Total number of 
individuals 54 


15 


F Difference of the diameters of wheals between 
V. B. S.-antigen wheal and ultra-centrifuged 
V. B. S.-antigen wheal, 
Fig. 6 Histogram of the numbers of the 
individuals in endemic area, of parago- 
nimiasis classified by the differnce 
of the diameter of wheal caused 
by intradermal injection of 
V.B.S.-antigen and ultracentrifuged 
V.B.S.-antigen. 


の 方 が , V. B.S. 抗原 に 比較 し て 平均 一 0.48m (8S・ 
D=1.81mm) 小さ く 出 る よう で ある 。 然し これ は 5 2 
以下 の 危険 で は 有意 の 差 は 認め ちら れ な か つた 。 以 上 の 
成績 か ら V. S. P. 抗原 の 活性 物質 は Spinco に よる 達 


Number of individuals. 


+3 +4 mm, 
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心 沈 は 殆ど 影響 を 受け な いと る 。 
考 

以上 の 実験 成績 か ら 肺 吸虫 症 の 皮 内 反応 抗原 の 活性 因 
子 は 非 透 析 性 で あり , 又 30.000 回 転 30 分 間 の 超 遠 心 沈 油 
を 行 つ て も 活性 物質 は 沈 浜 し な いと こと が 明か と な つた 。 

以上 の 諸事 実は , 抗原 の 分 画 或 い は 精製 の 研究 を 行う 
に 共 し て , その 精製 過程 に お いて 衣 折 或いは , 超 達 心 沈 
滑 等 の 諸 操 作 を 行 つ て も , 皮 内 反応 抗原 の 活性 物質 は 失 
われ な いと 云う 根拠 を 示し た も の で , 今後 この 方 面 の 諸 
研究 と 大 き な 進 歩 を も た ら す も の と 考え られ る 。 

叉 皮 内 反応 抗原 の 活性 因子 が , 30,000 廻 転 (5 ~8 
x10*G) , 80 分 間 で は 沈 な いと 云う と と 及び , セロ 
ファ ン 膜 を 透過 し 得 な いと 云う 事実 は 皮 内 反応 抗原 の 活 
性 因子 の 本 態 の 追求 , 特に その 大 き さ を 推定 する 上 に 一 
つの 重要 な 参考 資料 と な る と 思わ れる 。 

結 

1) V.B.S.-stock antigen を セロ ファ ン 膜 を 用 いて 
毅 析 し た が , 皮 内 反応 抗原 の 活性 因子 は セロ ファ ン 膜 を 
殆ど 通過 し な いと と を 明か に し た 。 

2) V.B.S.-stock antigen を 30,000 ,) 80 分 間 
沈 た が , を の 活性 因子 は 沈 な いこ と と を 明か 
に し た 。 
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Summary 


Analysis of the antigenicity of the V. B. S.- 
antigen for skin test of paragonimiasis were 
conducted by the methods of dyalisis using cel- 
lophane membrane and ultracentrifugation. The 
V. B. S.-antigen used in these experiments was 
prepared from the adults of Paragonimus westerman 
by the method of Chaffee (1954). 

The antigenicities of the both of the inside and 
ontside fluids of cellophane bag and supernatant 
fluid of ultracentrifugation were compared respec- 
tively with the V. B. S.-antigen by intradermal 
injections on the 1,473 individuals in the endemic 
area of paragonimiasis. The obtained results are 
as follows : 

1) The antigenicity for skin test was seen in the 
inside fluid of the dyalisis bag, but not in the 
outside fluid, as shown in Fig. 1, 2, 3, and 4. 

2) The antigenicity for skin test was seen in 
the supernatant fluid of the ultracentrifugation of 
30.000 r. p. m. for 30 minutes as shown in Fig. 
5, and was not seen in the sediment. 
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昭和 33 年 4 月 


東洋 毛 様 線 虫 寄生 者 の 臨床 的 観察 


利 譲 伊藤 一 


新潟 大 学 医学 部 医 動物 学 教 麟 (主任 大 稚 正 満 教授 ) 
(昭和 32 年 9 月 17 日 受領 ) 


東洋 毛 様 線 虫 は 現在 わが 国 に ひろ く 人 分布 し て いる が , 
同 虫 寄生 虫 者 の 臨床 的 知見 に つい て は , 松川 (1984, 19 
36) , 福田 (1980) , 宮川 1954) , 財津 (195 〇 の ら の 
報告 が ある の み で , 今 ま で に 十分 研究 され て いる と は い 
えな い 。 そ を し て 一 般 に その 病原 性 と に つい て 軽視 の 傾向 の 
ある と と も 事実 で ある 。 著 者 らち は 今 回 , 新潟 県 の 濃厚 浸 
溢 地 の 住民 に つい て 同 虫 寄生 者 の 集団 検診 を 実施 する 機 
会 が あつ た の で , を の 結果 を 報告 する 。 

調査 方 法 

1) 調査 時 期 : 昭和 32 年 1 月 一 2 月 
2) 被 検 集 団 : 新潟 県 三条 市 井 栗 部 落 (戸数 約 200 戸 ) 
に 居住 する 16- 一 60 才 の 男女 で , 被 検 者 抽出 の 要領 は , 先ず 
検便 を 行い , 本 虫 卵 陽性 者 全部 と , 対照 者 と し て 映 虫 卵 
陰性 者 約 80 人 を 任意 に えら び 出 し , これ ら の 人 «< に つい 
て 検診 を 行 つ た 。 と の 際 , 本 虫 卵 陽性 者 お よび 陰性 者 共 
に 問診 と 打 聴 触診 を 行い , 明らか に 他 の 病因 や 妊娠 な ど 
に よる も の で , 自覚 症状 や 血液 所 見 に 影響 を 与え る 疾患 
を も つた 被 検 者 を , で きる だ け 対 象 か ら は ぶ い た 。 そ の 
他 和 面 液 所 見 に つい て は 釣 虫 寄生 者 を 。 自覚 症状 に つい て 
は 虫 お よび 寄生 者 を 除外 し た 。 こ と の うに し て 
た 成績 を 整理 し て 検討 で きた の は , 自覚 症状 に つい て は 
82 人 ( 男 80, 女 52) 血液 所 見 に つい て は 92 人 ( 男 29, 女 
683) で ある 。 

8) 血液 検査 の 方 法 : 被 検 者 の 肘 正中 静脈 か ら 約 8 cc 
採血 し , 二 重 夏 塩 で を 陽 し て 赤血球 数 算定 ( 赤 
血球 用 え メラ ンジ ュー ル を 用 い , 0.5 ま で 血液 を , 101 ま 
で Hayem 拓 液 を 吸引 し , 振 温 混和 し た 後 , Thoma の 
計算 室 を 用 いて 80 小区 壇 の 赤血球 数 を か ぞ え 1 万 倍 し 
た ) と 血色 素 量 測定 (光電 比 色 計 に ょ 0.12% 
ー ダ 液 を 用 いて Oxyhaemoglobin を 測定 し , 16g/dl を 


YUZURU ASARL, JUNICHI ITO, EIICHI SANJO 
& TAKEO INAIZUMI: Clinical surveys on the 
Trichostrongylus orientalis harborers. (Department of 
medical zoology, School of Medicine) University 
Niigata 


(39 ) 


別に 瓦 培養 と 浮 海 法 を 行 つ た 。 Stoll 氏 法 は 型 の 如く , 


Sahli 値 100 と し て 換算 〕 を 行い , 又 同 時 に 抹 標本 
を 作 つ て , Giemsa 染色 に ょ より 好 酸 球 数 を , Brilliant 
cresyl blue-Giemsa 複 染 色 に ょ り 網 状 赤血球 数 を それ ぞ 
れ 算 定 し た 。 

4) 選 便 検査 の 方 法 : 陽性 者 を 抽出 する た め に 飽和 食 
塩水 浮 洲 法 を 用 いた 。 叉 寄生 濃度 を 知る た め に , 検診 時 
に 同時 に 便 を 提出 させ , Stoll 氏 法 に よる EPG 算定 , 


先ず 8 g の を 大 試験 と とり, i。 規定 ソーダ 
液 を 45cc の 目盛 まで 注 加 し , 小 硝子 球 10~20 個 を 入れ て 
十分 携 拝 磨 砕 し , こう し て 得 た 便 溶 液 か ら メ スピ ペ ツ ト 
で 0.15cc を スラ イド グラ ス に と つて 卵 数 を 数 え , 2 回 施 
行 の 値 の 平均 を 100 倍 し て EPG と し た 。 又 培養 は 直径 
約 Ycm, 厚 さ 約 1 cm の 円 形 の 陶板 に 0.5g の 便 を 塗り 
25"C 恒 温 器 に 10 日 間 培 養 し て 得 た 感染 仔 虫 数 を か ぞ え , 
浮 海 法 は 人 秋 和 食塩 水 に ょ つた 。 成績 の 考察 に 当 つて は 
EPG を 基礎 と し , 他 は 参考 と する に と ど め た 。 
調査 成績 

自覚 症状 お ょ び 血 液 所 見 の 2 項目 と つい て 検便 成績 と 
の 関係 を 検討 し た 。 

自覚 症状 に ついては, Stoll 法 , 浮 法 お ょ び 培 養 
法 の いずれ も 陰性 の 者 (KK 群 , 7 人 ) , 培養 の み 陽 性 の 
者 (A 群 , 28 人 ) う , EPG 900 以 下 の 者 (B 群 , 86 人 ) お 
ょ び EPG 1,000 以上 の 者 (C 群 , 11 人 ) の 4 群 に 分 け 
て 検討 し た 。 血 液 所 見 に つい て は , 先ず 男女 に 分 けた の 
ち , その 各 に つい て 自覚 症状 の 場合 と 同じ ょ うに 分 けた 
が が, と この よう に する と 男 29 人 (K38, All, B10, C5) 
女 63 人 (K10, A25, B19, C9) と な つた 。 成績 は 次 
の 通り で ある 。 

1) 自覚 症状 お ょ び 既 往 歴 
一 般 に 東洋 毛 様 線 虫 寄生 者 に は 自覚 症状 が 少 い と され 
て いた が , 今回 の 調査 成績 は 対照 に 比べ て 一 般 に 症状 を 
量 す る 者 の 多い と こと を 示し た (第 1 表 )。 また 排卵 迷 の 
多少 と 症状 と の 出現 素 と の 間 に も 関係 が ある と 考え られ 
た 。 即ち KK 群 で は 訴え が 非常 に 少く, 易 疲 労 性 。 頭痛 お 
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(14.3) 
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12 


(45.5) 


(18.2) 


(63.6) (36.4) (27.3) 


(72.7) 


(18.2) 


(45.5) 


(18.2) (27.3) (18.2) (27.3) 


詩 括弧 内 の 数 字 は 百分率 を 示す 。 


(9.1) 
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よび 不眠 が マ 人 中 1 件 づつ 認め られ た に すぎ な い が , C 
群 で は 多く の 者 が 何ら か の 症状 を 訴え , 特に 易 疲 労 性 , 
四肢 不眠 な どの 神経 症状 が 多く , 腹痛 , 下痢 
欲 不 振 な どの 胃腸 症状 も ある 程度 認め られ た 。A お よび 
B 和 群 で も 自覚 症状 を 訴え る 者 が あつ た が , C 群 の よう に 
著 明 で は な か つた 。 

既往 礎 に つい て は , K 群 で は 特記 すべ き 既 往 歴 を 殆ど 
も た な い の に 対し , A, B お よび C 和 群 で は いずれ も 喘 
息 , じん まし ん , リュ ェ ュー マチ な どの アレ ルギー 性 疾患 , 
又は 土 か ぶれ , 肥 ま け な ど の 経 皮 感染 と 思わ せる 疾患 に 
か か つた 者 を 含ん で いた 。 

2) 血液 所 見 

(a) 血色 素 量 Sahli 値 ) お よび 赤血球 数 血色 素 
量 は 本 虫 卵 陰性 者 , 陽性 者 を 通じ て 一 般 に 低く 。 こ れ と 
EPG と の 関係 は 第 1 図 の 通り で ある 。 男 で は 相関 係数 
r= ニー0.58, n=29, ts==3.72 で 0.12% 以 下 の 率 で 両 
者 の 間 に は 負 の 相関 が 認め られ た 。 す な わ ち EPG の 増 
加 に と も な つて 血色 素 量 は 減少 する と こと を 示し た 。 上 記 
の 各 群 毎 の 平均 値 は , EPG の 増加 に と も な つて 減少 す 
る よう で ある が , 変量 分 析 を 試み た と とろ, Fs 三 1.05 で 
有意 性 を 認め な か つた 。 ま た 女 で は 一 般 に 血色 素 量 の 低 
下 し て いる 者 が 多く , EPG と の 相関 関係 を 検討 し て み 
た が , r=ー0.18, n=683, ts=1.01 で 有意 性 が 認め られ 
な か つた 。 し か し 各 和 群 毎 の 値 に つい て の 変量 分 析 で は , 
で 5 以下 の 危険 推計 学 的 に 有意 で あつ 
た 。 次 に 赤血球 数 は 一 般 に 正常 値 に 比べ て 少く , 殊 に 女 
に 著 明 で あぁ あつ た が , これ と EPG と の 関係 を 相関 係数 に 
つい て 調べ た と とろ , 男 で は r=ー0.18, n=29, ts== 
0.94 で 相関 関係 を 認め ず , 女 で は r=ー0.21, n=63, 
ts=2.19 で 5 2 以下 の 危険 素 で 負 の 相関 関係 を 認め た 。 

Cb) 好 酸 球 概して 排卵 増加 に と も な つて 
好 酸 球 数 の 増加 を 認め た 。 男 で は EPG と の 相関 関係 は 
r=0.79, n=29, ts=4.90 で 0.12% 以 下 の 危 険 で 正 の 
相関 関係 を 認め た (第 2 図 う 。 各 群 毎 の 平均 値 を 求め る 
か な 差 を 認め , 各 群 毎 の 値 に つい て の 変量 分 析 で は Fs 
= 10.0 で 1 2 以下 の 危険 で 有意 の 差 が あつ た (第 8 
図 ) 。 叉 5 2 以上 を 増 多 と 考え , 各 群 に お いて 増 多 者 が 
占め る を 計算 し た が , K: 0%, A :18%, B:50% 
C: 1002 と な り , と これ ら に つい て 2 検定 を 行う と Pr. 
三 11.77} <0.02 で , 2 以下 の 危険 有意 の 
差 を 認め た 。 次 に 女 で は 好 酸 球 数 と EPG と の 相関 関係 
は r==0.37, n=63, ts=8.11 で 1 以下 の 危険 で 正 の 
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相関 関係 を 認め た 。 各 和 群 毎 の 平均 値 を 求め る と , K: 
8.5,。 A: 5.6, B: .4。 C : 11.1 で , 各 群 別 の 
分 析 で は Fs==8.60 と な り , 1 以下 の 有意 の 
差 を 認め た 。 叉 各 群 に お ける 増 多 者 の 比率 は , KK: 20 
A:56%, B:84%, C: 100% と な り , これ ら に つい 
て 検定 を 行う と Pr.{x?>x?= 17.80}< 0.001 で , 
0.1% 以 下 の 危 険 素 で 有意 の 差 を 認め た 。 次 に 好 酸 球 数 
と 血色 素 量 と の 関係 を みた が , 男 で は r= 一 0.59, n= 
29, で 0.1 以下 の 危険 で 負 の 相関 関係 を 認 
め , 女 で は r=ー0.16, n=68, ts=1.27 で 相関 関係 を 認 
め な か つた (第 4 図 ) 。 

網状 赤血球 数 一般 に 排卵 増加 に と も な 
っ つて 網状 赤血球 数 も ふえ て いた が , 好 酸 球 の よう に 顕著 
な 傾向 を 示さ な か つた 。 と こと れ と EPG と の 相関 関係 を み 
る と , 男 で は r=0.42, n=29, ts=2.48 で 1 2 以下 の 危 
険 率 で 正 の 相関 関係 を 認め た (第 5 図 ) 。 各 和 群 毎 の 平 
均 値 を 求め る と , K: 5.2。 A: 7.0。 B: 8.2, C: 
9.8 で , 蘭 増 の 傾向 を 示す よう で ある が , 各 群 別 の 変 
量 分 析 で は Fs= 1.5 で 有意 の 差 を 認め な か つた (第 
6 図 ) 。 叉 10 必 以上 を 増 多 者 と 考え , 各 和 群 揚 の 増 多 者 の 
比率 を 計算 し た と こと ころ, K: 0%, A:27%, B:302% 
C : 40 となり, これら に つい て 検定 を 行う と Pr. 
{x?>X22? 三 1.48} >0.10 で , 推計 学 的 に 有意 の 差 を 認め な 
か つた 。 次 に 女 で は 網状 赤血球 と EPG と の 相関 関係 を 
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みみ る と , r=0.830, n=63, ts=2.48 で , 5 以下 の 危険 
率 で 正 の 相関 関係 を 認め た 。 各 群 平均 値 は , K : 
6.8,。 A: 7.5, B: 9.0, C: 9.9 で て , 各 群 別 の 変量 
分 析 は と な り , 5 以下 の 危険 で 有意 の 
を 認め た 。 各 和 群 毎 の 増 多 者 の 比率 に つい て は , K : 10%% 
A:20%, B:3872%, C:442 で で, これら に つい て 2 
検定 を 行う と Pr.{x?>x。? 三 4.52} >0.10 と な り , 有意 の 
巻 を 認め な か つた 。 次 に 網状 赤血球 数 と 血色 素 量 と の 関 
係 を みる と , 男 で は r=ー0.85, n=29, ts==2.94 で 1 
以下 の 危険 素 で 負 の 相関 関係 を 示し , 女 で は r=ー0.29, 
n=63, ts==2.86 で 5 以下 の 危険 率 で 負 の 相関 関係 を 
示し た (第 7 図 ) 。 すなわち 男女 と も に 血色 素 量 の 減少 
に と も な つて 網状 赤血球 が 増加 する 傾向 が ある 。 
考 

一 般 に 東洋 毛 様 線 虫 は 臨床 的 に 殆ど 意味 が な いと いう 
考え が 多い の で ある が , 以上 の 成績 と よる と , 多数 排 九 
者 群 で は あき ら か に 症状 が 出現 する よう で ある 。EPGPF 
を 0.8~1 (著者 ら の 行 つ た 本 貝 寄生 者 の 誠 検 記録 か ら 
の 推定 〕 と 考え る と ,EPG 1,000 は 東洋 毛 様 線 虫 雌 虫 の 
1,000 令 以 上 の 寄生 を 推定 させ ,EPG 1,000 以上 の 群 で 
は , 少く と も 1,000 隻 以上 の 本 虫 寄 生 が 想像 され る 。 叉 
A 群 (Stoll 氏 法 で は 見 出さ れず , 培養 法 に よっ つて 辛 う 
じ て 寄 生 を 確認 で きた 少数 寄生 群 ), B 群 (EPG の 少 い 
中 等 度 寄生 群 〕) に 比べ , C 和 群 (EPG 1,000 以上 の 多数 


第 1 図 血色 素 量 と EPG と の 相関 図 
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第 3 図 各 群 の 好 酸 球 数 平均 値 の 比較 


寄生 群 ) で は 自覚 症状 に お いて も , 血色 素 量 お よび 好 酸 
球 数 に お いて も , か な り の 差 が み ら れ る よう で ある 。 血 
色素 量 は 16g/d1 を 1002% と し て 換算 し た が , 男 で は 虫 卵 
数 EPG と の 間 に 負 の 相関 関係 が 認め られ , C 群 で は 平 
均 Y822 で 対照 群 の 87% に 比べ て か な り の 低 値 を 示し た 。 
し か し 女 で は 全 に が 多く , 特に A 群 の よう 
な 本 虫 卵 陰性 者 群 や 少数 寄生 者 群 で も 低 血 色素 を 示す も 
の が 多 か つ た た めか , ば ら つ き が 甚だ し く , 貝 卵 数 と の 
間 に 一 定 の 傾向 が 認め られ な か つた 。 

好 酸 球 で は 虫 卵 数 と の 間 に 正 の 相関 関係 が か な り 認 め 


(42 ) 


られ , 特に C 和 群 男 女 で は 著 明 な 増加 を 示し た 。 と れ は 寄 
生 虫 体 数 が ある 程度 に 達する と , 宿主 に 何ら か の 影響 を 
与え る と こと を 意味 する と 思わ れる 。 

網状 赤血球 も 虫 卵 数 と の 間 に 好 酸 球 と 同様 の こと が 証 
明 さ れ た が , 好 酸 球 ほ ど 明 ら か で は な か つた 。 他 方 綱 状 
赤血球 は 血色 素 量 と の 間 に 男 女 共に 推計 学 的 に 負 の 相関 
が 証明 され て いる の で , 本 貝 寄 生 の 増加 に ょ つて 衝 血 の 
前 段階 と し て 網状 赤血球 の 増 多 が 現れ る も の と 考え て よ 
いよ う で ある 。 
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第 4 図 時 好 酸 球 数 と 血色 素 量 と の 相関 図 
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第 5 図 赤面 球 EPG と の 相関 図 


結 

昭和 82 年 1 月 か ら 2 月 に と かけ て , 新潟 県 の 一 農村 で 東 
洋 毛 様 線 虫 寄生 者 の 臨 閑 的 観察 を 行い , 次 の 結果 を 得 た 。 

1) 濃厚 寄生 者 群 ( 虫 卵 数 。 EPG 1,000 以上 ) で は , 
大 多数 の 者 が 自覚 症状 を 訴え , を その 中 で も 神経 症状 が も 
つと も 多く , 胃腸 障害 が これ に つい だ 。 対 ある 本 
卵 陰性 者 群 で は 訴え が 殆ど な か つた 。 

2) EPG の 増加 に と も な い , 男 で は 血色 素 量 の 低下 


を 認め た が , 女 で は ば ら つ き が 甚だしく, その 関係 が 証 
明 さ れ な か つた 。 又 赤血球 数 と ついては, 男 で は EPG 
と の 間 に 相 関 関係 を 認め な か つた が , 女 で は か る い 負 の 
相関 関係 を 示し た 。 

8) EPG の 増加 に と も な い , 男女 と も あき ら か に 好 
酸 球 増 多 を 示し , 殊 に 濃厚 寄生 者 群 で は 著しい 増 多 が 認 
め ら れ た 。 

4) EPG の 増 多 に と も な い , 男女 と も 網状 赤血球 の 
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第 6 図 各 群 の 網状 赤血球 数 平均 値 の 比較 
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第 7 図 綱 状 赤血球 数 と 血色 素 量 と の 相関 図 
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増 多 を 示し た 。 

5) 好 酸 球 数 と 血色 素 量 と の 間 に は , 男 で は 負 の 相関 
関 係 を 認め た が が, 女 で は あき ら か な 関係 を 証明 する に 至 
ら な か つた 。 

6) 網状 赤血球 と 血色 素 量 と の 間 に は , 男女 と も 負 の 
相関 関係 を 認め た 。 


本 調査 に 終始 熱心 な ど 協 力 を いた ヾ いた 三条 保 健 所 。, 
三条 市 衛生 課 # よび 松川 責 医 師 以 下地 元 の 各位 に 対し て 
深謝 する ° 
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Summary 


Clinical observation on the Tnchostrongylus onen- 
harborers has scarcely been made, and the patho- 
genicity of this worm tends to be neglected, too. 
The mass examination of the harborers of Trcho- 
strongylus onentalis concerning such items as chief 
complain, past history, physical finding, laboratory 
test of blood and feces, which was made between 
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January and February 1957 in a certain area of 
Niigata Prefecture, leads to the following result. 

1) Most of the severe harborers in which para- 
sited worm counts more than 1,000 presented signs 
of nervous irritation such as fatigue, weariness of 
extremities, headache and disturbed sleep; and 
not few of them complained intestinal disturbance, 
while non-harborers complained of few signs above: 
mentioned. 

2) In reverse proportion to the EPG (eggs per 
gram), the gradual decrease of hemoglobin content 
was observed in the male, which was not in the 
female. No definite relation between erythrocyte: 
count and EPG was fond. 

3) Parallelism was found between increase of E: 
PG and eosinophilia in both sexes, i. e. marked 
eosinophilia in heavy harborers. Another parallel- 
ism was revealed between EPG and reticulocyte: 
count, however not so marked as with eosinophilia. 

4) Negative correlation was proved between 
eosinophilia and hemoglobin content in the male, 
but not in the female. The same correlation was 
proved between reticulocyte and hemoglobin cotent 
in both sexes. 
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種々 な 温度 に る 多 虫 の 組織 性 に 関す る 研究 (1 ) 


水 相 に ける 4. duodenale A. caninum 
に つい て の 


西 


村 


大 阪 大 学 微生物 病 研 究 所 寄生 虫 原虫 学部 (部 長 森下 攻 教 授 ) 
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釣 虫 仔 虫 の 経 冒 的 侵入 の 機転 に は その 仔 虫 自体 の 外界 
に 於 ける 運動 能 が 重要 な 要因 と し て は た らく と と は 疑い 
の な い 処 で , 従 つ て それ を 解明 する た め に は 自然 界 の 諸 
条件 の 中 で 仔 虫 の 運動 能 に 最も 主要 な 影響 を 与え る と 思 
われ る , 温度 と の 結び つき を 追及 する と と が 極め て 肝要 
な こと と で ある と 考え られ る 。 と の 意味 か ら 仔 虫 の 経 盾 
的 侵入 に 関連 し て , 仔 虫 の 運動 と 温度 と の 関係 を 重視 し 
と れ を 実験 的 に 究明 し ょ うと 試み た の は , 本 邦 に 於 いて 
は 江口 (1922), (1924), 鈴木 1925), 山口 1930) 
等 で あぁ あり, 夫々 異 つ た 観点 か ら 動 物 感 染 実 験 を 行い , 或 
は 諸 種 の 動物 の 組織 の 一 片 を 仔 虫 と 接触 せしめ る な ど し 
て 種々 な 知見 を 得 て い る 。 即 ち 江 口 は 釣 仔 虫 の 組織 内 侵 
入 は 生 組 織 で ある と 死 組織 で ある と を 問わ ず , 又 足 乳 動 
物 , 鳥類 両 棲 類 , 魚類 で ある と を 問わ ず 行 われ る 事実 
を 確 め , 皮膚 の 温度 , 血行 , 毛 電 , 皮脂 腺 の 存在 は 仔 虫 
の 侵入 に は 必要 な 条件 で は な いと 述べ , 小菅 , 銘木 も 相 
似 た 実験 を 行 つ て それ を 認め た 。 又 山口 は 仔 虫 の 皮膚 侵 
入 に 対す る 日 光 及 び 気 温 の 影響 に つい て 観察 する た め , 
仔犬 に 犬 多 仔 虫 を 感染 せしめ る 実験 を 行 つ た 結果 , 仔 虫 
の 侵入 に は 日 光 の 有無 及び 強弱 は 影響 する こと と 少な く , 
温度 の 高低 の み が 重 要 な 要素 で ある と 述べ て いる 。 即 ち 
之 等 の 既往 の 結果 を 総括 的 に 考察 すれ ば , 多 仔 虫 の 皮 冒 
侵入 を 決定 する 上 に 極め て 重要 な も の は , 仔 虫 の 活動 性 
を 元 進 する 温度 刺 載 で ある と 考え られ , 従 つて 温度 変化 
に と も な う 仔 虫 の 運動 能 の 変化 を 追及 する と と が と こと れ を 
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解明 する 上 に 枢 要 な 知見 を 提供 する こと と な る と 思わ れ 
る の で ある 。 要 する に と の 様 な 知見 及び 所 調 超 性 問題 を 
含め た 仔 虫 の 一 般 行 動 生 理 に 関連 し た 知見 が , その 皮 財 
侵入 性 の 解明 に 役立つ 基本 的 な も の と な る の で ある が , 
と これ に つい て は Fuilleborn (1924, ′82), 平 井 (1929), 分 
島 (1983), 北山 (1985), 原田 (1952,。 58) 等 の 系 統 的 
な 研究 が 既に 相当 な 成果 を あげ て いる 。 六 最近 安 羅 岡 

(1955) は 釣 仔 虫 の 動 性 と 温度 と の 関係 に つい て 観察 を 
行い , 仔 虫 の 運動 が ある 温度 領域 で は 安定 し た 律動 性 を 
示す と と か ら , 頭 端 の 振動 数 及び 体 軸 の 方 向 転 換 の 度合 
を 測定 し , これ を 基 と し て 仔 虫 の 宿主 皮 財 接 近 の 機構 を 
考察 レ し て いる の が 注目 せら れる 。 

私 1956〉 は さき に 人 血清 並び に 諸 種 の 動物 の 血清 を 
入れ た 家 膜 を 釣 仔 虫 と 接触 せしめ る と 一 定 の 
件 下 に 於 いて は 水中 で ある と 土壌 中 で ある と を 問わ ず 仔 
虫 が その 組織 内 及び 血清 内 へ 侵入 する こと と を 認め た が , 
こと の 事実 と 基づい て , と の 方 法 を 用 い 釣 仔 虫 の 温度 と 組 
織 侵入 と の 関係 を 更 ら に 追及 出来 る の で は な いか と 考え 
て 先ず 水中 に 於 ける 実験 を 試み た 。 十 し て その 結果 接触 
する 温度 に よっ つて , 釣 仔 虫 の 組織 侵入 性 が 種々 に 変化 す 
る と と を 知り 得 た の で 此処 に 報告 する 。 

実験 方 法 と 材料 

実験 に 当 つ て さき に 用 いた 家 束 勝 腕 膜 は 一 時 に 多数 を 
入手 する と と が 困難 な の で , これ に か わる も の と し て 家 
宮 小 腸 の 使用 を 考え 予備 的 な 実験 を 重ね た 処 , 勝 腔 膜 の 
場合 と 同様 の 結果 を 得 た の で 本 実験 で は これ を 使用 する 
と と と し た 。 即 ち 家 小 腸 を 洗 共 し た 後 , これ に 人 血清 
1.5 cc を 入れ 両側 を 緊 揮 し て 腸詰 型 と し た も の で ある 。 

実験 は 先ず 直径 8.5cm, 高 る さ 2.5cm の シヤ ー レ 内 に 
水道 水 10cc を 入れ 所 定 の 水温 と し た 後 。 これ に 予め 数 を 
算定 し た 仔 虫 を 投入 し その まま 所 定 温度 の 器 内 
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に 約 2 時 間 放 置 す る 。 此 の 様 な 操作 の 後 , その 中 央 部 に 
前 記し た 処 の 血清 を 入れ た 小腸 を 置き その まま 仔 虫 と 2 
時 間接 触 せ しめ, これ を 取り 出し て 水洗 し た 後 , その 組 
織 内 及び 血清 内 へ 侵入 し た 仔 虫 の 実数 を 算 え た 。 実験 に 
使用 し た の は 虫 C4. duodenale) 及び 犬 釣 
(A. canimim) の 32 種 の 仔 虫 で , 両者 共に 平面 濾紙 培養 
法 に よ ょ つて 得 た 培養 後 6~8 日 目 の 感 染 型 被 靖 仔 虫 で あ 
る 。 仔 虫 算定 に は 先ず 仔 虫 を 失 試験 管 に 集め た 
後 , 102 砂 糖 水 の 中 に 移 レ ( 液 の 比重 を 高め て 仔 虫 の 速 
や か な 管 底 へ の 沈降 を 防ぐ た め の 操 作 )〉 よく 携 拝 し て 仔 
虫 が 水中 に 均等 に 分 散 す る 様 に た に し, 後 此 の 0.1cc を 採 つ 
て その 数 を 算 え , これ を 5 回 繰返し て その 平均 値 を と つ 
た 。 尚 叉 シヤ ー レ 内 に 於 ける 水深 は 約 0.2cm で 極め て 
が , この 様 に し た 理由 は さき の 実験 に いて 多 
は 水中 に 於 いて は 試験 容器 の 旗 部 を 食 行 し て の み 侵 入 が 
可能 で あり , 溢 汽 し て 侵入 する こと と は 不可 能 で ある と の 
結果 を 得 た こと か ら , 侵入 し 易い 条件 を 考慮 し た た めで 
ある 。 

実験 し た 水温 域 は 15C ょ り 42°C の 間 で , 温度 間隔 を 3 
C と し て 1 つの 水温 と つい て 10 回 宛 実験 を 試み , 1 回 の 
実験 に は ツジ ビ = 釣 仔 虫 500 隻 ~ 800 隻 , 犬 多 仔 虫 1000 令 
へ ~2500 隻 を 使用 し た 。 

実験 結果 

(1 う マビ = に つい て の 実験 

第 1 表 は 本 仔 虫 の 組織 内 及び 血清 内 へ の 侵入 率 を 示し 
た も の で ある が , 表 で 明らか な 通り 仔 虫 の 侵入 は 実験 レ 
た 温度 域 の 総 て に 於 いて 認め られ , 各 実 験 を 通じ て その 
侵入 率 の 最低 は 88C の 場合 の 1.42%%, 最高 は 2#C の 場合 
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の 682% で , その 平均 より すれ ば 15°C の 場合 の 5.7 を 最 
低 と し , 27C で は 87.82 と 最高 の 値 を 示し て いる 。 億 し レ 
征 此 の 結果 の 全般 に つい て 認め られ る と と は , その 侵入 
率 の 変動 が 其 だ し いこ と と で 同一 の 温度 下 に 於 いて も 大 き 
な 差異 が 認め らち られ, その 分 散 比 は 2#C で 最も 大 きく 15°C 
に 於 いて は 最も 小さ く な つて いる 。 即 ち 此 の 様 に 仔 虫 の 
侵入 率 は 同一 の 温度 に 於 いて も 一 定 は し て いな い が , 凡 
その 傾向 より すれ ば , その 平均 値 は 15C よ り 温 度 の 上 昇 
に と も な つて 潤 次 高く な り 27°C に 於 いて 最も 高く , 380 て , 
83C で は 低く な る が 再び 86°C, 89°C 附 近 に 於 いて 高く な 
る と いえ る 。 尚 血清 内 と 組織 内 と の 仔 虫 の 侵入 数 に 何等 
か の 傾向 が みとめ られ な いか と 思い 検討 し た が , 組織 内 
へ の 侵入 数 が 多い 場合 に は 概ね 血清 内 の 侵入 数 も 多く 。, 
と の 関係 が 温度 変化 と ょ よって 変動 する 様 な こと は 認め ら 
れ な い 。 

次 に と れ 等 の と と を 図示 すれ ば 第 1 図 の 様 に な り , を 
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18 0 0 0 0.18 0.20 0.36 0.54 0.83 1.45 2.49 0.60 0.641 1.05>m0.15 
21 0.73 0.85 1.12 1.36 1.59 2.54 2.75 4.35 5.96 8.97* 2.36 3.132 3.44>m1.28 
24 1.12 1.30 1.43 1.72 2.02 2.30 2.35 2.83 3.51 3.93 2.25 0.882 2.78m1.72 
2 0.20 0.22 0.27 0.41 0.52 0.62 0.65 0.70 0.88 1.69 0.62 0.192 0.87>m20.37 
30 0.06 0.11 0.13 0.16 0.18 0.18 0.30 0.46 0.60 1.12 0.33 0.105 0.512m20.15 
33 0.08 0.08 0.11 0.12 0.12 0.12 0.17 0.36 0.47 0.48 0.21 0.026 0.30>m0.12 
36 0.12 0.22 0.38 0.48 0.70 0.70 0.72 0.93 0.96 0.99 0.62 0.102 0.80=m0.44 
39 0 0 0 0 0 0.320.32 0.46 0.62 0.92 0.27 0.109 0.45 守 m0.09 
42 0 0 0 0 0 0 0.32 0.34 0.56 0.64 0.19 0.066 0.34 守 m20.04 


* 検定 の 結果 し た 。 


の 侵入 率 が 24*C 乃 至 2C 及 び 36°C 乃 至 89C に 於 ける 2 つ 
の ピー ク を も つと と が より 明確 と な る 。 以上 の 様 に 各 
温度 間 に 於 いて 仔 虫 の 侵入 率 が 異 つ て いる と と か ら , 之 
等 の 温度 間 に 於 ける 侵入 率 に 有意 差 が 認め られ る か ど ぅ 
か に つい て 検定 を 試み た 。 即 ち そ の 結果 で は 5 以下 の 
危険 索 で 有意 差 の 認め られ た の は 21'C と 27°C, 27°C と 33 
27C と 36°C, 36°C と 42°C, 86°C, 38°C と 89°C 
の 各 温度 間 で あり , 其他 の 温度 間 で は 有意 差 が 認め られ 
な か つた 。 尚 24C の 場合 は 分 散 比 が 大 きく 此 の 実験 方 法 
或 は 此 の 例 数 に 於 いて は 他 の 温度 と の 比較 は 出来 な か つ 
た が , 侵入 率 は 概ね 高い の で は な いか と 推察 され る 。 

之 等 の 結果 か ら み て ジン ビニ = 多 仔 虫 の 組織 侵入 性 は 温度 
の 変化 と 共に 大 きく 変動 する も の で あり , 特に 27°C と 39 
°C の 温度 に 於 いて は 明らか に 他 の 温度 に 於 ける 場合 より 
も 侵入 率 が 高い と いう 結果 が 得 ら ちら れ た 。 

(2) 犬 釣 虫 に つい て の 実験 

犬 多 で は その 侵入 率 が ビ = 多 虫 の 場合 と 
に 異 つ て いる と と は , 第 2 表 に 示す と こと ころ か ら 明 か な こと 
と で , 侵入 率 が 最も 高 か つ た 場合 で も 21'C の 8.97%% ( 科 
存 検 定 の 結果 棄却 し た ) に 過ぎ ず 一 般 に 極め て 低 率 で あ 
る と と が 注目 せら れる 。 し か る も 15°C, 18C 及 び 39°C, 


42C に 於 いて は ツ ビ = 多 仔 虫 の 場合 と 異 り , 夫々 仔 虫 の 
侵入 が 認め られ な い 場 合 が 起り , 低温 域 と 高温 域 に 於 け 
る その 侵入 率 は 凡そ 対 貴 的 と な つて いる 。 即 ち そ の 侵入 
率 の 平均 は 15C より 温度 の 上昇 と と も な い 高く な り , 
24 いて 最も 高く 夫々 2.862%2.25% を 示し , 
以後 86 で に 於 ける 生 々 高い 値 を 除い て は , 略 々 高温 と な 
る に 従っ て 低下 し て いく 傾向 に ある と いう と と が で き 
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る 。 尚 その 分 散 比 は 21°C の 場合 に 於 いて 極め て 大 きい 。 
次 に これ を 図示 する と 第 2 図 と な る が , 一 見 し て 知ら 
れる 様 に 各 温 度 に 於 ける 侵入 率 の 変動 の 凡そ の 傾向 は ツ 
ビニ = 釣 仔 虫 で みち られ た 場合 と 極め て 酷似 し て お り , た だ 
その 侵入 率 が ビー= 仔 と 異 り ょ より 8 低温 の 
方 に づれ た 21°C, 24C に 於 いて 高く 且つ 86°C 乃 至 
に 於 ける 侵入 率 の 上 昇 が 認め られ ず 86°C に 於 いて 紅 か の 
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上 昇 が 認め 得る に 過ぎ な い 点 が 異 つ て いる 。 之 等 の 結果 
か ら 各 温度 間 の 侵入 率 に つい て 有意 差 の 検定 を 行 つ た 処 
5 % 以 下 の 危 険 雪 で 有意 差 の 認め られ た の は , 18°C と 24 
80C と 36°C, 86C と 42°C, 86C と 89C 及 び と 39 
°C の 問 で , その 他 の 温度 間 で は 有意 差 が 認め られ ず , 又 
21°C の 場合 は 分 散 が 大 きく 他 の 温度 と の 比較 は で き な か 
つた が , マツ ビ = 多 仔 虫 の 24 で の 場合 に 於 ける と 同様 に そ 
の 侵入 率 は 概ね 高い も の と 推察 せら れる 。 
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即ち 以上 の 検定 の 結果 か ら み て 犬 釣 仔 虫 の 侵入 率 は , 
概ね 24C で 高く な り , 86°C に いて も 生 高く 
な る 傾向 が み ら れ る と いい うる 。 

と : 

釣 仔 虫 の 運動 能 が その 仔 虫 の 接触 する 温度 に ょ っ つて 変 
化す る と こと は 古く より 知ら れ て いる 処 で あり ,。 ひい て は 
と れ が 経 膚 的 侵入 を 決定 する 1 要因 と し て 重要 な 意義 を 
ぁゃ つの で は な か ろう か と 推察 され る 。 私 は とこ の 様 な 意 
味 か ら 釣 仔 虫 の 組織 侵入 性 が 温度 変化 と に ょ よ つ て どの 様 に 
変動 する か を 確か め る べく , 先ず 水中 に 於 ける 実験 を 試 
みた を が, これ に つい て は 種々 複雑 な 因子 が 存在 する も の 
で も あり , その 成績 に つい て の 検討 は 今後 の 実験 の 結果 
に 公 ち た いと 考 えて いる 。 た だ 本 実験 の 結果 に よる と 
= 虫 及び 犬 仔 虫 は , 両 種 共に 温度 の 変化 と と 
も な つて その 侵入 率 が 変動 する と と, 並び に 此 の 二 者 の 
間 に は 顕著 な 侵入 率 の 差 が あり , 前 者 が 後者 より 著 明 に 
高い と と を 知 つ た 。 即ち 各 温 度 間 に 於 ける 侵入 率 を 比 
検 討 し た 処 , ツマ ビ = 釣 仔 虫 で は 略 々 至 及 び 
に いて , 犬 で は 至 24C 及 び 86°C に 於 
いて 侵入 率 が 高まる こと が 判っ つた 。 と れ を 要約 すれ ば 釣 
仔 虫 の 組織 侵入 性 は 温度 変化 と と も な い 変 動 し , 又 種 類 
に ょ つて その 侵入 性 が 異 る と いい 得 ら れる 訳 で ある が , 
と こと で 私 が 特に 興味 深く 感じ る と と ろ は , 両 種 間 に 顕 
著 な 侵入 性 の 差 が 認め られ る に 拘ら ちず その 傾向 が 相似 性 
を も つと と , 及び 386°C, 89C と いう 高温 域 に 於 いて 侵入 
率 が 再び 高まる こと で ある 。 即 ち 前 者 の 事実 と に つい て は 
その 侵入 率 の 差 が どの 様 な 因子 に よる も の で ある か を 軽 
々 し く 論 ずる こと と は 出来 な い が , た だ 最も 考慮 し な けれ 
ば は なら な いこ と と は , 此 の 実験 が 犬 釣 仔 虫 に 対し て も 人 血 
清 を 用 いた も の で あり 本 種 が 血清 の 種類 に 対し て 態度 を 
羅 と する も の で あれ ば , 犬 血清 に 対す る 実験 を 行っ つた 後 
に 於 いて 考察 すべ き 問 題 で ある と 考え て いる 。 《 ツ ビ = 
多 に つい て は , 先 (1956) の 実験 に いて , 人 
家 兎 の 諸点 清 の 間 に 侵 入 性 の 差 が 認め られ な か つた 。 ) 

次 に 後者 の 事実 に つい て は , と の 温度 域 が 凡そ 哨 乳 動 
物 の 体温 域 で ある 点 か ら 考 え , 体内 に 侵入 し た 後に 於 け 
る 仔 虫 の 運動 能 を 示す 重要 な 知見 で は な か ろう か と 推察 
し て いる 。 沿 さき に も 述べ た 様 に 安 羅 岡 は 犬 多 仔 虫 の 動 
性 の 観察 か ら , 87C 以 上 で は けい れん 的 な 不 規則 運動 が 
み ら れ る と いつ て お り , と これ と の 関連 性 も また 興味 が 深 
い 。 た だ 氏 が 述べ て いる と と ろ の 犬 釣 仔 虫 に つい て は 16 
'C ょ り 80°C の 問 で は 温度 の 上 昇 す る に 従っ つて その 仔 虫 の 
動 性 が 高まり , 80°C 附 近 で は それ が 最高 に 達する と いう 
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事実 は , それ が 動 性 に つい て の 観察 で ある 以上 , 釣 仔 虫 
が ある 物質 に 接する 場合 に 当然 起 る と 考え られ る 諸 種 の 
物質 に 対す る 超 性 と , どの 様 な 結び つき を も つも の で あ 
る か は 検討 を 要する 処 で ある と 考え て いる 。 

要する に 本 実験 に と たよ つて 観察 し 得 た 仔 虫 の 運動 能 に は 
血清 に 対す る 向 化 性 CChemotropism) 及び 小腸 組織 に 
対す る 向 組 織 性 (Histotropism) が 大 きく 関与 し て いる 
も の と 理解 し て お り , 温度 刺 埋 に よる 運動 能 の 発揮 が 紫 
の 様 な 物質 に 対す る 超 性 と 相 條 つて 現 わ さ れ た も の と 考 
えた い 。 : 

以上 述べ た 通り で ある が , 此 の 実験 に 於 いて 最も 問題 
と せら れる 処 は , 使用 し た 仔 虫 の 全部 が は た し て 正常 な 
運動 能 を も つた も の で あつ た か どう か と いう 点 , 及び 家 
更 小 腸 も 必ず し も 同一 で は な いと いう 個々 の 実験 条件 の 
差 で ある 。 即 ち 之 等 の 因子 が 此 の 実験 た に 於 いて み ら れ な た 
様 な , 同一 温度 下 に 於 いて で も 仔 虫 の 侵入 率 が 大 きく 変 
動 し た 原因 と な つた の で は な いか と も 考え られ る が , い 
ずれ に せ ょ ー 応 は これ に ょ つて 凡そ の 傾向 は っ つかみ 得 た 
の で は な いか と 思考 し て いる 次 第 で ある 。 尚 接触 時 間 を 
2 時 間 と し た 点 は , 前 報 で 述べ た 実験 結果 より 最も 適切 
で ある と 考え られ た た めで あつ た が , 江口 (1928〕) も 動 
物 実 験 に と ょ よ つて 仔 虫 の 侵入 は 80 分 乃至 2 時 間 で 終り 。 そ 
れ 以 上 の 時 間 を か け て も 仔 虫 の 侵入 は か わら な いと 述べ _ 
て いる と と と よく 一 致し , 不適 当 で あつ た と は 考え 難い 
が , と これ に つい て も を 今後 追及 し た いと 考え て いる 。 

1. 水中 に 於 ける 釣 仔 虫 の 組織 侵入 性 は 温度 の 変化 に 
と も な つて 変動 する 。 

2。 同一 温度 下 に 於 いて も 仔 虫 の 侵入 率 の 変動 は 大 き 
い が ,。 と れ を 比較 検討 し た と ころ で は その 凡そ を の 傾向 は 
ビ 仔 虫 で は 24C 至 27 で 及び 89°C に 於 いて , 犬 
仔 虫 で は 21°C 乃 至 24C 及 び 36°C に 於 いて 侵入 率 の 高まり 
が 認め られ る 。 

8。 ビ 虫 に 比較 し て 犬 仔 虫 の 侵入 率 は 
に 低く , 前 者 の 最高 が 68 衝 で ある の に 対し , 後者 で は 8 
2% に 過ぎ な か つた 。 

4。 8 の 事実 に ついては, 実験 に 用 いた 血清 が 人 の も 
の で あつ た た めか 否 か は 明らか で な い が , 犬 多 仔 虫 の 固 
有 宿 主たる 犬 血清 に 対す る 態度 を 明らか に する こと と が , 
今後 に 残さ れ た 問題 で ある 。 

5。 上 述 の 事実 か ら 之 等 の 温度 に 於 ける , 侵入 率 の 高 
まり の 意味 する と こと ろ を 追究 する とこ と は , 仔 虫 の 経 膚 的 
侵入 の 機転 を 解明 する 一 つの 手がかり と な る も の と 信じ 
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られ る 。 


終り に 本 研究 に 終始 御 指 導 を 賜っ つた を 森下 教授 
びに 御 助 言 を 頂い た 伏見 博士 に か 感謝 致し ます 。 
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Summary 


From the standpoint of view that the activity 
of hookworm larvae may be stimulated by the 
temperature, the author performed an experiment 
to know how the temperature may give influence 
upon their tissue-invading activity. For this purpose 
the author used tubular pieces, 2.5 cm. long, of 
rabbit intestine, which were fastened at both ends 
and contained 1.5cc of human serum. The pieces 
were immersed in water in Petri-dish and kept at 
various temperatures ranging from 15°C to 45°C. 
The hookworm larvae of known number were 
placed in water and after 2 hours the number of 
larvae found in the tissue and serum was calculated. 
The experiments in every temperature were repe- 
ated 10 times respectively, and the results were as 
follows. 

(1) The tissue-invading activity of hookworm 
larvae may depend on the degree of temperature. 

(2) Although even at the same tempereature 
a marked variation of invading rates was observed, 
there were general tendencies that the rates rose at 
the temperatures ranging from 24°C to 27°C and 
again at 37°C for Ancylostoma duodenale, and at 
those ranging from 21°C to 24°C and again at 
36°C for A. caninum. 

(3) Generally speaking, the invading rate of 
A. caninum is considerably low as compared with 
that of A. duodenale, being 8.9% and 68% in 
maximum respectively. 

(4) As there is a question whether or not the 
result of A. caninum may be due to the sort of 
serum applied, being human, another experiment 
with dog serum should be performed for A. cani- 
num, although for A. duodenale there was observed 
no difference of invadijng rate among sera of 
man, horse, and rabbit, as previously reported. 

(5) At any rate, the results obtained in this 
experiment are thought to be useful for the consi- 
deration on the role of temperature in the tissue- 
jnvading activity of hookworm larvae. 
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新潟 県 に お ける 新しい 肺 吸虫 症 の 流行 地 と し て 直江 津 
地区 が ここ と 数 年 来 注目 され て お り ,。 これ に つい て は 著者 
ら の うち の 平野 ・ 中 川 (1956, 1957) お ょ び 横 川 宗雄 ・ 
大 島 知 夫 (1955) が 詳細 な 調査 報告 を 行 つ て いる 。 し か 
し な が ら 本 症 の 流行 地 と し て 古く か ら 知 られ て いる 本 県 
の 加茂 市 七 谷 , 中 蒲原 郡 村 松 町 大 滝原 , 中 魚沼 郡 千 手 町 
・ 上 野村 ・ 桶 村 ・ 十 日 町 市 下 条 ・ 糸 魚 川 市 今井 の 諸 地 区 : 
の 状況 に つい て は 現在 殆ど 不明 で あり , 報告 は いずれ も 
明治 ・ 大 正 年 間 の も の で 昭和 に な つて か ら は 伊藤 辰 治 
(1936) の 糸魚川 市 今井 で の 調査 が ある だ け で ある 。 し 
た が つて , と これ ら の 古い 流行 地 の 変 居 と 現状 を , 新しい 
流行 地 で ある 直江 津 地 区 と 対比 し な が ら 追 求 レ し て みた い 
と 思い , 昭和 80 年 6 月 以降 本 調査 に 着手 し た 。 
新潟 県 の 肺 吸虫 症 は , 明治 11 年 Baelz (1878) が わが 国 
で 初め て 本 症 で ある と 診断 し た 患者 が 加茂 市 谷 の 居住 
者 で あつ た こと と に 始ま る 。 明 治 25 年 相馬 久 , 二階 堂 保則 
892) ほか は 同 地 で 疫学 的 調査 を 行い , 本 県 も 肺 吸虫 第 
の 流行 地 と し て 知ら れる よう に な つた 。 同 年, 浅井 仁 庵 ・ 
浅井 頁 吉 (1892) の 報告 て で は, 佐渡 に お いて 新 流 行 地 で あ 
る 直江 津 地区 に 隣接 する 東 郡 浦川 原町 出身 者 の 
中 か ら 肺 吸虫 卵 を 見 出し た と 述べ て お り , 既に 当時 か ら 
同 地 方 に 本 症 患 者 が いた こと と を 思わ せる 。 明治 44 年 沢田 
敬 義 (1911) は , 七 谷 に 隣接 する 大 蒲原 に も 患者 を 発見 
し , その 感染 経路 の 究明 た に つと め た が , 成功 する に 至ら 
な か つた 。 大 正 7 年 に は , 相 前 後 し て 川崎 泡 三 (1918) は 
中 魚沼 郡 川治 で , 川村 鱗 な ほな か (1918) は 
市 今井 で , 小児 を 主として お か し て 中 枢 神 経 症 状 と 血 疾 ・ 
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路面 を 伴う 奇病 と し て 知ら れ て いた 疾患 が が, いずれ る も 本 
症 に よる も の で ある こと と を 明らか に し た 。 と これ より 前 , 
大 正 4 年 に 中 川 幸 應 が 本 症 の 第 二 中 間 宿 主 が 淡水 産 カ = 
で ある こと と を 発見 し て お り , 上 述 の 各 流 行 地 で は 淡水 赴 
カニ =, 特に サワ ガ = の 捕食 が 禁じ られ る よう に な り 以 後 
昭和 10 年 の 伊藤 辰 治 Q9386 う ほか の 今井 地区 の 調査 成績 が 
示す よう に , 新 感 染 者 が 少な く な つて いつ た よう で ある 。 
その 後 し ば らく 本 症 の 流行 地 に つい て の 報告 が み ら れ な 
か つた が , 昭和 29 年 平野 ら が 結核 集団 検診 に 従事 中 , 直江 
津 地 区 に も 肺 吸虫 症 が ある と と を 知り ,。 それ まで の 流行 
地 が 山間 部 で ある つた の に 対し , と の 地区 は 荒川 の る を そそぐ 
海岸 地帯 で ある 点 と , そ の 第 二 中 間 宿 主 が サワ ガ = Pota- 
on dehaang で なく , モク ズ ガ Eriocheir japomicus で 
ある こと と を あげ , 横川 ・ 大 島 と 共に 広範 な 調査 報告 を 行 
つて いる 。 と これら と 別に , 昭和 81 年 大 鈴 ・ 片 桐 1956) 


は , 佐渡 産 イ タチ の 肺 か ら , 高 率 に 1 種 の 肺 吸虫 を 発見 


し , 大 平 肺 吸虫 と 同定 , 本 県 に 人 体 寄 生 の ウェ ステ ル マ 

ン 肺 吸虫 以外 の 肺 吸虫 も 分 布 す る こと を 明らか に し た 。 
調査 方 法 

新旧 両 流行 地 お よび サワ ガニ =・ モ クズ ガ = の 棲息 する 

いく つか の 地区 の 住民 を 対象 と し , 横川 ( 宗 ) の VBS 抽 

出 肺 吸 虫 抗 元 と よる 皮 内 反応 を 行 つ た 。 皮 内 反応 実施 地 

区 を 第 1 図 に 示し た 。 検査 法 は , 堂 側 前 腕 部 の 皮肉 に 約 

4 mm 径 の 膨 疹 を 作り , 直後 と 15 分 後 の 平均 径 (最長 お 
ょ び 最 短 径 の 算術 平均 の 差 が 5 mm 以上 を 陽性 と し , 
4 5mm を 疑 陽性 と し た 。 

検便 は 皮 内 反応 陽性 お よび 疑 陽性 の も の に つい て 行い 
原則 と し て MGL 法 又は AMS 1II 法 を 8 回 以上 行う と 
と に つと め た が が , 1 回 と と ど ま つ た 地区 も あつ た 。 

第 二 中 間 宿 主 の メタ セル カリ ア 調 査 は , 流行 地 お よ ょ よび 
その 他 の 地区 か ら 採 取 レ た サワ ガニ =・ モ クズ ガニ = に つい 
て 行 つ た 。 検査 法 は , 急 ・ 筋 肉 ・ 内 臓 の 3 部 に 分 け , 2 
枚 の 硝子 板の間 に 挟み , グリ ノー 解剖 顕微 鏡 下 で 精査 レ 
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第 1 図 新潟 県 に 抄 け る 肺 吸 虫 症 皮 内 
反応 の 実施 地区 


さら に 人 工 胃 液 で 消化 し , 残 流 を 再 検 し た 。 

肺 吸虫 症 皮 内 反応 の 殿 患 後 の 陽性 持続 期間 を 調べ る た 
_ め , 明治 ・ 大 正 年 間 に 本 症 に 典 患 し た とこ と が 明らか な 者 
を , 旧 流 行 地 で ある 加茂 市 七 谷 , 中 魚沼 郡 橋村 お ょ よび 糸 
魚 川 市 今井 か ら え ら び 出し た 。 ま た 中 魚沼 地区 と 糸魚川 
市 今井 地区 で は ,。 川村 ら の 記載 に 基き , 大 正 々 年 当時 脳 
症 を 呈 し た 患者 の その 後 の 経過 を 知る た め に , 当該 役場 
の 戸籍 お よび 生存 者 に つい て 種々 調査 し た 。 

調査 成績 

各地 区 の 肺 吸虫 症 皮 内 反応 の 成績 を 第 1 表 に 示し た 。 
対象 者 を 年 令 と し た が つて 幼 児 , 小 中 学 生 お よび 成人 の 
8 群 に 分 ける と , 旧 流 行 地 の 七 谷 ・ 大 蒲原 , 中 魚沼 お ょ 
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び 今 井 の 8 地区 で は , いずれ も 成人 に 陽性 者 が 目立つ て 
多く , 6.12% か ら 18.2% の 陽性 素 を 示す が , 幼児 , 小 中 
学生 に は 陽性 者 が 殆ど み ら れ ず , 陽性 を 示し て も ,。 その 
膨 疹 が 典型 的 な 磐 足 状 を 呈す る も の が な か つた 。 と こと れ に 
比べ て , 現在 流行 が みち られ る 直江 津 地区 で は , 小 中 学生 
も 成人 と 同様 の 陽性 率 を 示し て いる 。 と こと の 状況 を さら に 
明確 に する た め に , 対象 集団 の 年 令 構 成 が ほ さ 自然 に 近 
い 旧 流行 地 今 井 と 新 流行 地 直 江津 の 両 地 区 の 成績 を 棒 グ 
ラフ で 第 2 図 に 示し た 。 今井 地区 : で は 40 歳 以上 の 者 に は 
じ め て 陽性 者 が 出現 する が , 直江 津 地区 : で は 各 年 令 を 通 
じ 陽 性 者 が み ら れ る 。 

皮 内 反応 陽性 者 と 疑 陽性 者 の 検便 成績 は , 直江 津 地 区 . 
で は AMS 』『 法 8 回 検査 で 13 名 中 4 名 , 糸魚川 市 今井 で 
は 1 回 検 柚 で 10 名 中 1 名 (42 歳 の 主婦 う に 肺 吸虫 卵 を 検 
出し た が , 中 魚沼 地区 14 名 , 七 谷 ・ 大 蒲原 地区 .4 名 か ら 
は MGL 法 1 回 検査 , 両津 市 の 4 名 か ら は MGL 法 5 
回 検査 で ご いずれ も 本 虫 卵 を 見 出す に 至ら な か つた 。 

新潟 県 下 各 地 か ら 採 取 し た モク ズ ガ ニ =・ サ ワ ガ ニ = の メ 
タ セ ルカ リア 検査 成績 を 第 3 表 に 示し た 。 直 江津 地区 の 
モク ズ ガ = ニ =65 匹 中 46 匹 (70.726) に メタ セル カリ ア を 検出 
し た ほか , 中 蒲原 郡 村松 町 大 蒲原 サワ ガ = 183 匹 , 加茂 
市 谷 モ クズ ガニ = 1 匹 ・ サ ワ ガ = 8 匹 , 中 蒲原 郡 小 須 戸 
町 モク ズ ガ =18 匹 ・ サ ワ ガ ニ = 1 匹 , 十日町 市 下 条 モク ズ 
ガ =4 匹 , 中 魚沼 郡 橋 村 モ クズ ガ = 2 匹 , 糸魚川 市 今井 
サワ ガニ =89 匹 , 両津 市 モク ズ ガ =8 匹 ・ サ ワ ガ =10 匹 か 
ら は ,。 いずれ も 見 出す こと が 出来 な か つた 。 

つぎ に 大 正 7 年 当時 , 川村 が 記載 し て いる 中 魚沼 お よ 
び 和 糸魚川 市 今井 地区 の 脳症 を お こと こし た 患者 の 転 帰 を 調べ 
て みた と こと ろ , 糸魚川 市 今井 で は 当時 10 歳 か ら 24 歳 まで 
で あつ た 11 名 中 発病 後 5 年 以内 に 死亡 し た 者 4 名, 5 年 


第 1 表 新潟 県 各地 に 3 ける 肺 吸虫 症 皮 内 反応 調査 成績 
(昭和 30 年 7 月 一 11 月 ) 


谷 ・ 大 蒲原 地区 5 0 0 

54 0 0 
36 0 0 
59 0 0 
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今井 地区 一 般 (昭和 30 年 8 月 ) 


性 数 


ー10 -20 —30 —40 —50 —60 —70 —80 


第 2 図 


直江 津 地 区 一 般 (昭和 30 年 9 月 ) 
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第 2 表 カ = の 肺 吸虫 メタ セル カリ アア 調査 成績 
昭和 30 年 3 月 一 31 年 8 月 


が 


が 


場 所 


数 


内 臓 計 (%) 


内 臓 計 


村松 町 大 蒲原 
加茂 市 七 谷 
小佐 戸町 
市 下 条 
橋村 木 落 
直江 市 
糸魚川 市 今井 
両 津 市 


0 


0 
46(70.7) 


以降 現在 まで に 死亡 し た 者 5 名 , 現存 する 者 2 名 で あ 
り , 中 魚沼 郡 橘 村 で は 当時 6 歳 か ら 17 歳 まで で あつ た 23 
名 中 , 発病 後 5 年 以内 に 死亡 し た 者 1 名, 5 年 以降 現在 
まで に 死亡 し た 者 9 名 (その うち 戦死 者 8 名 う , 生存 者 
13 名 で あつ た 。 皮 内 反応 の 陽性 持続 期間 に つい て は , 上 
述 の 脳症 を 起 し 現存 する 者 の うち 診察 する こと が 出来 た 
4 名 と , 既往 歴 か ら 明 治 ・ 大 正 年 間 に 本 症 に か か つた こと 
と が 明らか な 8 名 に つい て 行い , その 成績 を 第 8 表 に 示 
し た 。 全 12 例 中 1 例 を 除い て 皮 内 反応 は 陽性 を 示し た 。 
最長 例 の 陽性 持続 期間 は 発症 後 47 年 間 , 症状 消失 後 41 年 
間 で あつ た 。 


者 接 

新潟 県 下 の 旧 肺 吸虫 症 流 行 地 の 現 況 を , 新 流行 地 で あ 
る 直江 津 地区 と 対比 し な が ら 調 査 し た 。 

肺 吸虫 症 皮 内 反応 に よる スク リー= ン グ ・ テ スト の 結 
果 , 現在 流行 が み ら れ る 直江 津 地区 で は 各 年 令 層 に わた 
り 陽性 者 が 現れ る の に 対し , 旧 流 行 の 七 谷 ・ 大 蒲原 , 中 
魚沼 お よび 糸魚川 市 今井 の 8 地区 で は , その 陽性 者 の 大 
部 分 は 40 歳 以上 の 者 で 占め られ て いる 。 と の こと と は 本 反 
応 が 殆ど 終生 持続 する 可能 性 の ある と と や , 現在 40 歳 以 
上 の 者 まで が 第 二 中 間 宿 主 が 未知 の まま 適 確 な 予防 策 の 
施さ れ な か つた 大 正 前 期 ま で に 幼少 年 期 を 送 つ た 事実 な 
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第 3 表 肺 吸虫 症 双 皮 内 反応 成績 
発症 要 状 消失 時 期 


反応 


症例 場所 年齢 性 別 


卵 検査 


1 七 谷 村 寄 上 54 8 8 21 不明 + 
2 55 8 8 14 + 
3 71 9 28 — 
4 上 野村 三 領 52 8 15 2 19 4 + 
5 下 条 村 沢 39 11 28 + 
6 60 13 30 + + 
橘 村 木 落 50 8 8 ジャ クッ ン 氏 消失 ず ー 
8 49 8 発作 性 頭 ・ 40 — 
9 今井 村西 中 46 8 8 左上 下肢 不全 麻 益 次 消失 ー 十 
10 64 27 34 + + 
11 2 46 9 肢 不 全 麻 消失 ず 
12 今井 村 谷内 48 8 11 20 + + 


ど と あわ せ て 考え る と , 過去 に お ける その 流行 の 消長 を 
推察 させ る 興味 ある 資料 と いえ よう 。 す な わ ち 本 県 に お 
ける 肺 吸虫 症 は 特に 子供 に お ける サワ ガ = 挨 食 風習 の 矯 
正 と 共に 急激 に 衰 徴 し て いつ た も の と 考え られ る 。 こ と これ 
ら の 地区 に お ける 第 二 中 間 宿 主 に つい て は , 当時 小林 久 
雄 1915 う , 川村 (1918) に ょ つて サワ ガ = で ある こと と 
が 証明 され , その メタ セル カリ ア 検 出 率 は 七 谷 ・ 大 蒲原 
地区 で は 松井 芳雄 (1915) 5 2 へ ~50%, 中 魚沼 地区 で は 
川村 (1918) 242%, 今井 地区 で は 川村 (1918) 84.6%, 
伊藤 1986) 10.0% の 成績 が 報告 さん れん て いる 。 著 者 らち の 
調査 成績 で は , 検査 数 が 不 十分 な 点 も ある が , いずれ の 
地区 で も メタ セル カリ ア を 検出 し て お ぉ お ら ず , た だ 現在 流 
行 の ある 直江 津 地区 の モク ズ ガ = に の み "0.72% の 高 率 に 
み ら れ , 旧 地 区 に お ける 流行 の 衰え を 思わ せる 。 友 内 反 
応 陽性 者 の 床 便 内 検 卵 成績 は 旧 流 行 地 で 今井 の 42 歳 の 1 
婦人 に 本 虫 卵 を 見 出し て いる が , 直江 津 地 区 の 皮 内 反応 
陽性 者 の 卵 検出 に 比べ る と 低 率 で ある の 
pe て , 旧 流 行 地 で は 現在 流行 が 終 和 師 状態 に あ 
。 患者 を みて も 散発 的 な も の と 考え られ る 

スク リー ニ = ニング ・ テ スト と し 
吸虫 症 皮 内 反応 は 特異 性 が 高く , また 即時 反応 で ある の 
で , 短 時 間 内 に 多 人 数 の 調査 が 容易 に 行わ れ , 実用 性 が 
高い こと を 確認 も た 。 ま た 前 述 の 本 反応 持続 期間 の 成績 
で も わか る よう に , 本 反応 は 一 度 感 染 し た 者 に つい て 多 
く の 場 合 殆 ど 終 生 に わた つて 陽性 を 持続 する も の と 考え 
られ る の で , 新旧 流行 地 の 調査 に と 当 つ て は この こと と を 士 
分 考 畜 し て 成績 の 判断 を 下す 必要 が ある と 考え る 。 
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本 症 に ょ る 脳症 を 起 し た 者 の 予後 ヒ に つい て は , 川村 
(1918) が 流行 地 に より 差 が ある と と を 述べ て お り , 著 
者 ら も 生存 年 数 か ら 中 魚沼 地区 の も の で は お お むね 良好 
で ある の に 反し , 今井 地区 で は 早期 に 死亡 する も の が 多 
いこ と と を 追認 し た 。 し か し な が ら , その 差 が 如 何 な る 理 
由 に ょ る も の か は , 患者 の 年 令 , 感染 濃度 , 生活 水準 な 
ど に つい て 別に 検討 し て みた が , 手がかり を 得る こと が 
出来 な か つた 。 
結 論 

新潟 県 に お ける 現在 の 肺 吸虫 症 の 流行 状況 を 知る た め 
に , 皮 内 反応 , 選 便 検査 , 淡水 産 カ = の メタ セル カリ ア 
検査 な どの 調査 を 行い , 次 の 成績 を 得 た 。 

(1) 新潟 県 で は 現在 の と と ろ 肺 吸虫 症 の 流行 は 直江 
津 地 区 以外 で は 殆ど ぁみ られ ず , 七 谷 ・ 大 蒲原 地区 , 中 魚 
沼地 区 お ょ び 今 井 地区 な どの 旧 流 行 地 で は 終息 状況 に あ 
る か , あつ て も 散発 的 な も の と 考え られ る 。 

(2) 肺 吸 虫 症 の 古い 既往 を も つ 12 例 に 対し て 皮 内 反 
応 を 行 つ た と こと ろ , 1 例 を 除き 他 の すべ て に 陽性 反応 を 
示し た 。 陽 性 例 中 最も 既往 の 古い も の は 発症 後 47 年 , 第 
状 消 失 後 41 年 で あつ た 。 

(8) 本 虫 に より 脳症 を 起 し た 者 で , 5 年 以内 に 死亡 
し た 者 は 中 魚沼 地区 : で は 23 名 中 1 名 , 今井 地区 で は 11 名 
中 4 名 で あつ た 。 


本 研究 に あたり 肺 吸虫 症 皮 内 反応 液 の 供与 と ど 助 言 を 
項 い た 千葉 大 学 横川 宗 教授 , 公衆 衛生 院 大 島 夫 
ど 協 力 を 項 い た 新潟 県 衛生 部 , 新津 ・ 三 条 ・ 士 日 町 ・ 直 
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江津 ・ 高 田 ・ 和 糸魚川 ・ 相 有川 の 各 保健 所 , 関係 各 病 院 抄 よ 
び 小 中 学校 当局 に 深謝 する 。 ま た 本 研究 費 の 一 部 は 新潟 


県 医師 会 助成 人 金 に た 仰い だ と と を 併記 する 。 
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Summary 

Attempt was made to reveal the incidence of 
paragonimiasis in Niigata Prefecture. At first the 
intradermal test was employed for screening of 
paragonimiasis, and then the eggs of lung fluke 
from feces and sputa were looked for in the posi- 
tive persons. On the other hand, metacercaria 
from intermediate host, Eriocheir japonicus and 
Potamon dehaani, was searched for in areas where 
endemic was proved and also in other areas where 
endemic was not proved. 

The result was summarized as follows : 

1) In Niigata Prefecture paragonimiasis was scar- 
cely found except such as around Naoetsu, an 
endemic area newly found. In the old endemic 
areas such as Nanatani, Okambara, Nakauonuma 
and Imai paragonimiasis seemed to be rapidly disap- 
pearing. 

2) Eleven out of twelve cases suffered from 
paragonimiasis in past history gave intradermal test, 
In one case of those the intradermal test showed 
positive reaction 47 years after the infection and 
41 years after the disappearance of symptoms. The 
evidence revealed the long duration of this intra- 
dermal test. 

3) In one location, i. e. Nakauonuma, number 
of patients who sustained brain symptoms and died 
within 5 years counted only 1 out of 23, on the 
contrary in another location, i. e. Imai area 4 
out of 11. 


55 
) 


中 に 存在 する 寄生 虫 卵 , 特に を 何等 か の 方 
法 に ょ っ つて 殺 減 する こと は , 寄生 虫 感 染 予 防 の 重要 な 方 
法 の 一 つ で ある が , 最近 は 中 小 都市 に お ける 選 尿 の 合理 
的 処理 対策 と し て 尿 尿 消化 横 を 設置 し , これ に よる 温熱 
処理 が 行わ れ , 既に 全国 で 数 十 ケ ヶ所 の 実施 又は 計画 に 至 
つて いる 。 こ と れ は つた を 1.000~20.000 石 入り 
の 消化 槽 に 入れ, 830C 以 上 に 保温 し 嫌気 性 菌 の 活動 に よ 
つて 選 尿 を 醍 酵 分 解 し , 同時 に 選 尿 中 の 病原 菌 及び 寄生 
虫 卵 を 殺 減 する と いう 構想 の も と に 設置 され つ ゝ ある も 
の で ある 。 然 し 簡 ら 今 迄 の 調査 報告 に よる と 実際 に は 必 
ず し る も 80°C, 80 日 と いう 規定 が 行わ れず , 生 低 い 温 度 で 
し か も より 短い 日 数 で 汚泥 その 他 と し て 処理 され て いる 
の が 現状 の よう で ある 。 一 方 尿 中 の 虫 の 死 減 に 対 
し て は , その 貯蔵 温度 と 貯蔵 期間 と の 組合 せ が 規 定 さ れ 
た 380"C 前 後 で は 可 成 り 大 き な 影 響 を 与え る も の の よう で 
ある と と は , 谷川 久治 氏 の 報告 に よ つ て も 明か で ある 。 

そこ と で 筆者 は 以下 の 如く , 選 原 を 実験 的 に 各 温 度 に 保 
ち , 一 定 日 数 加 温 後 の 中 の 生死 を 観察 し て , 
温熱 と よる 卵 の 状況 を 調べ た の で その 結果 を 報 
告 す る 。 

実験 方 法 

1 尿 尿 槽 と し て は 大 小 2 横 を 用 い , 1 つ は 硝子 シリ 
ンタ ダー (直径 14cm, , 高 さ 22cm, 容量 3 り で , これ に 
27 の を 入れ た も の , 他 は 硝子 管 (直径 4 cm, 
さて cm, 容量 80cc) で , これ に 50cc の 選 尿 を 入れ た も の 
を 使用 し た 。 : ; 

は 別々 に 集め られ た 人 を 1 : 5 の 比 に 混合 し 
と れ に 人 和銅 虫 卵 と その 抵抗 性 の 変ら ちな いと と が 分 つて い 
る (斉藤 , 1956) 豚 子宮 内 卵 を 5% ホルマリン 
, 5 24 時 間 放 置 し た 虫 卵 材料 を 投入 し , 卵 
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有 選 尿 を 作 つ て 実験 に 使用 し た 。 選 尿 の 量 は 上 記 の 如く 
硝子 シリ ンダ ー に は 27 硝子 管 泊 に は 50cc を 入れ , これ 
に 紙 の 蓋 を し て ゴム 輪 で 止め 上 部 か ら 温 度 計 を 挿入 し て 
所 定 の 温度 に ある こと と を 確 め た 。 

2 実験 温度 は 28~88C で , その 間 を 1°C に 区 切っ て 
6 段階 と し た 。 こ とこ の 実験 は 2 回 に 分 け て 行い , 29, 81, 
38°C の 3 例 と , 28, 80, 82°C の 38 例 を 時 期 を 異 に し て 行 
つた 。 前 者 の 8 例 に つい て は 容器 と し て シリ ンダ ー の み 
を 用 い , 後者 は シリ ンダ ー と 管 尊 を 併用 し た 。 実験 温度 
は 概ね 表示 し た 温度 を 保つ か 或いは 生 上 昇 す る 傾向 が あ 
つた が , 後者 の 実験 は 夏季 に 行っ つた 者 , 時 に 恒温 槽 が 土 
0.3~ 0.5'C の 変 城 を 持つ 場合 が あぁ あり, と この 時 は 気温 の 
上 下 に 従 つ て 断 え ず 温 度 調 節 を 行っ つて 横内 の 温度 を 一 定 
に 保つ っ つっ ょ うに し た 。 

以上 の 如き 条件 の 下 に 置い た 材料 に つい て 所 定 の 日 数 
を 径 た 後 , 27 槽 か ら は 静か に 携 振 し な が ら 50cc を 採 
り , 50cc 槽 は その 全量 を と つて それ ぞ れ ガーゼ 1 枚 で 演 
過 し , 遠心 沈 淫 操 作 に ょ つて 水洗 し , 素 焼 血 に の せ て 28 
で 培養 し た 。 養 後 の 虫 は アン チ ホ ルミ 
ン 液 を 加え て 830 分 放置 し , 蛋白 被膜 を 除去 し 100~ 200 
コ を 観察 し て 生死 の 判定 を 行 つ た 。 貝 卵 の 生死 は 7 日 目 
毎 に 観察 し , 最終 的 に は 60~"70 日 後 の 結果 か ら 仔 虫 形成 
を 生 , 単細胞 , 変性 死 と し て 判定 し た 。 
50~60 日 後に つ て な お 分 期 は に ある は 
すべ て 卵 と 見 た 。 

実験 成績 

I. 第 1 回 実験 

図 1 に 示す 如く 29°, 81°, 88C に お ける 温熱 を 行 
つた 結果 ご ある 。 と れ は 観察 日 数 が 生 々 粗 で , 2, 4, 
6,。 9, 12, 15, 日 迄 の 6 段階 , 何れ も 硝子 シリ ンダ ター 
(大 容器 ) を 用 いた も の で ある 。 

29C: 4 日 目 迄 は 90 以 上 の 生存 率 を 示し , 9 日 目 
に な る と 222% と 減少 し , 以後 15 日 目 に は 8 となり, 生 
存 率 は 10 錠 以下 と な つた が な お 明らか に 仔 虫 形成 卵 を 認 
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め た 。 

31C: 4 日 目 に は 生存 率 902 以 上, 6 日 目 に は 32% 
然るに 9 日 以降 は 5 以下 と な り , 9 ~15 日 目 で は 何れ 
も 1~ 2 の 生 卵 を 残す の と な つた 。 

338C: 2 日 目 で は 94 と 殆 ん どの 貝 卵 は 生存 し て い 
た が , 4 日 目 に 至る と 早く も 生存 率 45 衝 と 落ち て 既に 半 
数 の 虫 が 死 し , 6 日 上 に は 1 な つて 殆 ん どの 
卵 は 死滅 し た も の と 見 父 さ れ る 。 9 ~15 日 に 至 つ て は 生 
全く 認め な か つた 。 

『』 第 2 回 実験 


に ます 
sg 
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第 2 図 加 温 後 の 尿 中 卵 仔 下 成 率 


図 2.8 に 示す 如く , 28°,。 80°, 82C に お ける 中 
虫 生存 率 は 経過 日 数 と 共に 次 低下 し て ゆく 傾向 
が 認め られ た 。 そ し て 実験 的 民 尿 横 と し て シリ ンダ ー を 
用 いた 場合 と 管 酒 を 用 いた 場合 と で は , 何れ の 温度 に お 
いて も 略 々 同様 の 傾向 を も つて 生存 率 が 低下 し 。 と れ ら 
の 容器 と にょ る 生存 率 の 差 は 今回 の 試験 で は 著 明 に は 認め 
られ な か つた 。 

28C : 実験 開始 か ら 6 日 目 に 至る まで 902 以 上 の 生 


153 


1 23 4 5 6 7 $ 9 10 13 144 15 
日 数 


第 3 図 加 温 後 の 中 仔 形 成 率 
(50cc , 比 1: 5) 


存 率 で , その 間 死 減 率 は 何れ も 102% 以 内 で 著 明 な 差 は な 
い 。 日 以降 で は 日 目 の 生 存 率 84%% (大 容器 ) , 772% 
( 小 容器 ), 8 日 目 は 562 (大 ) う , 692% ( 小 ), 10 日 目 
は 512% (大 ) , 582%2 ( 小 ) と 生存 率 は 蘭 次 低下 する 。 し 
か し 10 日 過ぎ て 恒温 槽 の 温度 が 気温 の 影響 で 8380 で に 上 昇 
する と いう 事態 の た め , 12 日 に 取出 し た 虫 卵 は 殆 ん ど 死 
卵 で , 生 卵 は (大 う , 小 ) し か 認め られ 
な か つた 。 培 養 初 期 と は 分 裂 卵 を 観察 し た が ,。 すべ て が 
仔 虫 形成 卵 に まで 発育 する に 至ら な か つた 。 

実験 開始 より 4 日 目 和 上 の 生存 率 で あ 
つた が , それ 以後 は 28°C の 場合 と 同様 に 作用 日 数 の 増加 
と 共に 生存 率 は 低下 し た 。 

以上 2 回 の 実験 の 結果 を まとめ て みる と , 表 1 の 如く 
に な る 。 実験 温度 の 高低 に 並べ 作用 日 数 別に と それぞれ の 
生存 率 を 比較 する と , 作用 温度 を 上 昇 ミ させ る と と に ょ つ 
て よ ょ りう り 短い 期 間 で 虫 卵 の 生存 率 を 低下 させ る と と が 可能 
で ある と と を 認め た 。 勿論 この 実験 の み で は 各 日 数 毎 の 
詳細 な 検討 に は 不 充 分 で ある が , 大 体 の 傾向 を 示す も の 
と 考え られ る 。 を こと で こと これら の 温度 に つい て 大 略 の 殺 減 
効果 を 日 数 と こと よ ょ つて 求め て みる と , 割線 に 示す 如く 80% 
以上 生存 する 日 数 は 28C で 7 日, 29~80C で 5 日 , 31'C 
で 4 日, 82~88°C で 2 日 と いう 結果 に な り ,。 これ ら の 日 
数 を 経た 後に 虫 卵 の 死 減 は 次 第 に 著しく な る こと と が 宮 わ 
れる 。 一 方 と の 様 な 温熱 処理 と よっ つて も な お 若干 の 虫 卵 
が 生存 する こと が 認め られ る が , 虫 卵 の 生存 率 が 80% 以 
下 に な る に は こと の 表 か ら ゃ も 見 られ る 様 に , 何れ の 温度 に 
お いて も 其 後 僅か と に 2~4 日 で ある と と は 興味 が ある 。 
叉 。 生 存 率 が 10%% 以 下 に な る 日 数 を 求め る と , 838°C で 5 
日 320O で 7 日 , 81C で 8 日 , 80C で 9 日 と 次 第 に 延長 
する 。 そ し て 29" て 以下 の 温度 で は 比較 的 長期 に 互 つ て 生 
存する 傾向 が 認め られ る 。 と の 実験 に 関す る 限り 28°C の 
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11 日 以降 の 成績 は 甚だ 不備 で ある と と は 前 述 の 通り で , 
830°C 位 に 加 温 され た ゝ > め 生 存 率 は 激減 し た が , 諸 察 の 成 
績 に ょ つて も 27~81C に お ける 生存 日 数 は 更に 延長 し て 
いる 。 こ と の 点 に 関し て は 後 章 に 譲る 。 

議 
消化 に お ける 寄生 卵 状況 , これ が 実施 


され て か ら 現 在 ま で 詳し い 成 績 は 極め て 少 い 。 最近 小島 
・(1957) は 埼玉 県 行田 市 の 尿 消化 , 主として 
卵 つい て 卵 死 減 率 の 最も 低下 する 11 月 か ら 38 月 
毎月 1 回 , 投入 槽 , 消化 槽 等 の 虫 卵 検査 を 行 つ た 。 投 入 
虫 卵 100 と すれ ば , 脱 離 液 に .1, 消化 汚泥 に 18.1 
放流 水 に 8.3 の 比 に 出現 する 。 又 , 採取 し た 試料 を 2~ 
8 ヵ月 間 培 養 す る と , 東 燥 汚泥 中 の 虫 卵 で は 21.4%, 放 
流水 中 の 卵 で は 39.2% 形成 つ て いる 。 
者 が 神奈 川 県 子 消化 で 知り 得 た 場合 も 
中 に 20 後 の 仔 虫 形成 を 認め た 。 

戻 尿 消化 槽 の 運営 に は 多量 の 燃料 を 要 し , 熱 の 散逸 を 
防止 し つっ > ゝ 長期 間 加 温 を 続け な けれ ば な ら な い が , 現実 
に は 規定 温度 に 達せ ず , し か も 加 温 期間 が 短縮 され て い 
る よう で , とこ れ は 如 上 の 成績 か ら も 認め られ る 。 一般 に 
尿 尿 消化 横 の 細菌 , 有機 物 に 関し て の 報告 は 多い が , 貝 
卵 の を それ が 盟 い と こと も , この よう な 不 完全 な 殺 卵 状態 の 
ま ゝ 運営 され て いる 原因 と も 考え られ る 。 

今回 の 実験 は 以上 の 如き 問題 の 検討 を 行う た め , 選民 
を 380°C 前 後 の 各 温度 に 加 温 し , 一 定期 間 置い て その 中 の 
上 銅 虫 卵 に つい て 生死 を 観察 し た が ,。 こと これ と 比較 レ う る 諸 
家 の 試 験 報告 に 着目 する と 次 の 如く で ある 。 即ち 釘 本 


(1954a) は 夏期 に 貯溜 1.2m?) を 設置 し , 
~381.7*C (平均 29C) で 投入 時 生 卵 率 15 前 後 , 14 日 に 
つて 死 し て いる 。 , 本 (1954b) は 比 1 : 
:10, 選 尿 量 57 で 80°C で 2 回 の 実験 的 加 温 試験 を 行 つ 
て いる 。 投入 時 生 卵 率 67~70% で ある が , 4 ~5 日 で 50 
26 以 下 , 10~18 日 で 10% 以 下 に な る 。 更 に 11~16 日 で 5 
2 以下 に な つた 生 卵 は 19 日 に 至 つ て も 死滅 し な いと 報告 
し , 和 概ね 筆者 の 試験 と 同様 の 成績 を 得 て い る 。 大 田 (19 
56) は 100cc の 大 試 に 60cc の 戻 尿 を 入れ て 試験 で , 87C 
7 日 で 死滅 , 80C で は 25 日 で 2~ 4 % が 生存 する と い 
う 。 叉 。 17 シリ ンダ ー に 500cc を 入れ た も の で は , 40 
で C で 5 日 ,。87°C で 19 日 目 に 死滅 し , 80C で は 3835 日 目 に 37 
26 の 生 卵 を 認め て いる 。 前 者 は スカ ム な く , 後者 は スカ 
ふ ム が 発生 し た も の で , 80°C で は 死 減 し 難く 87C の 消化 を 
め て いる 。 

更に 小宮 等 (1956) が 三 研 合 同 で 行 つ た 選 中 
の 薬剤 処理 試験 の 対照 が ある が , これ は 今回 の 試験 と 同 
様 の 方 法 で 温度 28~81°C, 比 1 : 5,。 100cc 入 り 
器 に 50cc の 選 尿 を 入れ た も の で ある 。 と こと の 結果 は 浸漬 7 
日 で 何れ も 902 以 上 の 生存 率 , 14 日 で は 10~152% ( 非 振 
湯 例 〕 , 11~82% ( 振 湯 例 ) と な つて お り , 対照 6 本 中 
の 半数 は 14 日 で も 380~50% の 生存 率 を 示し て いる 。 筆者 
等 (1957) が 得 た 第 2 回 試験 で は 28~80°C 7 日 で 65~96 


いう 高 素 の 生存 で あつ た 。 


以上 の 諸 成 績 を みる と , 28~381°C 附 近 に 加 温 され た 選 
尿 中 環 虫 卵 は , 短期 間 で は 容易 に 死滅 し な いとこ と は 明 ら 


か で あろ う 。 今回 の 試験 に と よれ ば , され た 尿 中 
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温度 横 日 数 2 3 4 5 6 7 8 9 10 Il 12 13 14 15 
| 
i 33°C 大 92 45 1 6 0 
うう R 大 92 68 52 45 34 18 7 7 0 0 
小 93 68 61 55 43 5 0 0 
31 95 94 | 32 | 2 1 2 
小 93 91 88 84 66 57 37 2 0 
5 29 大 93 94 22 12 8 
0 8 大 96 95 94 94 88 84 56 51* 6 0 
28 
小 95 96 97 90 91 77 59 58* 3 0 
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卵 は 加 温 日 共に 死 て ゆく が , 29°C に 加 温 し た 


場合 で は 14 日 加 温 で も , 以後 の 培養 で 約 10%2 の 仔 虫 形成 


卵 を 認め た 。 こ と これ は 上 述 の 人 釘 本 , 小宮 等 の 28~81°C, 7 
日 間 で 902 以 上 , 14 日 間 で 10~552%% の 生 卵 を 得 て い る の 
と 同様 の 結果 で ある 。 一方, 81°C で は 15 日 に お いて な お 
仔 虫 形成 卵 が 存在 する 。 し か し 82C に 加 温 すれ ば で 日 で 
5 ~20 の 生 卵 で ある が , 14 日 に 至れ ば 完全 に 死 減 
し , 33°C に 加 温 すれ ば 1 週間 以内 に 生存 率 は 5 以下 に 
な り , 10 日 間 の 加 温 で 既に 死 減 し , その 後 仔 虫 形成 卵 を 
認め な い 。 と の 点 を 合 する と , 虫 虫 に 対し て 
は 消化 槽 の 温度 の 僅か の 上 昇 が , 極め て 強く 影響 する と 
と が 明らか に な つた 。 

以上 の 結果 か ら , 消化 の 運営 に お いて を 
対象 と し た 場合 加 温 温度 を 82C と し て 12 日 間 , 或いは 
更に 完全 な 殺 卵 を 期す る な ら ば 20 日 間 の 加 温 が 望ま し 
い 。 叉 。 も し 可能 な ら ば 38°C に 加 温 し て 10 日 間 , 更に 実 
滅 を 完全 に 行え る こと に な る 。 と これ は 従来 の 30°C 加 温 に 
り これ が 実施 され ゝ ば 消化 
の 能率 を 増大 せしめ る と と が 可能 に な る も の と 考 る 。 
最後 に 。 これ ら は 何れ る 試験 室内 の 成績 で , 小 規模 な 
1 : 5 に 対し て 実際 の 消化 
横内 で は 1 : 10 に 近い とこ と な どの 点 を 充分 考慮 し な けれ 
Rg っ いて 今後 更に 研究 を 続 
行 す る つも り で ある 。 

結 論 

卵 減 の 目的 で , 卵 有 を 一 定期 
間 , 各 温 度 (28~83°C) に 保温 し た 。 殺 卵 効果 の 判定 は 
中 虫 卵 を 培養 し て 生存 を 仔 虫 形成 に 至ら し め , 
その 数 に ょ つて 効果 を 判定 し た 。 そ の 結果 , 床 尿 加 温 温度 
が 高く な る に 従い , より 短い 作用 期間 で 虫 卵 の 仔 虫 形成 
率 が 低下 し て ゆく と と が 認め られ だ 。 作 用 温度 28~81'°C 
の 範囲 で は 15 日 に 至 つ て も 仔 虫 形成 卵 を 認め る が , 82°C 
に お いて は 同様 の 日 数 で 虫 卵 は 完全 に 死 減 し た 。88°C に 
加 温 する と , 10 日 以内 に すべ て の 虫 卵 は 死 減 し た 。 よ っ つ 
て 消化 内 の を 殺 する た め に は , 82~388'C 
に 加 温 す る こと が 望ま し く , これ が 行わ れ > ゝ 応 従 来 に 比 
し て 約 半 分 の 日 数 で 虫 卵 殺 減 を 行う こと が 出来 て 。 消化 
槽 の 運営 能率 を 高め る とこ と が 出来 る る の で ある 。 


孝博 士 , 並び に 石崎 達 博 士 に 深 基 の 謝意 を 表す る 。 
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Summary 


The present experiments have been designed pri- 
marily to investigate the ovocidal effects of night- 
soil upon development of ascaris eggs at higher 
temperatures. 

Results obtained after culturing eggs for 60~70 
days were as follows: In the case of 4-day im- 
mersed eggs ratio of larval eggs was 88~94% at 
28~31°C and 45~61 % at 32~33°C. In the case of 
10-day immersed eggs it was 51~58 % at 28°C and 
2~8% at 30~32°C and no larval eggs were found 

It is, therefore, considered that a digestive tank 
for night-soil should be heated for more than 15 
days at 32~33° C. 
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水 で 稀 紀 きれ た 選 尿 の 日 本 住 血 吸 虫 卵 に 対す る 殺 卵 効果 


安 雑 


国立 予防 衛生 研究 所 寄生 躍 部 


楊 存 性 * 


中 国 江 吸 虫 病 防 治 研究 所 


(昭和 32 年 11 月 1 日 受領 ) 


が 住 血 虫 に 対し て 強い を も つて いる こと 
と は , 1951, 1952) お よび 無 吸虫 病 防 治 所 (19 
51) ら の 指摘 し て いる と こと ろ で あり , 現在 中 国 で は 選 尿 
を 夏季 は 3 日, 冬季 は で 日間 貯 河 し た 後に 肥料 と し て 用 
いる とこ と と が 決め られ て いる 。 し か し 実際 野外 の 床 尿 貯溜 
槽 に は 雨水 が 混入 する 場合 も 考え られ る し ,。 又 と り わ け 
中 国 に お いて は 選 尿 排 洪 棚 で ある 馬 桶 (モー ドン ) を 洗 
つた 水 が と 混合 する 場合 も ある 。 こ と の よう に が 
水 で 稀釈 され た と き の 殺 卵 効果 に 関し て は 劉 (1954) の 
研究 が ある けれ ども , 筆者 ら は さら に 次 の よう な 小 実験 
を 行 つ た 。 

材料 お よび 方 法 

含 卵 お よび は 江 虫 病 防 治 研究 所 附属 専科 
医院 入院 未 治療 患者 の 多数 虫 卵 排 出 者 か ら の , 排便 後 間 
も な いも の を 用 いた 。 

選 と 尿 の 混合 比 は 1 : 5, これ に 対す る 河水 の 混合 は 
で れ ぞ れ 1 : 0.5。 1 ・ 1 の 2 通り と し た 。 すなわち 

(A) 選 200g 十 尿 1,000 cc 十 水 600cc 

(B) 150g 十 尿 750cc 十 水 900cc 
と し た 。 の 貯溜 時 間 は 2 日 。 4 日,。 6 日 お び 8 日 
と し , A 系 列 お よび 系 列 に を 対 お いた 。 各 
例 に お いて 200cc 入 り 三 角 ュ コル ベン 8 個 を 用 意 レ , 各々 
に 選 尿 ・ 水 混合 液 100cc を 充分 に 携 つ 分 注 し 
た 。 し た が つて A 系 列 に つい て は 1 コル ベン 当り 選 量 
11.11g, B 系 列 に つい て は 8.88 g が 収容 され た こと に 
な る 。 分 注 後 , 各 コ ル ベ ン は 直ちに 25*C 映 卵 器 内 に 置い 


*KAZUO YASURAOKA, **TSUN-HSING YANG, 
**YUNDIN CHEN & **YAH-JEN WONG : Ovocidal 
action of human feces and urine diluted with water 
against the shistosome ova. (*Department of Para- 
sitology, National Institute of Health, ;Tokyo, 
**Institute for Schistosomiasis, Wushi, China) 
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た 。 所 定時 間 経 過 後 に 充分 に 河水 で 洗 浴 し て か ら 1.2% 
食塩 水 で 置換 し , 8 °C の 冷蔵 庫 中 に 最終 の 8 日 作用 実験 
が 終る きま で 保管 し た 。 こ と これ は 虫 卵 の 解 化 を 一 時 抑制 する 
た め に と つた 処置 で あつ て , 伊藤 (1954) の 実験 で 明か 
な よう に , に は 無害 で あり , し か も 一 に 実験 
を 開始 する こと が 出来 る と いう 利点 が ある 。 

実験 は っ ン を 冷蔵 庫 か 出し , 1.22 塩水 
を 8 回 水洗 する こと に ょ つて 水 に 置換 し , 水量 を 100ce 
と し て 25*C 映 卵 器 内 に お いて 開始 し た 。 以 後 72 時 間 ま で 
8 時 間 毎 に 。 コ ル ベ ン 内 の 水 だ け を 出来 る だ け 多 く ピ マ ペ 
ッ ト で 吸出し , フォ オル マリ ン を 少量 を 加え て ミラ シ ジ ウ 
同定 し た 後 , 1000 回 転 1 分 間 心 て その 湾 
中 の ミラ シ ジ ウ ム 数 を 低 倍率 顕微鏡 下 で 計測 し た 。 

本 実験 で て 用 いた 水 は 濾 過 河 水 で ある 。 

実験 成績 

(A) : 水 : 0.5 の 場合 
表 1 に 示す 如く , 2 日 間 作 用 の も の で 映 化 実験 開始 後 
8 ~ 6 時 間 に お いて コル ベン No. IT に 2 個 , 陸 に 1 個 の 
ミラ シ ジ ウ ム を 見 出し た が , 以後 72 時 間 千 全く ミラ シ ジ 
ウム を 認め 得 ず , 4 日 , 6 日 お よび 8 日 間 作 用 で は 全 観 
察 時 間 を 通じ て 虫 卵 の 解 化 は 見 られ な か つた 。 

(CB) : 水 1 : 1 の 場合 
と の 結果 は 表 2 に 示す よう に , 2 日 , 4 日 , 6 日 お よ 
び 8 日 間 作 用 の すべ て に お いて 骨 化 し た ミラ シ ジ ウ ム を 
見 出す こと が 出来 な か つた 。 

論 

(1955) は と が 混合 され た と き , の 細菌 お 
ょ び 酵 素 と よっ つて 尿素 が 分 解 さ れ て アン モニ = ア が 発生 
し ,。 と この アン モニ = ア の 発生 速度 は 或 温度 範囲 内 で は 温度 
が 高い 程 促 進 さ れ ,。 を し て アン モニ = ア が 殺 卵 作用 の 要因 
で ある と 述べ て いる 。 我々 が 実験 し た 温度 25C 下 で は , 
: 水 1 : 0.5 の 2 日 間 作 用 に お いて 僅か 0.35 
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第 1 表 を 水 で , : 水 =1 :0.5 の 割合 に し た 液 中 に 処 理 後 の 住 吸 虫 状況 
( 後 水 , 25°C に ける 3 日 間 の ミラ シ ジ ウ ム 数 を 示す ) 


日 数 対 2- 間 6 日 間 8 日 間 
実験 番号 I I I I I I I I 
24 0 0 0 0 0 0 0 0 0 
66 
合計 1 0 
平均 289.3 土 83.8 1 土 0.57 0 0 0 
率 100% 0.35% 0 0 0 


率 を 示し た の み で , 尿 : 水 1 : 1 の 場合 で は 
2 日 間 で 既に と ミラ シ ジ ウ ム の 映 化 は 全く 認め られ な か つ 
た 。 し か し こと の 25°C と いう 温度 は 大 体 盛 夏 の 平均 気温 で 
ぁ り 。 し た が つて 殺 卵 効果 も 大 きい と 考え られ る 。 そ と 
て 更に 春 , 秋 お よび 人 冬季 を 考慮 し て 15°C と 5 て に お ける 
同様 の 実験 も 続い て 行わ れん な けれ ば な ら な い 。 

叉 一 方 虫 卵 の 床 尿 浸漬 時 間 を 更に 細分 し て 実験 を 行う 
べき で ある が , と の 小 実験 か らい > 得る こと は , 25°C の 
温度 下 で は が 水 に に ょ っ つて 2 倍 に れ て る も 4 日間 
の 貯溜 が 行わ れ も ゝ > ぱそ の 中 に 含ま れる 住 血 吸虫 卵 は 完全 
に 死滅 する で あろ うと いう こと と で ある 。 
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が 水 で され た 場合 の 住 血 吸虫 に 対す る 
効果 に 関し て , 温度 25C に お ける 2, 4, 6 お ょ び 8 日 
間 後 の 虫 の 能力 を 調べ た 。 そ を の 結果 は 次 の 
く で ある 。 

(1 尿 : 水 0.5 の 場合 は , 2 日 で 
0.835%% の 率 を 示し た が , 4 日 以上 の も の で は の 
解 化 は 認め られ な か つた 。 . 

(2) 尿 尿 : 水 1 : 1 の 場合 は , 2 日 , 4 日 , 6 
日 お よび 8 日 沖 漬 の いずれ に お いて る も 貝 卵 の 解 化 は 見 ら 
れ な か つた 。 
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第 2 表 を 水 で , : 水 =1 : 1 の 割合 に 和 た 液 中 に 処理 後 の 虫 卵 状況 
後 , 25°C に ける 3 日 間 の ミラ シ ジ ウ ム を 示す ) 


日 数 対 2 


4 


6 


実験 番号 


9 
3 
2 
1 
1 
3 
1 
4 
2 
0 
0 
2 
0 
0 
0 
0 


So oS oS ooo る SS © oS る 


© 


258 504 190 
317.3 土 95.5 
100% 


© 
© 


© 


© 


(8) と の 結果 か ら 温 度 25 で で は , 尿 尿 が 水 に ょ つっ 
て 2 倍 に れ て も 4 日間 の 貯溜 が 行わ > > ば, その 
中 に 合 ま れる 住 血 吸 虫 卵 は 全く 死 減 する も の と 考え られ 


る 。 


稿 を 終る に あたり , 御 指 導 , 御 校 閣 を 賜 わ つ た 予 研 小 
孝 部 長 に 感謝 の 意 を 表す る 。 双 実験 は 中 国 江 
策 吸 虫 病 防 汐 研 究 所 で 行わ も た も ゃ の で , 所 員 各 位 の 衛 援 
深く 感謝 する 。 
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Summary 


The ovocidal action of human feces and urine 
diluted with water against the schistosome ova 
was studied at the temperature of 25°C. The 
results obtained were as follows. 

(1) A case of feces and urine: water=1l: 0.5 

A few miracidia were recognized 2 days after 
immersion. But no hatching of the ova was obser- 
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ved when immersed for 4 days, 

(2) A case of feces and urine: water =1 :1 

No hatching of the ova was observed 2 days 
after immersion. 

The results may indicate that the schistosome 
ova is to be dead, so far as summer, if immersed 
for 2-4 days in feces and urine which was diluted 
twice with water. 
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卵 変性 に 関す る 研究 
(2) シア ン び ア ザイ ド に 依る 卵 の 変性 


国立 予防 衛生 研究 所 寄生 貝 部 


(昭和 32 年 11 月 3 日 受領 ) 


筆者 は さき に ニニ 化学 薬品 に よる の 変性 像 ・ 


を 記載 分 類 し 報告 し た が (柳沢 ,1955), 之 等 変性 像 を 用 
いて 他 の 薬品 に よる 貝 卵 変 性 め 状 況 が 表現 出来 得る 事 を 
た 。 の は シヤ ン び ア テイ ド に ょ る 
虫 卵 変性 効果 を , 前 記 変 性 像 の 分 類 と にょ より 表現 検討 を 行 
うと 共に , 之 等 二 種 の 筒 虫 卵 に 対す る 薬剤 作用 を 次 の 観 
点 よ り 実 験 考察 し た 。 

貞 虫 卵 が 其 の 発生 過程 に 好 気 的 呼吸 を 示す 事 は 早く か 
ら 明 か に され た 所 で あつ て , 世 る 虫 卵 の 生理 学 に 関す る 
知見 は 近 来 盛 に 行 は くれ て 来 た 殺 卵 剤 の 研究 に 基礎 的 な 面 
に 於 て 利用 され る 可 き で ある と 思わ れる 。 此 の 様 な 意味 
で 生体 の 呼吸 代謝 阻害 剤 と 考え られ て 居る シア ン 及 び ア 
ザイ ド の 筒 虫 卵 発育 に 対す る 影響 並び に 其 の 薬剤 の 作用 
形式 を 検討 する 為 に 本 実験 を 試み た 。 

材料 及び 方 法 

実験 た 用 いた 虫 卵 は 豚 遇 虫 子宮 未 端 部 に 含ま れ て いる 
受精 ある 。 使用 し た 薬剤 は KKCN 及 び NaN。 の 二 
種 で あつ た 。 

実験 方 法 は 二 薬 剤 の 各種 濃度 (KCN : 1/10 一 1/10'M; 
: 1.0 一 1/10‘M) の 40cc を 管 ( 径 4cc, 
高 7cc) に 注入 し , 更に 上 記 水 洗 虫 卵 を 加 ヘ へ 一定 時間 
(8 日 一 日 定 温 度 (80C) で 作用 させ た 後 
心 盆 離 法 で 集 卵 , 水洗 て 4 回 ) し 瓦 培養 法 で 30°C, 28 
日 培養 し た 後 , 虫 卵 の 発育 変性 状況 を 前 回 報告 の 如く 分 
類 記載 し た 。 今 回 は 観察 の 結果 を 特に 次 の 如く 分 類 し て 
其 の 百分率 (観察 卵 数 100 ケ 以上) で 示し た 。 正常 卵 を 
単細胞 卵 ・ 分 ( 二 細 胞 期 よ り を 含む う ・ 卵 
と し , 変性 を 分 割 球 及び 変性 を 含む 


TOSHIO YANAGISAWA : Studies on denaturated 
ascaris eggs. (2) Effects of cyanide and azide on 
the development of ascaris eggs. (Department of 
Parasitology, National Institute of Health, Tokyo) 
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題 粒 化 変性 卵 ・ 他 の 変性 卵 ( 頼 粒 以 外 の 他 の 単細胞 変性 
を 含む ) に 分 けた 。 

更に 薬剤 の 持続 和 的 接触 の 効果 を 見 る 為 に 次 の 方 法 を 試 
みた 。 共 口 答 附 試験 管 ( 径 1.8cm 高 17cm) に 5 cc の 各 
種 濃 度 の を 入れ , に 細長 い 濾紙 ( 1.5cc 長 15cc) 
を 其 の 下端 が 充分 に 薬液 に 浸る 様 に 挿入 し , 液 面 上 2 一 
1 cm の 演 紙 上 に 虫 卵 を 塗 抹 し , 濾紙 の 上 端 を 共 口 栓 で 
周 定 する 。 一 定 温 度 (80C) に 保ち 一 定期 間 毎 に 虫 卵 を 
取り 出し 観察 に 供し た 。 

NaN;。 の 作用 と pH と の 関係 を 見 る 為 に 前 記 管 
法 を 用 いて 検討 し た 。 作 用 系 の 緩衝 液 ・ 薬 液 混合 液 の 組 
成 は 各種 pH 緩衝 液 10cc, 薬剤 溶液 80cc で , 此 の 二 者 の 混 
和 後 に NaN。 の 濃度 は 所 定 の 濃度 と な る 如く 調製 し た 。 
使用 し た 緩衝 液 は McIlvaine 緩衝 及び Sorensen 
衝 液 (N10-NaOH, M/10 グ コ コー ル 系 列 , M/15-K- 
Hz;PO,, M/15-NaHPO, 系 列 ) の 二 種 で ある 。 猫 pH の 
測定 に は Beckman の pH-meter を 使用 し た 。 

実験 結果 

1. 管 法 よる KCN, の 卵 変 性 効果 

イ ) 38 日 80C 処 理 虫 卵 : 80C, 28 日 培養 の 結果 は 第 1 
表 に 示す 如く で あつ た 。KCN の 場合 を 見 る と 其 の 最高 濃 
度 リリ に 於 て も 仔 虫 は 142 示し 稀釈 する に 従 つ 
て 仔 虫 も 高 率 に 形成 され 1/10: 及び それ 以下 の 濃度 で は 
対照 と 有意 の 差 は 認め られ な か つた 。 之 に 対し NaN; に 
於 て は 1/10M で 虫 1/103M で 夫々 仔 が 5 
7 26 と 減少 し , 1/10*M で 902% の 仔 虫 形成 を 示し NaN; の 
場合 に 於 て は 濃度 と 仔 虫 卵 紀 の 間 に 平 行 関係 が 認め られ 
な か つた 。 そ こと で NaNs の ょ り 高 い 濃 度 の 範囲 C 1.0M 
~1/10M) に 於 て 再び 虫 卵 処理 を 行 つ た 。 結 果 は 第 2 表 
に 示し た 。 即ち 1 , 1/2, 1/4, 1/8, 1/10M と 其 の 濃度 の 
下降 する に 従い 仔 虫 卵 の は 高 率 と な り 又 他 の 変性 卵 も 
濃度 の 稀 薄 と な る に 従い その 形成 は 下降 する 。 即 ち 高 
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第 1 表 穫 に よる KCN, NaNs の 卵 性 効果 (3 日 , 30°C 処理 ・30°C 28 日 培養 成績 ) 


正常 正常 分 分 粒 他 の 変性 

KCN NaN; KCN NaN; KCN NaN; KCN NaN; KCN Na™N; KCN NaN; 
(M.) 
1/10 0 0 0 0 14 86 
1/10° 0 0 58 5 585 
1/103 0 0 97 7 0 0 0 7 
1/10* 0 0 0 0 97 90 3-:. 0 0 0 0 0 
対照 0 0 0 0 99 99 1 1 0 0 0 0 


第 2 表 管 瓶 法 に よる 高 濃 化 NaNs の 映 虫 卵 秦 性 効果 (3 日 ・30°C 処理 ・30°C 28 日 培養 成績 ) 


濃 正常 単細胞 正常 分 仔 分 料 他 の 変人 
(M) 
I 46 - 0 5 0 43 
1/2 36 15 1 24 0 24 
1/4 12 9 26 34 0 19 
1/8 6 6 42 39 0 7 
1/10 4 8 45 29 1 13 
対照 0 1 98 0 0 1 
第 3 表 に ょ る KCN, の 卵 効果 (7 日 30°C 処 理 ・30°C 28 成績 ) 
KCNNaN; . KCNNaN; KCNNaN, KCNNaN, KCNNaN; KCN NaN; 
(M.) 
1/10 "0 0 45 93 0 
対照 0 0 0 0 95 95 5 5 0 0 0 0 
濃度 の NaN。 に 於 て は , 稀 薄 濃度 の 範囲 と 於 て 見 られ 変性 効果 : 前 述 の 如く 1. の 結果 は 二 種 薬剤 の 比較 的 高 濃 


た 様 な 非 平行 関係 は 見 られ な か つた 。 

"日 80C 処 理 虫 : 80C, 28 日 後 の 結果 は 
第 8 表 に 示す 如く で あつ た 。KKCM に 於 て は 1/10*M, 以 
上 の 濃度 で は 仔 虫 は 形成 され ず , 1/10? 以下 の 濃度 で は 仔 
虫 卵 に 於 て 対照 と 殆ど 有意 の 差 は な い 。NaN。 に 於 て は 
1/10, 1/10?, 1/10:M の 各種 濃度 で 夫々 1, 0, 02% の 
仔 虫 卵 形成 率 を 示し 互 に 有意 の 差 は 認め られ な か つた が 
ーー 方 正常 分 裂 卵 は 81, 9 , 9 と 濃度 の 高い 方 た 高 率 に 出 
現し た 。 分 卵 で も 1/10M で 45%, 1/10:M で 10 
2 と 濃度 の 高い 方 に 多数 見 られ た 。 此 の 様 に 単に 分 裂 能 
の 阻止 と 云う 点 か ら 見 て 1/10M よ り 1/10:M NaN; の 方 
が ょ より 阻害 する 力 が 強い と 云う 結果 を 得 た 。 


2。 共 松 附 試験 管 法 に よる KCN, NaN。 の 


度 (110?M) に 於 て の み 生 卵 の 変性 を 起 さ し め る と 云う 
事 を 示し た の で , 等 薬剤 の 虫 卵 に 対す る 長期 接触 効果 
と 薬剤 の 濃度 (処理 中 ) の 変化 を 防ぐ 目的 で , 共 口 栓 試験 
管 法 を 試み た 。 接 触 28 日 間 の 虫 卵 発育 変性 状況 は 第 4 表 
に 示す 通り で ある 。 仔 虫 卵 は 1/10:M 及び それ 以上 の 濃 
度 で は 全く 認め られ ず , 変性 卵 群 に 於 て も 概ね 濃度 と 平 
行 し た 関係 が 見 られ て 居る 。 し か し “ 他 の 変性 ” の 項 
の NaN; で 更に 其 の 内 容 を 検討 し て 見 る と , 1/10, 1/10* 
M の 両 濃度 に は その 内 容 に 転位 胞 形成 の 変性 像 は 含ま れ 
て いな い が , 1/10:3M で は 982% 中 に 29% の 転位 ・ 胞 形成 
の 変性 が 含ま れ て 居り , 此 の 場合 に て も 1/10?M 

に 変性 効果 の 強い 傾向 が 多少 認め られ て いる 。 

3. NaN。 の 変性 効果 と 作用 系 pH と の 関係 
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第 4 表 共 栓 試 験 紙 法 に よる KCN, の 卵 効果 (30°C 28 日 成績 ) 


[寄生 虫 学 雑誌 ・ 第 7 券 ・ 第 2 号 


正常 単細胞 正常 分 異常 分 題 他 の 変性 

KCN NaN; KCN NaN; KCN NaN; KCNNaN, KCNNaN, KCN NaN; 
(M.) 
1/10 0 0 43 92 


* 転位 ・ 胞 形成 卵 29 を 含む 。 
第 5 表 101M-NaNs の 卵 効果 に 及ぼ す ア ルカ 域 pH の 影響 (30°C, 28 日 培養 成績 ) 


作用 系 混合 液 pH 正常 単細胞 正常 分 列 虫 分 粒 他 の 性 
7.3—7.7 7.3 一 7.3 0 0 0 0 Dy 08 0 1 14 0 86 0 
8.9—8.7 8.8—8.4 31 0 30 0 3 99 26 \ 0 0 10 0 
9.4—9.1 9.3— 8.7 4 0 1 0 72 . 8 23 2 0 0 0 0 
10.0— 9.5 10.0— 9.5 0 0 0 0 93 97 6 3 0 本 0 | 0 
10.5— 9.6 10.6— 9.8 0 0 0 0 98 99 2 1 0 0 0 0 
11.0—10;0 11.1—10.0 0 0 0 0 95 97 3 3 1 0 0 
11.7—11.4 11.8—10.8 0 0 2 0 96 99 2 1 0 0 0 0 
* 開始 時 pH. 終了 時 pH. 
第 6 表 10*?M-NaNs の 貝 卵 座 性 効果 に 及ぼ す 酸 性 域 pH の 影響 (30°C, 28 日 培養 成績 ) 
作用 系 混合 液 pH 正常 単細胞 正常 分 虫 暴 分 他 の 


対 照 実 対 実 対 実 対 実 対 実 対 実 対 
7.2--7.3 1 0 0 0 96 0 3 0 0 18 C 
b 6.3— 6.3 6.2— 6.5 0 0 0 0 0 96 0 4 59 0 41 0 
の 0,6 54 5.4 0 0 0 0 0 96 0 4 45 0 55 0 
a 4.7—- 4.8 .4.7— 4.8 0 る 0 & 0 85 0 9 19 0 81 0 
3.8--3,8 3.8—3.9 0 6 0 6 0 42 0 46 90 0 10 0 
£3.0— 3.1 3.1— 3.1 0 9 0 4 0 19 0 68 97 0 3 0 
人 葵 縮 初期 虫 卵 を 含む 。 


イ ) 各種 濃度 の NaN; 液 の pH : の 貝 卵 


変性 の 効果 が 濃度 と 平行 し な い 傾 向 が 認め られ た の で , 


紫 の 傾向 の 究明 に 当り 先ず 各種 濃度 の NaN; 水溶液 の 


pH を 測定 し て 見 た 。 


10, 1/10:M で 94, 1/103M で 6.9, 1/40:M で 6.8 で あ 
つた 。 即ち 1/10?~1/10:M の 間 に pH の 激変 する 点 が 見 
られ た 。 

ロ ) の 一 定 濃度 (1110 に 於 ける アル カリ 


1.0M~1/10M, の 各 溶 液 で は pH 
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pH の 影響 : 上 記 イ ) う の 結果 に より NaN; の 変性 効果 
に 及ば ほす 作 用 系 混合 液 の pH の 影響 を 検討 し た 。 方 法 は 
材料 及び 実験 方 法 の 項 で 述べ た 如く で ある が , 作用 系 混 
合 液 の 組成 は 次 の 通り で ある 。 1.0M-NaN; 溶液 4.0 

cc 十 蒸 溜 水 26.0cc 十 S6rensen 緩衝 液 10.0cc 三 計 40cc, 

結果 は 第 5 表 に 示し た 。 即ち 1/10M で も 作用 系 pH 約 
9.0 以下 で な いと 殆ど 仔 虫 を 形成 し , 対照 と 有意 の 巻 
が な い 。 ア ルカ リ 域 で は NaN。 の 効果 は pH 9.0 以上 
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和 7 表 10?M-NaNs の 卵 効果 に 及ぼ す 中 性 域 附近 の 影響 (30°C, 28 日 培養 成績 ) 


作用 系 混合 pH 正常 単細胞 正常 分 仔 分 他 の 変性 


人 ム 葵 縮 初期 変性 を 含む 。 


第 8 表 作用 系 pH 弱 酸 性 に 保っ た 時 の 各種 濃度 の NaNs の 虫 卵 座 性 効果 (30°C, 28 日 培養 成績 ) 


作 用 系 液 単細胞 分 仔 異常 分 他 の 
濃 度 pH 
(M.) 
1/2 6.5— 7.0 0 0 0 0 15 85 
1/4 6.5-— 7.0 0 0 0 0 15 85 
1/10 6.5— 6.4 0 0 0 0 16 84 
1/50 6.3— 6.0 0 0 0 1 25 74 
1/10° 6.3— 6.0 33 人 ム 0 0 0 11 56 
1/10% 6.3— 6.0 58 34 0 0 0 8 
1/10! 6.3— 6.0 0 0 96 4 0 0 
0 
6.3— 6.0 0 0 99 _ 1 0 0 
人 ム 初期 縮 を 含む 。 
で 激減 する 。 性 の 全域 で 変性 効果 は 高く , 表 中 a-d の 各 実 験 で 仔 虫 


へ ハ へ ) の 一 定 濃度 (1/10?M) に 於 ける 酸性 域 
の 影響 : 上 記 r) と 同様 の 方 潜 で Mcllvaine の 緩衝 液 
を 用 いて 試み た 。 第 6 表 で 其 の 結果 を 見 る と , 仔 虫 卵 
で て は 表 中 a-d に 至る 各種 pH で 完全 に 仔 虫 卵 は 認め ら 
れ な い が , 之 を 題 粒 卵 で 見 る と 表 中 b,c に 於 て 特に 
高 率 (5922452%) を 示し て いる 。 従 つて 酸性 側 に 於 て は 
ー に 酸 性 域 に て (pH 6.8~ 5.5 ) その 効果 が あ 
る 様 に 思 は れる 。 強 酸性 の 表 中 e,f の 実験 で は , 対照 に 
既に 仔 虫 形成 を 阻止 する 作用 が ある 如く 見 受け られ , e, 
f の 実験 結果 に 於 ける 高 率 の 題 粒 卵 は , 作用 系 pH と 
110?M の NaN。 の 二 者 の 変性 要因 に より 誰 さ れ た も の 
と 思 は れる 。 

更に 中 性 附近 の 作用 系 p 耳 の 影響 を NaNs の 1/10*?M 
に 於 て 詳細 に 検討 し た も の が 第 7 表 で ある 。 緩 箇 液 は 
Sd6rensen の M/15-KH;PO,, M/15-NaHPO, を 用い 
他 の 方 法 は 前 述 の 如く で ある 。 第 て 表 に 示さ れ た 如く 仔 
虫 形成 は pH 約 8. で 発育 阻止 作用 激減 し , 中 性 より 弱 酸 


は 有意 の 差 は な い が , を び 他 の 変性 
26 で 見 る と , より 酸性 側 に 於 て より 強い 変性 効果 の ある 
事 が 示さ れ て 居る 。 

=) 作用 pH を 一 定 弱 酸性 (pH 6.5~ 6.83) に 
保つ た 場合 の 各種 濃度 NaNs の 虫 卵 変 性 効果 : 前 記 実 
験 (3 一 イ , r) と 逆 と に pH を 6.5 一 6.8 に 保つ た (S&re- 
nsen 液 ) 作用 系 の の 1/2 M~1/10* M の 
度 と 虫 卵 変性 効果 の 関係 を 第 8 表 に 掲げ て 置く 。 高 濃度 
ょ 1/103?M 仔 虫 の 形成 を 見 ず , 変性 に 於 て も 概 
ね 濃度 が 高く な る に 従い 高 率 に 示さ れ て 居る 。 正常 卵 及 
び 変 性 卵 の 両 れ ょ り 見 て も 1/10:M を 堺 に し て 濃度 と 平 
行 し た 結果 が 得 ら ちら れ た 。 

検 

既に 前 報告 (柳沢 , 1955) に 於 て 述べ た 如く , 上 虫 卵 
の 変性 像 に は 種 < の も の が 見 られ 之 を 分 類 整理 する と 変 
性 に も 叉 種々 の 程度 の 像 が ある 事 が 観 ら れ た 。 今 回 は 前 
記 諸 種 虫 卵 変性 像 を 前 掲 の 如く 3 群 に 単純 化し て 実験 結 
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果 の 表現 を 試み た 。 之 に ょ り 結 果 を 考察 する と 単に 仔 虫 
卵 の % で は 差 の な い 様 な 場合 (第 7 表 a, b, c,d 及び 第 
8 表 参 照 で も , を 粒 化 或 は 他 の 変性 卵 こよ 
つて 比較 する と , その 濃度 に よる 差 が 明瞭 に 認め られ る 。 
即ち 従来 多く 行わ れ て 来 た 殺 卵 効果 の 検討 等 に 於 て 用 
いら れ た 仔 虫 形成 束 の み に ょ る 判定 は , 感染 源 で ある 仔 
虫 形成 率 に 重点 を 置く と 云う 観点 より 勿論 許容 され る 可 
き で は ある が , 選 と 共に 同時 に 出現 する 変性 虫 卵 を 観察 
比較 する 事 に より 薬剤 濃度 と の 関係 又は 薬剤 の 作用 形式 
等 種々 の 考察 が 行わ れ 得 る 。 特 に 薬剤 効果 を 実験 室内 で 
基礎 的 に 研究 する 場合 等 に は , 正常 卵 発 背 の 状態 と 共に 
虫 卵 変 性 の 状況 を も 併記 て 観察 比較 す 可 き で ある と 考え 
られ る 。 

皿 虫 卵 の 発生 時 呼吸 代謝 は 古く Fauré-Fremiet (1913) 
(1928), Jaskoski (1952) , Huff & Boell(1936) 及び Passey 
Fairbairn (1955) 等 は 豚 卵 に て 検討 され , そ 
の 発育 に は 好 気 的 呼吸 が 必須 の も の で ある 事 を 証明 し て 
居る 。 今回 は 卵 に 対す る Cytochrome 酸化 
素 の Fet+ と 結合 し て 其 の 酸化 を 阻害 する と 考え られ る 
KCN, NaN; の 影響 を 見 た の で ある 。 最終 結果 より 見 て 
両 薬剤 共に 1/103M 濃度 に 於 いて 虫 卵 の 仔 虫 形成 能 は 限 


害さ れ た 。 1/10:M と 云う 濃度 は 呼吸 阻害 剤 と し て の 
KCN 及び NaN; の 濃度 と し て は いさ さか 其 の 濃度 が 高 
いと 思わ れる 。 即 ち 最 近 の Passey & Fairbairn (1955) 
は 10 日 培養 卵 ば は 4.6x10-‘*M, HCN で 約 90%, 


0; 消費 を 阻害 させ る と 報告 し て 居る 。 し か し 今回 の 実 
験 は KCN に ょ る 0O。 導 費 を 測定 し て 居る も の で は な 
ぱく , 之 に と よっ つて 阻害 され た 基本 的 な 呼吸 代謝 が 次 し た 3 

生 阻 害 を 注目 観察 し た も の で あつ て , 所 調 二 次 的 な KCN 
に ょ る 阻害 作用 を 見 て の 結果 で ある 。 双 10 日 培養 虫 卵 は 
0: の 消費 も 多く 最も KCN に 敏感 な 発育 時 期 と も 考え 
られ , 今回 の 場合 は 乏 に 反し 単細胞 期 卵 に 対す る 変性 効 
果 を 見 て いる 事 等 に より か か る 濃度 の 差 が 現 は れ た も の 
と 思 は れる 。 Huff Boell (1989) は 1/10:M-KCN が 
卵 単 細胞 期 の 消費 を 約 90% 害する と つ て い 
る 。NaN。 は 他 の 生物 例 へ ば イー スト の 呼吸 は 1/10*?M 
で 100 害 を 受け (石田 , 1954) カ ェ ル に い 
て 5 Xx1/10?M で 発生 初期 の 呼吸 は 50 阻 害 , 発生 後 60 
時 間 位 過す る ど 同 一 漠 度 で 80% の 阻害 が 見 られ る と 云 う 
(Spiegelman 1954) 。 メカ ェ ル の 発生 中 の 腺 に 作用 させ 
た 実験 に と よる と 4 X10-3~ 5 X10-:M-NaN。 で 形成 
の 陥 入 が 完全 に 抑制 され る と 云う (Barth & Lipmann 
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1949) 。 いずれ に し て る も 二 薬 剤 は 1/103M と 云う 比較 的 
稀 薄 な 濃度 で 貞 虫 卵 の 変性 或 は 発育 阻止 を 起 さ し め る も 
の で あつ た 。 

が 性 に て 強い 阻害 作用 を 示す と 事 は 
上 記 の 実験 で 明白 と な つた 。 之 に より 作用 系 混合 液 の pH 
を 修正 し な い NaN; 単独 液 に 於 ける 貝 卵 阻害 作用 と 濃度 
と の 非 平行 関係 は , 次 の 如く 説明 出来 よう 。 即 ち NaN。 の 
単 液 の pH は 濃度 の 上 昇 と 共に 強く アル カリ に 傾く だが, 
高 濃度 て 1.0~1/10M) の 範囲 で は 之 等 アル カリ 側 の 
pH の 影響 より も NaN; の 絶対 量 が 多い 為 に 阻害 作用 
は 紫 の 範囲 で は 濃度 に 比例 し て 大 と な る 。 一 方 低 濃度 

(1/10:~1/10‘M) で は 溶液 は 弱 酸 性 を 示し NaN。 の 作 
用 が 発揮 され る pH 範囲 で ご は ある が , 基 の NaN; の 絶対 
量 110‘M~1/10:M) が 余り に 小 で ある 変性 効果 
は 出現 し な い 。 之 等 二 つ の 傾向 が 実験 に 採用 し た 笑 釈 濃 
度 1/10?:M の 所 で 互 に 交叉 し , 1/10ME で NaN。 は 濃度 
充分 で ある が その 液 の pH が 高く で 作用 が 減少 し , 1/10 
M で は 液 の pH は 作用 に 良き 範囲 ご ある が 其 の 絶対 量 
が 不足 し て , M/10? で 1/10M より も 強い 変性 効果 が 現 
れ た と 解 さ れる 。 又 他 の 生物 ご で ある イー スト の 呼吸 阻害 
に 用 いる NaN。 の 溶液 の pH が アル カリ 側 で 其 の 効果 
減少 し 酸性 側 で 強力 に 発揮 され る 事 が 知ら れ て 居り , 
NN。 の 卵 変性 作用 も 濃度 及び 作用 pH と の 関 
係 で , 他 の 生物 の 呼吸 阻害 の 場合 と 酷似 する 事 が 判っ 
た 。 し て KCN 及び NaN。』 の 卵 変性 機構 る , 
上 記 生 物 と 同じ 様 に 呼吸 阻害 の 面 に 於 て cytochrome- 
cytochrom 酸化 酵素 又は 類似 酸素 の 阻害 効果 の 為 に 起 生 
し た 変性 で ある と 考え られ る 。 Passey & Fairbairn 

(1955) も 阻害 の 光 の 影響 及び 0O。 分 圧 の 酸素 消費 に 対 
する 効果 より 見 て , 同様 の 事 を 推論 し て いる 。 

NaN; の 変性 作用 が 其 の 臨界 濃度 附近 に 於 て 異常 分 裂 
卵 を 高 率 に 出現 せしめ て 居る 事 は , KCN の 場合 と 著 レ 
い 差 異 で ある 。 此 の 原因 が NaN。 の 分 裂 慈 “pritotic 
poison ”” (Hughes, 1952) と し て の 作用 に 帰 因 す る か , 
叉 薬剤 作用 後 の 薬 剤 除去 が 不 完全 で 発生 中 の 虫 卵 に 再び 
作用 し て 分 列 か は 未だ 不明 で ある が , 後者 の 
原因 は NaN; の 高い 水深 性 と 云う 点 か ら 四 回 の 水洗 に よ 
り 充 分 除去 され る と 考え られ る 。 し か し NaN; に 対し て 
分 作用 を する 事 は , 今回 の 実験 の み で は 未だ 
早急 と 思わ れる 。 又 Passey 等 (1955) は NaN。 の 虫 
卵 に 対す る 効果 は , KCN が 可逆 的 で ある の に 非 可 逆 的 
で ある と 報告 し て 居る が , 此 の 事 よ り 単 細胞 に 受け た 
NaN。 か ら の 効果 が 持続 的 に 分 裂 中 の 虫 卵 に 迄 も ち 来 た 
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され て 媒 常 分 裂 卵 を 形成 し た と 云う 可能 性 も ある 。 

最後 に NaN。 の 効果 と pH と の 関係 を 検討 し た 際 , 
その 対照 実験 と し て 各種 pH 自身 の 虫 卵 発 育 へ の 影響 を 
見 た と で ある 。 中 性 より アル カリ 域 に 於 て は 虫 卵 の 発育 
に 殆ど 影響 は な いよ う で ある が (第 5 表 ) , 酸性 域 で は 
pH 約 4.0 以下 の 比較 的 強い 酸性 側 で 仔 虫 形成 が 阻止 さ 
れ , 叉 異常 分 列 卵 等 が 高 率 に 見 られ る の で あつ た 。 (第 
6 表 ) 。 勿論 pH 自身 の 影響 が 実験 の 目的 で な い 之 
等 に 対す る 対照 実験 が な く 決 定 的 な 事 は 何 も 論 ずる 事 は 
出来 な い が , 強酸 性 側 に 発育 阻止 の 要因 が 存在 する 様 に 
見 受け られ た 。 貝 卵 の 発育 に 対す る pH の 影響 に 関し て 
は 既に 小竹 (1928 う , 中 川 (1981) 等 が 報告 し , 前 者 は 
酸性 及び アル カリ 側 に 発育 抑制 の 因子 が , 後者 は 中 性 附 
近 に 発育 速度 の 遅延 が 見 られ る 事 を 報告 し て 居る 。 し か 
し 前 二 者 及び 今回 の 筆者 の 実験 方 法 等 が 夫々 異 つ て 居る 
為 に 。 その 詳細 を 比較 検討 し て 結論 を 出す 事 は 出来 な 
い 。 

要 約 

豚 に 及ぼ す KCN, の 影響 検討 し 次 の 
結果 を 得 た 。 

1. 管 尊 法 に よる 処理 実験 に お いて は , 3 日 80C 処 理 
28 日 培養 虫 卵 の 場合 110~1/10*M 測度 で は 仔 虫 形成 を 
完全 に 阻止 する 事 は 出来 な い 。 7 日 80C 処 理 28 日 培養 虫 
卵 の 場合 NaNs は 1/10:M, KCN は 1/10*?M 以上 で は 仔 
虫 形成 は 完全 に 阻止 し うる 。 NaNs』 の 場合 と は 3 日 及び 
7 日 処理 卵 の 両者 に 於 て 1/10:M で 変性 効果 は 再び 高 ま 
る 。 

2. 共 口 栓 附 試験 管 濾紙 法 を 用 いた 場合 に は , 二 種 薬 
剤 の 各種 濃度 を 培養 液 と し た 長期 28 日) 接触 実験 で は 
1/103:M 和 虫 の 形成 を 了 出来 る 。 

38.。 NaNs に お いて は 作用 系 混合 液 の pH が 貝 卵 の 変 
性 効果 に 大 きく 影響 を 及ぼ ば す 。 す な わら ち 細 酸 性 で 最も 有 
効 に 作用 し , アル カリ に 傾く に つれ て 作用 は 減ずる 。 

4. 先 に 報告 し た 虫 卵 変性 像 の 分 類 は 今回 の 実験 に も 
充分 利用 され 得る 。 


5. KCN, の 作用 機構 , NaN』 の 場合 の 異常 分 


多 卵 の 多数 出現 。 虫 卵 発育 と pH と の 関係 等 も 検討 し レ 
た 。 


稿 を 終る に 臨み 本 実験 の 御 指導 並び に 御 校 関 を 賜っ つた 
予 研 寄 生 部 長 小 宮 博 士 に 対し 感謝 の 意 を 表し ます 。 
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Summary 


Developmental activity and denaturation of ascaris 
(A. suilla) uterine eggs exposed to cyanide (KCN ) 
and azide ( NaN; ) solutions were investigated and 
results obtained were as follows. 

1) A three-day exposure to cyanide and azide at 
3°C in the glass tube, the mouth of which was cove- 
red with paraffine paper, showed no complete dep- 
pessing effect on larval formation of eggs in any 
concentration of 10:M~I10‘M. A seven-day ex- 
posure at 30°C resulted in no larval formation in 
10°M KCN and 10:M NaN;. Concentrations of . 
KCN ranging to showed a progressive 
action in depressing embryonation of eggs and that 
of NaN; ranging 10‘M to 1.0 M, no the other 
hand, showed a sudden increase in depressing effect 
in the concentration of 10°°M. in both three-and 
seven-day exposures. 

2) When eggs were cultured in KCN and NaN; 
solution with various concentrations (10-*~10!M)by 
means of test tube-filter paper method at 30°C for 
28 days, larval formation was completely depressed 
in 10°°M solutions of both KCN and NaN;. 
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3) Depressing action of NaN; was dependent on 
the hydrogen ion concentration of the solutions to 
which eggs were exposed: muximal action was 
found at acidic side ( pH=6.0~5.0 ) and decreased 
gradually at alkaline one. 

4) Figures of denaturated eggs reported in ithe 
author’s previous work, were also available in the 
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expression of these results obtained from experi- 
ments by cyanide and azide. 

5) The mechanism of cyanide and azide inhibition 
on ascaris eggs, abnormally cleavaged eggs ap- 
pearing in exposure to NaNs;, and effects of pH 
on the development of eggs were also discussed. 
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昭和 33 年 4 月 


瀬戸 内 海 河 産 中 間 宿主 と す る 類 研究 


大 田 垣 博 雅 
日 本 寄生 貝 病 研究 所 (所 長 浅田 順一 裁 士 ) 


(昭和 32 年 12 月 9 日 受領 ) 
特 別掲 


言 

近 時 寄生 虫 学 の 領域 に 於 て , 蟹 類 は 諸 種 吸虫 の 発育 実 
上 重要 な 中 間 宿 主として , 広く その 研究 と 注目 を 集め る 
に 至 つ た 。 

と の よう な 機運 を も た らし た の は , 先 に 我が国 の 地方 
病 と し て , 古く より 学会 の 関心 を あつ め て いた 肺 吸 虫 に 
関し て , 中 川 幸 應 (1915 う ) の 執心 な 研究 と ょ より,。 久しく 
証明 し 得 な か つた 其 の 第 二 中 間 宿 主 は , 淡水 産 の 蟹 で あ 
る 事 が 遂に 発見 せら れ , 予防 医学 上 と に も た らし た 和 割 期 的 
偉業 に 由来 する と ころ で ある 。 

その 後 , を 第 2 中 間 宿 主 と す る 類 被 及び 
その 発育 に 関し て は , 中 川 幸 庵 (1917)。 横川 定 1917 
吉田 (1916), 安藤 1918), 山口 左 仲 1984) 宮崎 
一 郎 1988) , 岡部 浩 洋 (1942), 宮川 三男 ら (1954) の 諸 
古 の 研究 が 続き , 多く の 興味 ある 新知 見 が 加え られ た 。 
著者 は 1953 年 以降 , これ 等 先輩 研究 者 の 後 を うけ て 瀬戸 
内 海 河口 産 の 蟹 類 に 就き , これ を 第 二 中 間 宿 主 と す る 中 
被 の 研究 を 行っ て, 三種 類 の 被 に つい 
て , 其 の 発育 史 を 追究 し た 結果 , 遂に 実験 的 に 成虫 に 発 
育 す る 事実 を 確認 し 得 た の で , と こと に 研究 の 概要 を 報告 
する と 共に , それ 等 吸虫 に 関す る 分 類 学 的 考察 を 行わ ん 
と する も の で ある 。 

杏 と 吸虫 類 に 関す る 従来 の 知見 

中 川 幸 庵 (1915) が , 肺 吸虫 の 第 二 中 間 宿 主 は 淡水 産 
の 銀 で ある 事 を 発見 し て か ら , 之 を 契機 と し て , 蟹 類 と 
吸虫 類 の 関係 に つい て は , 諸 寒 に より 多数 の 知見 が 報告 
され た 。 中川 (1915) は , 研究 の 当初 , 台湾 カラ パイ 著 
地 の サ ワ ガ = Potamon (Geothelbhusa) dehaani (White) , 
Potamon rathbuni (de Man) に は , 大 小 二 種 類 の 被 枝 


HIROMASA OTAGAKI: A study on some trema- 
todes whose intermediate hosts are crabs inhabi-. 
ting mouth of rivers flowing into Ingland Sea of 
(Nippon Research Institute for Parasitc 
Diseases, Hirosoima) 


幼虫 を 証明 し , 大 型 の も の は 肺 明 虫 の 幼虫 で あぁ あり, 小型 
の も の は , その 幼 若 型 と 推定 し た が , 横川 (1917) は 小 
型 の も の は , 肺 吸虫 で な い 事 を 指摘 し た 。 中川 (1917 
る を 訂正 し , その 吸虫 は ネコ の 胆 て 成虫 に 発育 
する 事 を 認め , 五島 (1917) は Stepbhanolecithus parvus 
と 命名 し た 。 安藤 索 (1917) は , 岐阜 県 下 産 の サワ ガニ = 
の 肝臓 に 一 種 の 被 を 発見 レシ ネズミ , ハツ カネ 
ズミ , イヌ , ネコ ご 。 カイ ウサ ギ , テン ジ ク ネ ズミ の 小腸 
上 部 に 於 て 成虫 に 発育 する 事 を 認め , Macroorchis spinmu- 
, osus と 命名 発表 し た 。 
サワ ガー ニ = 以 外 の 蟹 を 中 間 宿 主 と す る 吸虫 に 関す る 研究 
は , 吉田 貞雄 (1919) の 研究 が 最初 で ある 。 兵 は 鹿児島 
産 の アンシン ハラ ガニ = EHelice trnidens tridens (de Haan) に 
一 種 の 被 電 幼虫 を 発見 記載 し た 。 Osborn (1919) は と 
れ に 対し て , 仮に Mcropbhallus japomicus と 命名 し た が 
その 後宮 崎 (1986) は , 福岡 県 産 の アシ ハラ ガニ = に 同じ 
被 電 幼虫 を 発見 し , 実験 的 に 成虫 を 証明 し , 具 に 形態 構 
造 を 比較 研究 し Microphallus 属 の も の と は 全く 暴 る 事 
を 明か に し た 。 依っ つて 最初 の 発見 者 。 吉田 (1988〕 は , 
之 に 新 属 を 創設 し , Microphalloides jabomicus (Osborn, 
1919) と し た 。 宮崎 (1986) は , この 吸虫 の 被 
を 福岡 及び 八代 産 の ハマ ャ ガ = Chasmagnathus convexa こ 
於 て も 証明 し て 居る 。 
山口 左 仲 (1984) は 兵庫 県 産 オ サガ = Macrophthalmus 
dilatatus (de, Haan) に 二 種 の 被 電 幼虫 を 発見 し , 其 の 
形態 が 母 虫 と 略 一 致す る 点 よ り , Levinsemella squata- 
lae KY Spelophallus primas の と 見 し て 居る 。 
前 者 吸虫 に 就 て は , 同 (19839) が 1936 年 12 月 に 伊勢 地 
方 より 得 た ハマ シギ Exrolia alpina sakhalina (Vieillot) 
の 小腸 か ら 証 明 し た 同 吸 虫 の 体制 を 再 検討 し て , Gynae- 
cotyla 属 を 創設 し, Gynaecotyla squatarolae (Yamaguti, 
1934) と し た 。 宮崎 (1989) は ベン ケイ ガ = Sesarma 
ntermedia 及び クロ ベン ケイ Sesarma dehaans に 一 種 
の 新 被 概 幼虫 を 発見 し 動物 実験 に より Levinsneiella 属 の 
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未成 熟成 虫 を 証明 し た 。 更 に 宮崎 (1989) は 熊本 県 人 代 
産 の ベン ケイ ガ =, クロ ベン ケイ に 肺 吸虫 に 似 た 一 種 の 
被 を 見 出し , 動物 実験 の 結果 新種 と し , 大 平 
Paragonimus ohirai と 命名 し た 。 部 洋 (1942) 
は , 福岡 県 産 サ ワケ より, 肺 吸虫 以外 に 2 種 の 被 
虫 を 証明 し た 。 そ の 一 つ は , Macroorchis spinulosus An- 
do, 1919.。 で あつ た が , 他 は 未知 種 と し て いる 。 宮 川 三 
男 , 田中 価 , 中 瀬 勝 (1954) は , 吉野 川 河口 産 ア シ ハ ラ 
ガニ =, ハマ ガニ =, イン = に Microphalloides japomnicus 
の を 認め て いる 。 。 クロ ベン ケイ アカ テ ガ 
= に Levinseniella 属 の 被 虫 を 認め て いる 。 更 に 
等 (1955) は 四国 産 サ ワカ ガ = に 於 て 肺 吸 虫 以 外 の 新 被 杏 
幼虫 を 認め て いる 。 
新 吸 虫 及び 其 の 発育 史 

と と に 一 新 被 電 幼 虫 と 称す る 種類 は , 文献 を 渉猟 し た 
が , 未だ 報告 を 見 な い 一 種 と 思わ れる 点 が 多々 あつ た の 
で , 該 被 松 幼 虫 に 就 て , 形態 学 的 構造 を 精 察する と 共に 
動物 実験 に と より , 発育 史 の 探究 に 努め , 遂に その 成虫 は 
中 乳 動物 シロ ョ ネズミ, カイ ウサ ギ , コイ ヌ , 及び 人 体 の 
小腸 に 於 て 発育 し 得る 事 を 確認 する 段階 に 到達 し 得 た の 
で て で, 以下 其 の 概要 を 述べ , 更に 分 類 学 上 に 於 ける 本 吸虫 
の 所 属 に つい て の 所 信 を 明か に する 事 と し た 。 

(1) 本 種 幼虫 が 寄生 する 種類 及び 寄生 状態 
本 研究 の 資料 と し て 用 いた 蟹 は , 香川 県 金 倉 川 , 鴨 部 
川 , 愛媛 県 加茂 川 , 山口 県 岩国 川 , 広島 県 芦田 川 , の 各 
河口 産 の も の で ある 。 之 等 の 地域 に 於 て 目標 と する 吸虫 
類 被 概 幼 虫 を 見 出し た 蟹 の 種類 は 次 の 6 種類 で あつ た 。 
1. アシ ハラ ガニ = RHelice tridens tridens (de Haan). 
2. ハマ ャ ガニ Chasmagnathus convexa (de Haan). 


第 1 表 新 吸 の 中 間 と な る 種類 及び 感染 
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3。 カク ベン ケイ Sesanna (Parasesarma) picta 
(de Haan). 

4.。 クロ ベン ケイ Sesarma (Holometopus) dehaam 
M. Edwards. 


イン ガニ = Hemigrapsus sanguineus (de Haan). 
ケ フ サ イン ガニ Hemigrapsus penicillatus (de 
Haan) . 
更に 検索 し た 角 の 種類 , 個 床 数 及び 寄生 濃度 を 表示 す 
れ ば , 第 1 表 の 通り で ある 。 第 1 表 に 示さ れる よう に , 
本 種 虫 を 最も 民 に 証明 し た の は , アシ ハラ = 
(85.2%), ハ マガ = (72.92%) で あつ た 。 和 寄生 部 位 は , 
通常 蟹 の 生殖 腺 ・ 肝 臓 で ある が , 濃厚 寄生 の 個体 に 於 て 
は , に も 々 証明 し た 。 
(2) 本 種 被 虫 の 形態 構造 
類 の 肝臓 及び 生 腺 に 寄生 し た 本 被 を , それ 
等 の 組織 と 共に 軽 圧 を 加え て 検査 し た 。 
外形 は 略 正 円 形 , 基 の 大 さき , 長径 平均 0.188mm (0.180 
~ 0.200 う , 短 径 平均 0.184mm ( 0.180~ 0.190) で 
ある 。 包 甚だ 厚く 三 層 より 成る 。 中 形成 する 中 
層 は 硝子 様 透 明 で 厚 さ 0.001mm で あり , 内 層 は 光線 を 
強く 屈曲 し 0.004mm の 厚 さ を 有 し , 外層 は や 、 ぃ ゝ 薄く 
0.002mm ある 。 試 み に 適宜 の 圧迫 を 加え て も 容易 に 破 
壊 を ず , 壁 は 強 で ある 。 の 幼虫 は 体 を 屈し , 
曲 し 時 々 微弱 な 運動 を 行う 。 幼 虫 は 色素 次 点 及 び 眼 点 を 
認め な い 。 体 表 に は 微細 な 皮 隷 の 発生 を 見 る 。 体 前 端 部 
に は 口 吸 盤 を 認め る 。 口 吸 盤 は 大 さ , 縦 径 平均 0.054 
mm ( 0.052~ 0.055), 横 径 平均 0.043 mm ( 0.042 
0.045 う , ある 。 は 径 平均 0.080mm 0.029 
~ 0.081), 横 径 平均 0.025mm ( 0.028~ 0.026), 


本 種 被 を 認 検査 生殖腺 膨 了 
号 あぁ あな を 採集 総数 個体 率 個体 数 分 率 
香川 県 金 倉 川 河口 
1 Helice tridens tridens (de Haan). アシ ハラ ガ = 県 加茂 川 426 363 85.2 65 15.3 
出口 県 岩国 川 河 口 
| 広島 県 芦田 川 河 口 
2 Chasmagnathus convexa (de Haan). へ ハ へ マ が ガ が = 同 340 248 72.9 8 
3 Sesarma (Parasesarma) picta (de Haan) . カタ ベン ケイ 同 110 58 52.7 人 科 
4 Sesarma(Hglometopus)deh M.Edward. タ ョ ベン ケイ 同 105 56;1 10 9.6 
5 Hemigrapsus sanguineus (de Haan). = 同 
6 Hemigrapsus penicillatus (de Haan). ケ フ テイ ン が = 同 
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頭 の 下部 に は 短縮 し た 食道 管 が 認め られ , 長 さ は 平均 鹿 丸 原 基 は 左右 略 同 大 の 横 椿 円形 に し て , 左記 丸 は , 
0.028 mm ( 0.024~ 0.0835) で あぁ る 。 腸 管 は 倒 Y 字 形 総 径 0.0338mm ( 0.032~ 0.035) , 横 径 平均 0.083 
で 食道 の 下部 で 分 岐 し , 左右 略 大 さ , 長 さ は 同じ で あ mm ( 0.031 ~ 0.035), 右記 丸 は 縦 径 平均 0.0338mm 
体 壁 の 生 内 方 で 育 端 に 終る 。 体 の 中 央 部 に は 腹 吸 般 (0.031 ~ 0.035) , 横 径 平均 0.044mm (0.042~ 
を 認め る 。 口 より 僅か に 小さ く 径 平均 0.030mm 0.045) で ある 。 排 体 の 
C0.028 ~ 0.081 う , 横 径 平均 0.040mm (< 0.089~ し , 僅か に 帯 較 色 の 内 容 物 が ある 。 
~ 0.041) で ある 。 腸 分 岐 部 と 腹 吸 盤 と の 間 に は 著 大 な 陰 (3) 脱 電 直後 の 幼 若 虫 体 に 就 て 
存在 し , 内 に 陰茎 及び 貯 精 蔵 し , 精 が 充満 新 被 を 実験 的 と シロ ネズ ミ に 与え , 試食 後 1 時 
する 。 原 基 は 直径 平均 0.082mm 0.080~ 0.084) 間 乃 至 3 時 間 内 に 殺し て し , その 小腸 より 脱 た 
あぁ ある 。 直後 の 幼 吸 虫 を と り , 2 2 ホルマリン を 加え て 運動 を 停 


第 2 表 本 新 吸 虫 被 許 幼 虫 を 以 て を る 試食 実験 所 見 


番号 実験 第 1 第 2 第 3 第 4 第 


1957 1957 
1 30 6/V 6/V 3 時 間 一 4 12 — 
2 30 6/V 6/V 4 時 間 一 1 4 
5 本 60 9/VI 10/VI 12 時間 一 一 7 11 —  — 

6 と i 50 7/VI 10/VI 24 時 間 一 一 6 9 一 一 成虫 15 条 

7 50 30 一 12 5 3 — 20 条 

9 65 10/VI 13/VI 3  — — 4 — 27 条 

10 が 75 10/VI 13/VI 3 HH — — 6 7 6 — 19 条 
11 = フト リ ( ヒ と チ ) 50 20/VI 21/VI 24 時 間 一 一 一 一 一 一 
12 = ッ ト リ (と ヒ チ ) 50 20/VI 22/VI 48 時 間 一 一 一 一 一 一 
13 = ワ リ ( チ ) 
15 ウツ 

ウゥ サ ギ ( ) 150 2/VII 3/VII 24 時 間 一 一 6 一 成 条 

ウツ サ ギ ( 幼 ) 160 2/VII 4/VII 48 時 間 一 一 19 14 5 — 38 条 

( ) 160 2VIE 72 時 間 一 一 14 2 12 一 47 条 

当 x 120 4IVII 5/VII 24 時 間 一 一 17 26 13 一 56 条 

ヌ 150 4/VII 6/VII 48 時 間 一 一 21 > 57 条 

60 7/x 19 時間 一 一 14 6 2 — 22 条 

70 7/Xx 20 時 間 一 一 21 9 6 — 36 条 

50 7/x 48 叶 一 一 13 2 26 条 

60 10 :72 時 間 一 一 一 14 7 21 条 

人 体 実 験 50 27 時間 駆虫 薬 服用 ( 馬 ス 3gr) 下剤 併用 成虫 9 条 

人 体 50 1/ I 72 時間 駆虫 薬 服用 ( 綿 ェ キ ス 3gr) 下剤 併用 成虫 7 条 


= ソト リ ( ヒ と チ ) 3 羽 ウサ ギ ( 幼 ) 3 羽 人 体 2 名 
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止 さ せ た 後 , 殆ど 圧迫 を 加え な い 状 態 で 観察 し た 。 

体長 平均 0.460 mm ( 0.450 ~ 0.465), 巾 径 平均 

0.180 mm ( 0.175~ 0.185) を 数 える 。 本 
ける 重要 な 特徴 は , 幼 若 期 よ り 成 就 虫 体 を 通じ て , 口 吸 
盤 周囲 の 組織 が 異常 な 発達 と 特殊 な 形態 を 形成 する と と 
で あっ つて, 附図 第 1 図 に 明示 する 通り で ある 。 

(4) 動物 実験 所 見 

角 を 第 二 中 間 宿 主として 広く 分 布 し た 本 種 
は , 果して 如何 な る 動物 の 体内 で 成育 し 得る か と 言う 事 
の 予想 は 困難 で ある が , 一 応 , 足 乳 動物 及び 一 二 の 鳥 類 
に つい て 上 感染 試験 を 実施 し た 。 其 の 成績 は 第 2 表 の 通り 
で ある 。 

以上 の 実験 の 結果 , シロ ネズ ミ , ウサ ギ ( 効 ) 。 イヌ 
( 幼 う に 於 て は 其 の 小腸 中 部 に 於 て , 正しく 成虫 に 発 
育 し , 最も 早い も の は , 48 時 間 に し て 成虫 に 発育 し , 3 
日 乃至 4 日 で 子宮 内 に 多数 の 固有 卵子 を 証明 し た 。 

更に 人 体 試験 を 2 名 に つい て 行っ つた が , 1 例 (第 26 例 ) 
は 48 時 間 目 に 9 個体 , 他 の 1 例 (第 27 例 〉 は 72 時 間 目 に 

? 個体 , の 成虫 を 証明 し た 。 し か し 。 = ワ ト リ (ヒナ) 
ウツ ウズラ,。 を 用 いた 感染 試験 は 季 く 不感 染 に 終っ た 。 

吸虫 Macropbhallus asadai gen. et sp. nov. 

の 形態 構造 

本 吸虫 の 観察 は , 生態 標本 及び 2 % ホ ル マ リ ン で 固定 
し た 材料 及び 生鮮 な 虫 体 を シャ ウツ ウディ ン 氏 液 で 固定 
し 。 ヘ ハイ デン ハイ ン 氏 鉄 ヘ マト キシ リン 染色 法 を 施し 精 
細 に 検 し た 。 

1. 外形 : 適 宜 に 固定 し た 虫 体 は 略 卵 円 形 乃 至 長 椅 円 
形 で , 前 体 部 は 生 狭 小 と な り , 後 端 は 鈍 円 を 呈し , 背 腹 
に 選 平 な 吸虫 で ある 。 生 鮮 な 虫 体 は , 運動 時 前 体 部 が 容 
易 に 伸縮 し , 後 体 部 は これ に 伴い 移動 し て 形態 を 変化 す 
る 。 体 の 外 表面 に は , 同質 性 で 透明 な 角 皮 層 が あり , 角 
皮下 層 よ り 発 生 し た 皮 隷 は , 角 皮 層 を 貫き , 外 後 方 に 向 
つて な らぶ 。 皮 球 は 前 体 部 に 密 で , 後 体 部 に 至る に 従い 
な り , の 下 の 位置 に 於 て 消失 する 。 

2。 大 き : て (以下 括 線 内 は 染色 標本 の 測定 値 で ある ) 
生鮮 な 虫 体 を 2 % ホ ル マ リ ン 固 定 標本 と し て 観察 し た 。 
本 吸虫 は 比較 的 小型 の 種類 に 属し , 長径 0.460~ 0.650 


mm, 平均 0.534mm ( 0.350~ 0.460mm, 平均 0.421 
mm) で , 巾 径 0.200 ~ 0.280 mm, 平均 0.214 mm 
( 0.170~0.220*mm, 平均 0.200mm) を 数 える 。 

8. : 口 吸 体 の 前 部 腹面 に 存在 し , 発達 し 
た 強 製 な 筋 組織 より 成り , あたかも る も 倒 洋 型 子 状 形 を 量 し レ 
前 頂部 は 類 円 形 で , 下 端 部 は 生 狭 小 す る 。 大 さき 縦 径 0.052 
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へ ~ 0.060mm, 平均 0.056mm ( 0.045~ 0.065mm, 平 
均 0.050mm), 巾 径 0.049~ 0.052mm, 平均 0.050mm 
( 0.040 一 0.060mm, 平均 0.048mm), 口腔 は 漏斗 状 で 
外 孔 は 腹面 に 開口 し , 大 き 縦 径 0.022~ 0.024mm, 巾 
径 0.018~ 0.020mm で ある 。 本 種 の 特徴 と し て , 口中 
盤 の 両側 部 及び 前 縁 部 の 肉質 組織 は 膨 隆 し , 殊 に , 前 端 
背 側 部 の 組織 は 三角 形 の 多少 鋭い 突起 を 形成 し て 認め ら 
れる と と が ある 。 容 起 の 大 さ は , 基 旗 部 巾 径 0.084~ 
0.036 mm, 高 さ 0.088~ 0.040 mm に 達する 。 と の 笑 
起 の 中 央 に は 縦 に 弧 裂 状 の 細い 管 腔 を 認め られ る も の も 
あぁ る 。 

腹 吸 盤 は 体 の 略 中 央 部 の 腹面 に 開 孔 し , 球形 を 量 す る 
筋肉 組織 より 成る 。 大 き 総 径 0.040~ 0.045mm, 平均 
0.044 mm ( 0.035 ~ 0.050 mm, 平均 0.042mm), 横 
径 0.042~ 0.062mm, 平均 0.049mm ( 0.035~ 0.045 
mm, 平均 0.041mm) に 達する 。 

4.。 消化 管 : 消化 管 は 口腔 盤 内 の 口腔 に 始ま り , 短い 
前 昭 頭 が これ に 続く 。 咽 頭 は 樽 状 で , 筋肉 組織 より 成り 
中 央 に 管 腔 を 通ずる 。 大 き 縦 径 0.034~ 0.040mm, 平均 
0.036 mm ( 0.025~ 0.030mm, 平均 0.028mm) で あ 
る 。 食道 は 咽頭 に 連 り 体 の 正中 線 を 下行 し , 長 さ 0.027 
~ 0.045mm, 平均 0.086mm( 0.026~ 0.042mm, 平均 
0.086mm) に し て , 巾 径 0.002~ 0.008mm あり 。 会 
道 の 下部 は 体長 の 約 前 リリ s の 部 位 に 於 て , 左右 の 両 腸管 
に 分 す る 。 
腸管 は 倒 Y 字 形 に 体 の 正中 線 を 隔て 左右 に 分 岐 し 盲 端 
に 終る 。 長 さ 左 腸 脚 0.070~ 0.080mm, 平均 0.074mm 
右 腸 脚 0.072~ 0.080mm, 平均 0.075mm で ある 。 両 
腸管 の 末端 部 は 体 壁 の 生 内 側 部 に 於 て 終る 。 

5。 排 江 管 系 統 : 体 の 後 端 部 に は 中 央 に 開口 する V 字 
形 の 排 あり , に は 暗黒 色 の 粒状 内 容 物 を 蔵 
する 。 排 洪 管 は 体 の 前 端 部 口 吸盤 及び 咽頭 の 両側 を 下行 
し , 左右 一 条 の 導管 は , 各々 四 対 の 細 脈 管 を 分 岐 す る 。 
排 の 下部 は 排 上 隅 に 開口 する 。 

6. 雄性 生殖 器 , 輸 精 管 , 陰茎 , 陰茎 が 区 別 
され る 。 

: 有 対 性 の 左右 は 後 体 部 の 腹 の 後方 に 
て , 正中 線 を 隔て ゝ 相対 する 。 形 態 略 球状 乃至 不正 球状 
を し て , 大 き 左右 ほ 同 大 に として, 丸 縦 径 0.040 
へ ~ 0.065mm, 平均 0.051mm( 0.055~ 0.060mm, 平均 
0.057mm ), 横 径 0.042~ 0.060mm, 平均 0.054mm 
0.045~ 0.062mm, 平均 0.054mm), 右 丸 
0.041~ 0.065mm, 平均 0.050mm ( 0.055~ 0.060m 
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平均 0.057mm), 横 径 0.042~ 0.062mm, 平均 0.052 
mm ( 0.044~ 0.056mm, 平均 0.052mm), で ある 。 
精 管 : の 背 部 より 出 て 上 行 し , 腹 吸 の 右 
下 と と の 中 間 に 於 て 相 接合 し , 右 外 方 に 走 
り , 陰茎 後 下方 に 開口 する 。 

陰茎 : 腸管 分 岐 部 と 腹 吸 の 間 に 介 在 
た 細長 い 体 で つて, 後 端 部 は , 右 腸 脚 に 平 
行 し て 存在 する 。 に は , 基底 部 を 充満 する 精 
有 し , 之 た 連接 し て 箇 曲 する 陰茎 を 容 し , この 周囲 は 前 
立 腺 細胞 に ょ つて 囲ま れる 。 著 大 で 長径 0.095 


. へ ~ 0.120mm, 平均 0.112mm ( 0.110~ 0.130mm, 和平 


均 0.121 mm), 巾 径 0.082 ~ 0.045 mm, 平均 0.087 
mm ( 0.025~ 0.036 mm 平均 0.0832 mm) を 数 える 。 


陰茎 喪 の 左端 は や ゝ 狭小 し 腹 吸 盤 と 左 卵黄 巣 下端 の 間 に 


* て , 生 内 で 雌性 に 近く 開口 する 。 

本 種 に は 著 大 な 陰茎 を 認め る 。 さ 0.150~ 
0.170 mm に 及ぶ も の が ある 。 基 根 部 の 巾 径 0.009~ 
0.010 mm に 達する 。 

7。 雌性 生 器 ラウ レル 管 , 卵黄 巣 , 卵黄 
輸 管 卵黄 受精 メー リス 腺 , 子宮 を 区 別 さ れ 


卵巣 : 体 の 正中 線 よ り 生 右側 に か た ょ つて 腹 吸 盤 の 右 _ 


外側 に 於 て , 陰茎 端 と 右記 と の 中 間 に 位 し て 。, 
外形 は 球状 で 表面 は 滑 沢 で ある 。 直径 0.032~ 0.045 
mm, 平均 0.038mm ( 0.034~ 0.042mm, 平均 0.038 
mm) で ある 。 

ラウ レル 管 輸 管 の 内 方 下 に 於 て 分 岐 し , 多少 
屈曲 し , 体 の 背部 に 開く 。 

卵黄 巣 : 左右 腸管 と 平行 し て , その 上 際 部 に 卵黄 細胞 
は 分 布 し , 腸管 盲 端 部 に 達し , 之 を 越え て 曲 下行 し 卵 
巣 上 高 さ で 停止 する 。 

卵黄 輸 管 : 卵黄 細胞 ょ り 分 岐 す る 細 脈 管 は 合流 し て 。, 
左右 各 一 衝 の 卵黄 輸 管 と な り , 下 内 方 に 向い 詞 丸 の 前 緑 
に 於 て 曲り ,。 卵黄 喪 に 注ぐ 。 

卵黄 : 外形 は 不正 球状 の 体 で , 両論 の 中 間 で 
体 の 正中 線 に 一 致し て 存在 する 。 こ れ に ょ うり 発し た 卵黄 
管 は 上 行 し て , 輸 卵 管 に 結合 する 。 

: 右 の 前 卵 の 間 に 位 す る 球状 の 
状 体 で , 精 糸 を 充満 し て 認め られ , 輸 卵 管 に 連接 する 。 
メー リス 腺 : 体 正中 線 の 左側 に 於 て , 卵黄 者 の 前 端 に 
於 ける 卵 形成 腔 の 周囲 と 分 布 す る 。 

子宮 : 子宮 は 卵 形成 腔 か ら , 卵黄 婁 の 左側 を 蛇行 し , 
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左 思 丸 の 下 際 で 1 ~ 2 回 屈曲 し , その 左側 を 上 行 し , 更 
に し , 次 で 腹 の 下 を 横断 し , 卵巣 及び 右 
の 外側 縁 を 再び 蛇行 必 曲 し て , 後 体 部 に 達し 上 行 し て 二 
曲 す る 。 右 思 丸 の 下 内 方 より 内 縦 外 輪 の 良く 発達 し た 筋 
肉質 性 の 構造 と な り , 子宮 末端 部 (Metraterm) を 形成 
し て 縦 に 右 思 丸 の 内 側 を 経て 上 行 し , 腹 吸 盤 の 左 外 方 
に 於 て , 陰 開 口 部 に 近く , 生 腔 に 開口 する 。 子 
宮内 に 産出 され た 卵 の うち , 体 の 左側 子宮 内 に ある も の 
は , 何れ も 未だ 着色 され な い 卵 で ある が , 体 の 右 半 部 の 
子宮 内 卵子 は 総 て 淡 黄 淡 礼 色 を 帯び て 居る 。 成 熟し た 貝 
体 に 於 て は , 89~41 個 の 卵 を 内 蔵 す る の を 認め た 。 
8. 本 吸虫 の 卵子 : 本 種 吸虫 の 卵子 は , 色 が 淡 黄 淡 神 
色 を し て , 形 は 卵 円 で ある 。 卵 毅 二 重 の 境界 線 
ょ り 成 り , 前 端 部 は 狭小 , 小 著 が ある 。 後 体 部 は 生 肥 
厚 し , 後 端 は 円 に 終る 。 小 卵 部 を 構成 する 
続 緑 は , 同一 平行 線上 に 位 し , 小 隆 起 又 は 肥厚 を 認め な 
い 。 卵 の 大 さ は , 長径 0.029~ 0.080mm, 平均 0.029 
mm, 巾 径 0.017~ 0.020mm, 平均 0.019mm を 数 えて 
内 に 仔 虫 を 保有 する 。 
(6) 新 吸虫 の 分 類 学 的 考察 
以上 述べ た 如く , 本 吸虫 の 形態 誠 び に 発育 史 を 考察 す 
れ ば , 本 吸虫 は 明か に 新種 と 認 む べき で ある 。 し か も そ 
の 主要 な 特徴 は 
1. 口 吸盤 の 両側 及び 基 の 前 端 肉質 部 は 肥厚 し て 認め 
られ , 殊 に 前 端 は 鋭く 突出 し て 三角 形 の 突起 を 形成 す 
る 
2.。 本 吸虫 に は 比較 的 長大 な 陰茎 が 認め られ , 比較 的 
長い 子宮 末端 部 (Metraterm) を 形成 する 。 
8.。 卵黄 巣 は 対称 的 に 腸管 の 前 縁 に 沿い 分 布 し , 基 の 
外縁 は 腸 脚 の 末端 部 を 越え て 僅か に 下降 皆 曲 する 。 
以上 の 事 等 か ら , 本 吸虫 が Microphallidae (Travassos, 
1920) に 属す る こと は 明らか で ある に 拘ら ず , 近 縁 属 M- 
rophallus 属 , Pseudospelotrema 属 , 及び Spelotrema 属 
と は 全く 異 り , 僅か に Microphalloides 属 は 卵黄 巣 の 位 
置 が 類似 する が , 他 の 諸 標 徴 に 於 て 一 致す る と と ろ が な 
い 
と ゝ > に 於 て 著者 は 以上 の 標 微 に 基き , 新 属 Macrophal- 
jns gen. nov. を 創設 し , 本 吸虫 を 模式 種 に 設定 する も 
の で ある 。 
種 名 は 皿 師 浅田 順一 博士 に 献 名 し て , 次 の 如く する 。 
Macrophallus asadai sp. nov. 
模式 宿主 は , 香川 県 金 倉 川 産 で Type locality) の アシ 
ハラ ガ = で ある 。 和 中間 宿主 は 。 1. ア シ ハ ラガ ニ =, 2. ハ マ 
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ペ ン ケ イ 4。 ケロ ベン シン ケイ 585。 イ ン ガ =, 
6. ケ フサ イソ ガ = で あつ て , 実験 的 終末 宿主 は 1. シ ロ ネ 
ズミ , 2。. ウ サギ 。 8. イヌ, 4. 人 体 で あぁ る 。 

( 庫 論 文末 尾 に 模式 図 を 掲げ , 英文 を 附 加 し た ) 
Gynaecotyla 吸 虫 虫 及び の 
発育 つい て 
著者 が 河口 産 留 類 を 中 間 宿 主 と す る 吸虫 類 と 関す る 研 
究 の 途上 , 二 種 の オ サ ガ = より 証明 し た 被 協 幼虫 の 中 に 
一 種 の 不明 な 被 が あつ た 。 と の は , 文献 
を 調査 し た と と ろ , 山口 左 仲 (1984) が 兵庫 県 産 オ サガ 
= に 認め た 一 種 , 並び に 宮崎 一 郎 (1989) が ベン ケイ ガ 
=, クロ ベン ケイ より 証明 記載 し た 一 種 に 近似 し た 点 が 
ある こと と が 判明 し た 。 と こと れ が 果して 何れ の 種 に 属す る か 
は , 実験 に と より 成虫 を 証明 し 比較 考察 する と こと が 肝要 で 
ある と 考え た の で , 以下 に 述べ る 様 な 観察 を 行っ つた 。 
(1) 本 種 虫 が 寄生 する の 種類 及び 寄生 状態 
本 種 被 井 幼虫 を 証明 し た 蟹 は , 香川 県 金 倉 川 , 広島 県 
芦田 川 の 各 河 口 産 の オ サ ガ = の 232 種類 で あつ て, 次 の 通 
り で ある 。 1. オ サ ガ ニ = Macrophthalmus dilatatus de 
Haan 2. ヤマ ト オ サ ガニ Macrophthalmus japonicus 

de Haan 
寄生 部 位 : 主として 生 区 腺 , 及び 肝臓 で ある 。 


寄生 状態 : オ サ ガ = は , 検査 総数 3 個体 中 保有 個体 数 


43 個 , 百分率 58.9 ある 。 一 個体 に 寄生 する 被 
の 数 は 最小 7 個 , 最大 18 個 を 認め た 。 ヤ マト オ サ ガ = は 
検査 総数 86 個体 中 保有 個体 数 49 個 体 百分率 56.9 % で あ 
る 。 一 個体 に 寄生 する 被 宏 幼 虫 の 数 は 最小 5 個 , 最大 17 
個 で あぁ っ つた 。 

(2) 本 種 被 の 形態 構造 

オ サ ガ =, 及び ヤマ ャ マト オ サ ガ = に 於 て 証明 し た 本 種 被 
は 略 球形 に し て , 其 の 大 , 長径 0.84~0.86mm, 
平均 0.85mm に し て , 短 径 0.88~0.85mm, 平均 0.342 
mm を 算 し た 。 包 有 電 壁 は 比較 的 薄く 二 層 より 成る 。 長 
期間 寄生 し た も の で は 包 を 薄い 黄 色 の 薄膜 で 
われ る も の が ある 。 有 電 内 の 幼虫 は 体 を 二 重 に 曲げ , 或 は 
屈曲 し て 認め られ る 。 貝 体 は 殆ど 着色 せ ず 時 ズ 徴 な 運 
動 を 行う 。 

口 吸 盤 は 体 の 前 端 腹面 に あり , 筋肉 質 よ り 成 り , 大 さき 
0.033~ 0.085mm, 平均 0.084mm, 横 径 0.08~ 
0.088 mm, 平均 0.03828mm で ある 。 そ の 下部 に は 短い 
前 只 頭 管 が あり , 咽頭 に 接続 する 。 咽 頭 は 筋肉 質 よ り 成 
り , 大 さき 0.030~ 0.082mm, 平均 0.081mm, 横 
0.022 ~ 0.025mm, 平均 0.024mm, 咽頭 の 下部 は 食道 
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に 移行 する 。 長き 0.095~ 0.110mm, 平均 0.105mm に 
し て 短い 左右 の 腸管 に 分 岐 す る 。 腸 管 は 蛇行 し 卵巣 原 基 
の 生 下 際 に 於 て 止 る 。 陰 苔 は 腸 分 岐 部 の 下部 に 在り , 
長き 0.140~ 0.160mm, 巾 径 0.03mm に 及ぶ , 腹 
は 筋肉 質 よ り 成 り , 体 正 中 線 よ り 右 側 に 偏 し て 存在 し , 
0.0384~ 0.040mm, 横 径 0.0384~ 0.088mm を 数 
える 。 卵 巣 原 基 は 直径 0.024~ 0.026mm に し て 類 円 形 
を する 。 本 種 に は 腹 吸 盤 の 下 内 方 に 愉 様 の 生 
を 認め る 。 原 基 は ょ よく 発達 し 球形 で , 左 直 
径 0.041~ 0.043mm, 右 0.040~ 0.048mm を 数 
えた 。 卵 黄 巣 は 体 の 後 端 部 に あつ て , 排 洪 旨 の 両側 に 点 
在 し , 左右 各 10~12 葉 に 分 し 暗黒 色 を す る 。 排 
は Y 字 形 を 呈し て , 僅か に 暗色 の 内 容 物 を 蔵 し , 体 表 に 
は 微細 な 皮 隷 を 有する 。 然 し 眼 点 は 認め な い 。 

(8) 動物 実験 所 見 . 

本 種 吸虫 の 動物 体内 に 於 ける 発育 の 消長 を 追究 する 
為 , シロ ネズ ミ , ウサギ, = ワ ト リ 。 ウズ ラ に て 試 
実験 を 行 つ た 。 各 実験 動物 に は , オ サ ガ = の 生殖 腺 及 び 
肝臓 を 軽く 圧 平 し , 予め 被 電 幼虫 数 を 鏡 検 し て ,。 之 等 の 
新 鯉 な 組織 と 共に 与え た 。 ; 

剖検 に あ た つ て は , 小腸 を 六 等 分 し て 検索 し た 。 実験 
成績 は 第 3 表 の 通り で ある 。 即 ち 表 に 示す 様 に , シロ ネ 


ズミ は 9 例 中 全部 に 感染 し た 。 試 食後 5 ~10 時 間 ま で は 


第 3 表 Gynaecotyla 属 吸 被 虫 を 以 


て せる 動物 実験 所 見 

試食 せ 経過 

号 虫 の 数 時 間 部 部 部 部 部 部 
1 時 間 一 12 7ー 一 
志和 5 時 間 一 616 7 一 一 
3 ショ ネズ ズミ . 間 一 一 = 
4 ショ ネズ ミ 35 12 時間 一 一 11 9 1 一 
5 シャ ョ ネズミ 35 24 時 間 一 一 13 4 2 一 
6 ショ ネズ ミ 40 48 時 間 一 一 12 1 1 2 
7 ショ ネズ ミ 40 72 時間 一 一 1013 一 一 
8 ズミ 90. 一 を 
9 ショ ネズ ミ 40 112 時 間 一 一 711 4 一 
10 ウ サ ギ ( ) 95 48 一 16. 9 
11 ウ サ ギ ( 幼 ) 80 72 時 間 一 一 713 一 一 
12 ニワトリ り ( ヒ チチ) 30 24 時 間 一 一 11 7 一 一 
13 ワット ( ヒ ) 35 48 間 一 9 6 3 一 
14 ラ 30. 72 一 一 7 4 1 一 
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小腸 第 二 部 に 小数 の 脱 電 幼虫 を 認め た 。 そ を それ 以後 は 主 と 
し て 小腸 第 三 部 に 寄生 し , 次 で 第 四部 に も 之 を 認め , 試 
食後 の 経過 時 間 に 応 じ て , 虫 体 は 成育 し 最も 早い も の は , 
24 時 間 で 子宮 内 に 小数 の 虫 卵 を 保有 し , 48 時 間 以 後 は 其 
の 総 て に 卵子 を 証明 し た 。 其 の 他 ウ サギ 2 例 , = ワ ト リ 
2 例 , ウズ ラ 1 例 に 試み た 実験 に 於 て も 成育 し た 虫 体 を 
証明 し 得 た 。 本 種 の 如く 海鳥 類 を 終 宿 主 と す る 明 虫 で 
ぁ 能 く 一 定期 間 は 之 等 の 足 乳 動物 及び 鳥類 に も 寄生 し 得 
る こと と を 認め た 。 

(4) 本 種 吸虫 Gynaecotyla sgquatarolae (Yamaguti, 

19834) Yamaguti, 1989 の 形態 構造 

本 虫 の 大 き の 測 定 は 実験 的 と, オ サ ガ = より 検出 し た 
本 虫 の を , シロ ネズ ミ に 試食 せしめ て 成育 し た 
虫 体 を , 腸 粘 液 質 と 共に , 2 ホル マリ ン で 固定 し , 殆 
ど 圧 迫 の 加わ ら な いい 状態 に 於 て 行 つ た も の で ある 。 
外形 : 長 形 で , 前 端 は 生 小 し , 後 体 部 は 
で , 体 の 中 央 部 は 多少 細く な る こと も ある 。 背 腹 に 扇 
平 な 吸虫 で ある 。 生 存する 貝 体 は 活 浴 に 運動 し , 前 体 部 
は 伸縮 性 に 富み , 後 体 部 は 随行 的 に 移動 し 形態 を 変化 す 
体 の 外 表 部 は 透明 な 同質 性 の 角 皮 層 に ょ り 被覆 せら 
れ , 角 下層 か ら 発 生 し た 微細 な 前 体 部 に で あ 
つて , 後 体 部 に は 疎 生 し , 排 洪 喪 開口 部 の 上 縁 に 於 て 停 
止 す る 。 

大 き : 本 虫 は 長径 0.85~1.10mm, 平均 0.959mm 巾 
径 0.42~0.45, 平均 0.435mm で ある 。 

吸盤 : 口 吸 磐 は 前 体 部 末端 の 腹面 に 開口 し , 筋肉 質 
ょ り 成り, 大 き 縦 径 0.051 ~ 0.055 mm, 平均 0.053 
mm, 横 径 0.045~ 0.052mm, 平均 0.049mm で ある 。 
腹 吸盤 は 体長 リ 。 の 境界 線 に 略 一 致し , 体 の 正中 線 よ り 
右 財 に 偏 位 し , 横 椿 円 形 を 量 し , 発達 し た 筋肉 質 よ り 成 
る 。 大 , 0.046~ 0.056mm, 平均 0.051mm, 横 
径 0.044~ 0.052mm, 平均 0.047mm あり 。 
消化 器 : 消化 器 は 口 吸 盤 内 に 在 る 口腔 に 始ま り , 短 
い 前 咽頭 が これ に 連 る 。 前 咽頭 は 長 さ , 0.05~0.06 
mm, 巾 径 0.008~0.01mm あり 。 咽頭 は , 長径 0.084 
へ ~ 0.0836mm, 平均 0.085mm, 横 径 0.023~ 0.026mm' 
平均 0.025mm ある 。 食道 は 咽頭 に 接続 し , 体 の 正中 線 
を 垂直 に 下行 する 。 長 さ , 0.24~0.80mm に し て , 基 の 
下端 は 左右 に 分 岐 し , 腸管 に 移行 する 。 腸 管 は 左右 略 同 
長 で , 左 腸管 0.320~0.40 mm, 右 腸管 0.44~0.48mm 
で ある 。 腸 管 の 末端 は 両論 の 前 に 終る 。 

排 洪 器 : 体 の 前 端 , 口 吸 盤 の 下 際 より 起り , 咽頭 及び 
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食道 の 両側 を 蛇行 し , 小 分 枝 を 分 ち 後 走 す る 左右 一 条 の 
導管 は , 丸 の 後 に 近い 排 上 隅 開口 する 。 
排 Y 字 形 を 量 す る 状 体 で , 僅か に 粒 状 物質 を 
包含 する 。 

雄性 生 器 : , 輪 精 管 , 陰茎 に 区 分 する 。 
丸 は 有 対 性 で , 後 体 部 で 卵巣 と 排 と の 間 に 
て , 正中 線 を 隔て ゝ 相対 する 。 形 は 球形 乃至 横 椿 円 形 に 
し て , 左 丸 縦 0.064~ 0.070mm, 平均 0.068mm, 
横 径 0.098~ 0.110 mm, 平均 0.107 mm, 右 縦 
0.068 一 0.071mm, 平均 0.070 mm, 横 径 0.105~ 0.110 
mm, 平均 0.108mm, で ある 。 輸 精 管 は 府 丸 の 上 内 方 ょ 
り 始 まり , 生殖 盤 の 右 下方 に 於 て 相 合 し , 腹 吸 盤 の 左上 
を 経て 陰 の 右側 後半 部 を 占め る 精 開口 す 
陰 細長 い 袋 状 体 で 腸管 と 腹 吸盤 及び 生 盤 と の 
間 に 介 在 す る 。 大 さき 長径 0.146 一 0.150mm, 巾 径 0:044 
へ ~ 0.046mm ある 。 は 大 きく 陰茎 り 出 て , 良く 
発達 し た 筋肉 性 の 構造 を な し て , 約 状 (2 個 〉 に 強く 細 
曲 し て , 角 状 の 形 に 見 え , その 弧 の 径 は 0.06~0.08mm 
で あつ た 。 生殖 盤 と は 離れ て その 上 側 方 に 開口 部 が あ 
雌性 器 : 卵巣 , ラウ レル 管 , 卵黄 巣 メー リ 
ス 腺 , 子宮 及び 生殖 盤 を 区 別 せ られ る 。 

卵巣 は 体 の 右側 で , 腹 吸盤 と 右 府 丸 と の 間 に 位 し ,- 外 
側 は 右 腸管 に 接する 。 形 は 略 球形 ご 大 さき 直 径 0.07 一 0.08 
mm, 平均 0.074mm で ある 。 

ラウ レル 氏 管 は 輸 卵 管 の 生 内 下方 ょ り 発 し て , 屈曲 し 
て 背面 に 開口 する 。 

卵黄 巣 は 両論 丸 以 下 後 体 部 に 於 て , 卵黄 細胞 は 左右 共 
に 12 一 14 個 に 分 葉状 に 分 割 し て 認め られ , 暗 黒色 を 量 す 
メー リス 腺 は 体 の 正中 線上 で 両 界 丸 の 中 間 に 認 め ら れ 
る 卵 形成 腔 を 囲ん で 分 布 す る 。 

子宮 は 両 塵 丸 の 前 緑 部 を 越え ず 体 の 後 体 部 を 屈曲 転回 
し て 生殖 盤 に 開口 する 。 

生 は 本 種 に て は , あたかも , 普通 の 腹 吸盤 と 
る と と ろ な く , 筋肉 組織 より 成る 。 大 さ , 縦 径 0.087~ 
0.039mm, 平均 0.0388mm, 横 径 0.040~ 0.042mm, 
平均 0.041mm を 算 す る 。 

本 の 卵子 : 外形 は 略 卵 円 形 で 黄 淡 礼 色 を 


星 し て , 二 層 より な る 。 前 端 は 狭小 , 小 工 が ある 。 後 


端 は で ある 。 
卵 の 大 さき は , 長径 0.028~ 0.028mm, 平均 0.025mm: 
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巾 径 0.016~ 0.017mm, 平均 0.016mm で あつ た 。 
(5) 分 類 学 的 考察 
著者 が 香川 県 金 倉 川 , 広島 県 芦田 川 , 河口 産 の オ サ ガ 
= ヤマ ャ マト オ サ ガ = から 見 出し た 被 埋 幼虫 は , 研究 の 当初 
に 於 て は 如何 な る 種 属 の 吸虫 に 発育 する か は 不明 で あつ 


た 。 


曽 て 山口 左 仲 (1934) が 兵庫 県 高砂 の オ サ ガ = か ら 
2 種類 の 被 枯 幼 虫 を 証明 し 母 虫 と の 形態 学 的 所 見 及び 終 
宿主 の 習性 より 考察 し 之 を Levinseniella squatarolae び 
Spelopbhallus rmas の と 見 な し て いる 。 然 し これ に 
つい て は 実験 的 証明 は な か つた 様 で ある 。 

宮崎 一 郎 (1989) は 熊本 県 信 代 産 ベ ン ケ イガ =,。 クロ 
ペン ケイ に 認め た - 被 に つき 動物 実験 を 行 つ 
て , Levinsemilla 属 吸 虫 の 一 種 に 発育 する こと を 立証 し 
た た 。 

と の 虫 と , 本 種 被 虫 を 比較 する と , 其 の 形 
租 構 造 が 甚だ 近似 し た 点 が あつ た けれ ども , 1. 口 吸盤 と 
と の 大 の 比 卵黄 巣 の 数 , 8. 被 虫 の 大 
さき 交接 器 の 形態 構造 , 5. 腹 の 位置 形態 , 6. 生 
, 等 の 諸点 は 被 及び 成虫 を 通じ 明か に 区 別 
られ る こと を 確認 し た 。 

於 て , 著者 は 実験 的 に 本 被 虫 を 動物 に 与え て 
得 た 本 種 吸虫 に 就き 山口 左 仲 教授 の 同定 を 仰ぎ , 正しく 
同 兵 が 命名 発表 し た Gynaecotyla "squatarolae (Yama- 
guti, 19834) Yamaguti, 1989 で ある こと と を 確認 する に 至 
。 

抑 々 本 吸虫 は 山口 (1984)〉 に より , 神奈 川 県 産 チ ドリ 
科 の ダイ ゼン の 亜 種 Squatarola sguatarola hypomelaena 
(Pallas) の 小腸 より 発見 され た 吸虫 で ある 。Jagerski61d 
に より 提示 され た Zevinseniella 属 の 標 徴 は (1) 陰 
比較 的 小さ く 単 一 の 小 乳 紅 突 起 で ある 。 (2) 4 乃至 2 
個 の 指 の 交 接 (Accessory copulatory pouches) 
が 生 殆 腔 に ある 。 以 上 の 点 が 挙げ られ て いる 。 其 の 後山 
(19839) は 伊勢 地方 の ハマ ャ シギ Erolia alpina askha- 
ina (Vieillot) より 本 種 を 多数 証し 形態 構造 を 再 検討 し 
属 名 を Gynaecotyla と 改訂 し , 学名 を 次 の 如く 変更 し 


た 。 Gynaecotyla sguatarolae (Yamaguti, 1934) 

本 属 の Levinsemella 属 と 異 る 点 は , 

1. Levinseniellar 1 一 2 に ある 様 な , 交 接 
な く 性 な い 

2. , 陰茎 が 複合 性 で 筋肉 性 の 交接 器 と な つて いる 。 

8.。 雌性 生 殆 孔 が 典型 的 な と な つて 孔 よ り 
れ 別 に 存在 する 。 
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4。 比較 的 小さ い 貯 精 四 と 非常 に 多く の 前 立 腺 細 胞 で 
れ た 前 立 腺 が 陰茎 に 包含 され て 居る 。 
以上 を 要約 すれ ば , 著者 が 香川 県 及び 広島 県 産 の オ サ 
ガニ =, ヤマ ト オ サ ガニ = より 証明 し た 一 種 の 被 枝 幼虫 は 実 
験 に シロ ネズ ミ , ウサ ギ , = ワ ト リ , ウズ ラ の 小腸 に 於 
て 発育 し , 2 乃至 3 日 に し て 成虫 に 発育 し , 子宮 内 に は 
固有 卵子 を 保有 する に 至る 。 即 ち 本 種 は 山口 (1939) に 
より 命名 報告 され た Gynaecotyla squatarolae (Yama- 
guti, 1939) Yamaguti, 1939. に 発育 する 事 を 動物 実験 
に より 確認 し 得 た も の で ある 。 
Microphalloides japonicus (Osborn, 1919) 
Yoshida, 1938. に 関す る 知見 
本 種 は 吉田 貞雄 (1915) に より 鹿児島 産 の アシ ハラ ガ 
= Helice tridens tridens de Haan. に 発見 され , 翌年 
(1916) 発表 され た 吸虫 で ある 。Osborn (1919) は その 
吸虫 の 記載 に 基き に Micropbhallus japonicus と 仮名 
し た 。 と こと の 学名 は 暫く 学界 に 引用 され た と とろ で ある 。 
然るに 宮崎 (1988) は 福岡 市 外 箱 崎 町 附近 に 於 て 捕獲 
し た アシ ハラ ガ =, ハマ ャ マガ = に 於 て 吉田 (1916) の 発見 
し た も の と 同一 種 の 被 才 幼 虫 を 証明 し , 叉 基 の 後 熊本 県 
八代 産 の アシ ハラ ガ = に 於 て も 之 を 認め , 動物 実験 に よ 
り 其 の 成虫 を 確認 し た 。 次 で 吉田 ・ 宮 崎 (1988) は 共同 
研究 の 下 に , 本 吸虫 の 形態 構造 に つき , 精細 な 観察 を 遂 
げ , 該 明 虫 は Mcrophallus 属 と は 明か に 区 . 別 せら れる べ 
き 種 類 で ある こと と を 確認 し た 。 依っ つて 吉田 (1988) は 選 
に 一 新 属 を 創設 し , Microphalloides japonicus (Osborn, 
1919) と し た 。 叉 ,。 宮川 三男 ・ 田 中 何 ・ 中 瀬 勝 (1954) 
は 吉野川 河口 産 の アシ ハラ ガ =, ハマ ガニ = ニ =, イン ジンガ = の 
8 種 に 本 吸虫 の 被 概 幼虫 を 認め て いる 。 
著者 は 本 区 虫 の 第 二 中 間 宿 主 と な る 蟹 に つい て , 従来 
知ら れ て いる 種類 以外 に 新 に 5 種類 を 認め , 寄生 率 並 に 
動物 実験 に と よ つ て 得 た 知見 を 補足 する と こと と し た 。 
(1 う 本 吸虫 を 認め た 角 の 産地 
香川 県 金 倉 川 ・ 部 川 , 県 加茂 川 山口 県 岩国 川 
広島 県 芦田 川 の 各 河 口 産 で ある 。 
(2) 本 吸虫 の 第 二 中 間 宿 主として 認め た 蟹 の 種類 
1. アシ ハラ ガニ Helice tridens tridens (de Haan). 
2. ハマ ガニ = Chasmagnathus convexa de Haan. 
838。 オ サ ガ ニ Macrophthalmus dilatatus de Haan. 
4.。 ヤマ ト オ サ ガニ Macrophthalmus japoniwus de 
Haan. 
5。 カク ベン ケイ Sesarnma (Parasesarma) picta (de 
Haan) .. 
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6.。 クロ ベン ケイ Sesarma (Holometopus) dehaam 
M. Edwards. 

イン ガニ = Hemigrapsus sanguineus 

8。 ケ フ ラサ イソ ガニ Hemigrapsus penicillatus (de 
Haan).. 

(3) 蟹 に ける 本 被 の 寄生 濃度 


番号 検査 総数 保有 個体 数 百分率 
426 859 84.2% 
840 204 60.1% 
8 カク ベン ケイ 110 62 56.2%6 
4 クロ ベン ケイ 105 56 58.8%% 
5- イッ ガ = 150 44 29.4% 
6 ケ ク サイ ツガ = 42 831.2% 
73 24 82.4% 
8 ヤマ ャ マト オ サ ガ = 86 28 82.1% 
本 を 最も 濃厚 に 見 出し た 種類 は , 1.。 アシ ハラ 


イ , の 順位 で あつ た 。 其 の 他 の 種類 は 前 記 4 種類 より も 
征 低 率 で あつ た 。 宮 崎 (1988) は 福岡 県 産 ア ノシ ヘラ ガニ = 
150 匹 を 検査 し 基 の 全部 に 寄生 する 事 を 認め , ハマ ガニ = 
に は 4 匹 を 調べ その 林 く に 之 を 検出 し , 又 熊 本 県 人 代 産 
ァ シ ハラ ガニ = に は 100 証 明 し た 。 宮 川 三男 他 (1954) は 
吉野 川 河口 産 ア ノシ ハラ ガニ = 162 匹 中 182 匹 。 ハマ ャ マガ = 6 
中 1 匹 , イン マガ = 5 中 8 匹 に 本 吸虫 被 幼虫 を 認め 
て 居る 。 

(4 うう 本 吸虫 の 自然 宿主 に つい て 


本 吸虫 の 終 宿 主として 実験 的 に は , シロ ネズ ミ ・ ハ ツ 


カネ ズミ ・ テ ンジ ク ネ ズ ミ (宮崎 ) 及び イヌ ・ ス え スズメ 
(吉田 〕 が 明か に され て いる が , 自然 宿主 と に つい て は 不 
明 で あつ た 。 


後に 宮崎 , 西村 (1943) は 福岡 産 ド ブ ネ ズミ "16 頭 を 
検査 し 4 頭 (0.5622) に 本 吸虫 を 認め , は じ め て 本 吸 虫 
の 自然 宿主 を 発見 し た 。 著 者 は 香川 県 金 倉 川 附近 より 捕 
し た ドブ プ ネ ズミ Rattus norvegicus norvegicus 136 
を 調べ て 頭 (5.142%) に 本 虫 の 自然 寄生 を 証明 し た 。 蓄 
に 追加 する 。 

結 論 

(1) う 著者 は 瀬戸 内 海 河口 産 の 蟹 を 中 間 宿 主 と す る 中 
虫 類 の 研究 を 行 つ て , 未だ 記載 を 見 な い 一 新 被 格 幼 虫 を 
証明 し , 更に 其 の 発育 史 を 追究 し て , 其 の 成虫 の 形態 構 
造 を 具 に 精 察し , 災 に 一 新 属 を 創設 し 次 の 如く 命名 し た 。 

Macrophallus asadat gen. et sp. nov. 

(2) う 本 吸虫 の 被 相 幼虫 を 宿す 第 二 中 間 宿 主 は , 次 


(79 ) 
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6 種類 の 蟹 で ある と と を 証明 し た 。1.。 アシ ハラ ガ = 2. 
ハマ = カク ベン ケイ 4。 ク ベン ケイ 5。 イッ 
ガミ サイ ネイ ツガ が 
(838) 本 吸虫 は 実験 的 に は , シロ ネズ ミ , ウサ ギ , イ 
ヌ 及 び 人 体 に 容易 に 感染 し , 成虫 に 発育 する こと を 認 
め た 。 
(4) 本 の 宿主 体内 に 於 ける 発育 は 速く , 被 
虫 を 試食 後 3 日 と し て 成虫 に 発育 し , 子宮 内 に は 固有 卵 
子 を 充満 する に 至る 。 
(5) 著者 は 本 研究 の 途上 に 於 て , 既に 知ら れ て いる 
吸虫 , Gynaecotyla squatarolae (Yamaguti, 1934) Yama- 
guti, 1989 及 び Microphalloides japonicus (Osborn, 1919) 
Yoshida, 1988 の 2 種 吸虫 の 発育 史 に 関し て 知見 を 補足 
する 事 を 得 た 。 
(6) 前 者 G.sgwatarolae は 山口 伸 に より 命名 
れ た 種類 で ある が , 著者 の 研究 は 其 の 発育 史 に 就き 実験 
的 証明 を 与え た も の で ある 。 
(7) 本 吸虫 の 第 二 中 間 宿 主として , 新 に ヤマ ャ マト オ サ 
ガニ = を 追加 し , 同 被 井 幼 虫 を 宿す 蟹 の 種類 は 次 の 2 種 で 
ある 事 を 認め た 。 1。 オ サ ガ = 2。 ヤ マト オ サ ガ = 
(8) 同 吸 虫 は 実験 的 に は , シロ ネズ ミ , ウサ ギ , = 
ワ ト リ , ウズ ラ の 小腸 に 於 て , 被 電 幼虫 を 試食 後 3 日 に 
し て , 成虫 に 発育 する 事 を 証明 し た 。 
(9) 後者 Mcrophalloides jabonmicus に 就 て は , 従来 
知ら れ て いた 中 間 宿 主 以 外 に , 次 の 蟹 が 同 吸 虫 の 被 井 幼 
虫 を 宿す 事 を 実験 的 に 証明 し た の で , と ゝ に 5 種類 の 角 
を 追加 する 。1。 カ クベ ン ケ イ 2。 ク ロペ ベ ペン ケ イ 8。. 
(10) 本 種 被 虫 の 自然 宿主 は 宮崎 , 西村 の 両 に 
より ドブ プ ネ ズミ で ある と と が 報告 され て いる が , 著者 も 
香川 県 金 倉 川 河口 附近 に 於 て ドブ ネズ ミ a 
に 本 吸虫 の 自然 感染 を 認め た 。 


た 臨み 所 長 田 一 博士 が 終始 御 る 御 指導 
と 御 教 示 を 与え られ た と と に 豆 心 よ り 感 許し, また 本 研 
究 に 当り , 多大 の 御 指導 と 御 校 関 を 賜 つ た を 岡山 大 学 医学 
部 教授 山口 左 仲 博士 並び に 元 広島 大 学 教授 尾崎 佳 正 壇 士 
の 御 同定 と 御 懇 所 に 対し 厚く 感謝 の 意 を 表す る も の で あ 
る 。 

な 3 , 研究 上 種々 御 援助 御 助言 を 与え られ た 広島 大 学 
理学 部 附属 向島 臨海 実験 所 助教 授 , 礼 一 朗 
教官 , 並び に 盗 料 採集 に 当 り 多大 の 便宜 を 与え られ た 客 
川 県 民生 部 長 及 び 竹 内 大 技 監 の に 深謝 する 。 
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次 で 実験 に た 当 つ て は 当所 員 梶 房子 氏 の 御 協 力 を 特記 する 


と 共に , 三 上 幸男 氏 は 人 体 実験 た 熱心 な 御 協 力 を 上 戴 き , 


採集 に は 西本 勝 人 氏 の 御 支 援 を 得 た と こと を 附 記 し て その 


労 を 多 と する も ゃ の で ある 。 


1) 安藤 亮 (1919) : 喜 を 中 間 宿 主 と す る 一 新 吸 虫 に 
就 て . 東 医 新 誌 , 2079, 2081, 1~6, 10 一 17. 一 2) 宏 
藤 亮 (1919) : 中 間 宿主 と する の 一 新 吸 命名 
確定 , 東 医 新 誌 , 2122, 16 一 17. 一 3) 次 藤 亮 (1920) : 
角 を 中 間 和 宿主 と せる 余 の 新 吸 虫 (Macroorchis spinu- 
losus n. g. n. sp.) の 研究 補 遣 , 日 本 徴 生 物 学 会 雑 
誌 , 15, 813. 一 4) 青 景 金吾 (1956) : 瀬戸 内 海中 国 
地方 海域 の 半 戯 水産 魚類 に 於 け る 吸虫 類 の 研究 , 東 
医 新 誌 , 73 (4), 25 一 32. 一 5) 江口 季 雄 ・ 岩 田 築 
護 (1951) : 寄生 虫 病 の 診断 と 治療 . 第 1 版 , 日 本 
医学 雑誌 , 東京 . 一 6) Jagerski6ld, L. A. (1907) : 
Zur Kenninis der Trematodengattung Levinseniella. 
Zool. Stud. tillagen. T. Tullberg, 1907, 133~154 
ー7) 梶 房子 (1957) : Microphallus 属 吸虫 の 一 新種 
並び に 其 の 発育 史 に 関す る 研究 , 東 医 新 誌 , 74 (5), 
915. 一 8) 丸亀 事 次 (1937) : 朝鮮 産 ザ リガ = を 中 
間 和 宿主 と する 二 の 未知 吸虫 に 就 て , 東 医 
新 誌 , 3063, 3291~3297. 一 9) 宮崎 一 郎 (1938) : 
中 間 と する 一 新 吸 虫 に て , 東 医 新 誌 , 

3074, 638641. 一 10) 管 崎 一 郎 (1939) : ベン ケ 
イガ = に 見 出さ れ た る 一 種 の 被 杏 押 虫 , 福岡 医科 大 
学 雑誌 , 32 (3), 51~56. 一 11) 宮崎 一 郎 (1939) : 
肺 臓 ヂ デス トマ の 一 新種 に つい て , 福岡 医科 大 学 雑誌 , 
32 (7), 1083 一 1092. 一 12) 宮崎 一 郎 (1939) : 新 し 
き 肺 臓 ヂ デス トマ Paragonimus ohirai. n. sp. 大 平 吸 
虫 ( 新 称 ) に つい て , 福岡 医科 大 学 雑誌 , 32 (7), 

1247~1252. 一 13) 宮崎 一 郎 (1939) : マン ケイ ガニ = 
及び クロ ョ ベン ケイ を 中 間 和 宿主 と する 一 吸虫 た について, 
福岡 医科 大 学 雑 誌 , 32 (5), 887 一 896. 一 14) 宮崎 
一 郎 (1940) : ベン ケイ ガー 並び た クロ ベン ケイ を 中 
間 宿 主 と す る 二 種 の 吸虫 , 福岡 衛生 学 集 談 会 誌 , (7) 
36. 一 15) 宮川 米 次 (1948) : 臨床 人 体 寄 生 虫 学 。 
第 1 版 , 中 外 医 学 , 東京 . 一 16) 森下 薫 (1951) : 最 
新 寄生 虫 病 学 , 第 1 版 , 医学 書院 , 東京 . 一 17) 富川 
三男 ・ 田 中 値 ・ 中 瀬 勝 (1954) : 吉野 川 河口 に 見 出さ 
れ た Microbhalloides japonicus, 医学 と 生物 学 , 31 (3) 
130133. 一 18) 宮川 三男 ・ 田 中 全 ・ 中 瀬 勝 (1954) : 
黒 弁 慶 及び 赤 手 見 出し た Levinseniellg 属 被 


幼虫 医学 と 生物 学 ,。31(5). 260 263. 一 19) 


三男 ・ 田 中 何 ・ 中 瀬 勝 ・ 攻 原 房江 (1954) : 那賀 川 産 
角 見 出し た 2 未 記録 種 虫 , 四国 医学 雑誌 , 
5 47. 一 20) 三男 ・ 田 中 ・ 中 瀬 勝 (1955) 
肺 吸虫 症 に 関す る 寄生 虫 学 的 研究 (1) 四国 産 サ ッ ガ が 
= に 寄生 する 新 被 , 医学 と 生物 学 , 35 , 

25~28. 一 21) 三男 ・ 四 中 中 瀬 勝 (1955) : 


肺 吸虫 症 に 関す る 和 寄生 虫 学 的 研究 (2) 四国 産 サ ウゥ が 
= に 寄生 する 新 被 格 光 虫 , 医学 と 生物 学 , 36 (1), 
14 一 17 . 一 22) 宮川 米 次 (1956) : 最新 臨床 寄生 虫 病 
学 , 第 1 版 , 中 外 医 学 , 東京 . 一 23) 中 川 幸 庵 
(1915) : 肺 臓 ヂ デス トマ の 研究 , 日 新 医 学 , 5, 723. 
ー24) 中 幸 (1915) : 肺 二 虫 中 間 宿 見 
概 報 . 東 医 新 誌 , 1910, 464469. 一 25) 中 川 幸 誠 
(1917) 台湾 基 宿 れ る 小形 包 デス トマ の 
に 就 て . 東 医 新 誌 2035, 1~3. 一 26) 中 川 幸 庵 
(1918) : 沢 中 間 宿 主 と す る 新 吸 虫 の 学名 
定 . 十 全 会 雑誌 , 23 (3 , 1~2. —27) Osborn, 
H. L. (1919) : Observation on Microphallus ovatus 
sp. nov. from the crayfish and Black Bass of 
Lake Chautauqua N. Y. J. Parasit., 5, 123. — 
28) 越 窒 シゲ ル (1928) : 本 邦 産 手長 暇 を 中 間 和 宿主 と 
せる 一 新 吸 貝 Microphallus minus n. sp. に 就 て . 東 
医 新 誌 2578, 1362 一 1370. 一 29) 越智 吾 一 (1957) : 
日 本 に 於 け る Metagontmaus 属 吸 虫 の 研究 , 東 医 
新 誌 , 74 (10), 15 23. 一 30) 酒井 恒 (1936) : 
日 本 類 図説 版 , 三省 , 東京 . 一 31) 
村 保 ・ ら 5 (1957) : 大 阪 府 新 淀川 産 タク ョ ベン ケイ 
Sesarma dehaani に 3 小型 太平 肺 吸 虫 被 
の 寄生 状況 に 就 て , 寄生 虫 学 雑誌 , 6 (2), 193202 
ー32) 吉田 貞雄 (1916) : 鹿児島 産 「『 ハ マガ =」 に 寄生 
する 「 ヂ デス トマ 」 の 幼虫 包 , 動物 学 雑誌 , 28, 136. 

ー33) 吉田 貞雄 (1916) : 一種 Hekice tridens 
tridens (de Haan) に 寄生 する 「 デ ヂ デス トマ 」 の 幼 
虫 包 , 大 阪 医学 会 雑誌 , 15, 224. 一 34) Yoshida, 
S. (1917) : On a Trematode Larva encysted in a 
Crab, Helice tridens (de Haan). Jour. Parasit., 3, 
76。 一 35) 横川 定 , 森下 薫 (1931) : 人 体 寄 生 
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dinella derilis の 発見 , 東 日 記 17, 8. 


Summary 


Some trematodes whose intermediate hosts are 
crabs inhabiting the river-mouths in the Inland 
Sea of Japan (Setonaikai) have been studied ex- 
perimentally with the following results : 

_ 1l. A new trematode larva found in Helhce tndens 
tridens, Chasmagnathus convexa, Sesarma picta, S. 
dehaant, Hemigrapsus sanguineus, H. penicillatus de- 
veloped in 2 or 3 days to mature adult in white 
rat, white rabbit, puppy and man. This new spe- 
cies represents a new genus of the Microphalldae, 
for which the name Macrophallus asadas is proposed. 

Macrophallus gen. nov. 

Generic diagnosis : Microphallkdae Travassos, 
1920. Body small, oval or fusiform, flattened dors- 
oventrally, covered with spines. Oral sucker large, 
ventroterminal, somewhat angulate, with a nodular 
protuberance on each side as well as middorsally ; 
the middorsal protuberance surmounted by the body 
wall may be produced forward in form of a more 
or less pointed cone. Prepharynx short. Pharynx 
barrel-shaped. Esophagus short, bifurcating in front 
of cirrus pouch into short, widely divergent ceca. 
Acetabulum a little smaller than oral sucker, equa- 
torial or postequatorial. Testes symmetrical, post- 
acetabular. Cirrus pouch arcuate, muscular, ex- 
tending transversely between cecal arch and ace- 
tabulum, containing an elongate saccular seminal 
vesicle and a long winding cirrus. Cirrus opening 
into inconspicuous genital atrium which lies by 
the left side of the acetabulum ; it is often pro- 
truded to the outside or into the metraterm. Ovary 
rounded, situated among right testis, cirrus pouch 
and acetabulum. Receptaculum seminis and Iaurer’s 
canal present. Uterus winding on the left and 
then on the right, occupying all available space of 
hindbody : metraterm very long, muscular. Genital 
pore immediately sinistral to acetabulum. Eggs 
oval, light brown, thick-shelled, operculate, with 
smooth surface. Vitellaria immediately prececal, 
extending backward slightly beyond cecal end; 
vitelline reservoir postacetabular, Excretory blad- 
der V-shaped ; pore terminal. Parasitic in mam.- 
mals. 

Genotype : Macrophallus asadai sp. nov. 

Macrophallus asadai sp. nov. 

Specific diagnosis : With characters of genus. 

Adult : Body 0.46~0.65 X0.2~0.23 mm as fixed in 
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formalin, spinulate all over. Oral sucker 49~52g 
in diameter, pharynx 34~40kn long; esophagus 
27~45pn 10ng; ceca 70~80g long. Acetabulum 
40~45 Xx 42~62pg. Testes 

Cirrus pouch 95~120 Xx 32~45gk ; cirrus 0.15~0.17 
mm long,. Ovary 32~45gp in diameter. Metraterm 
running obliquely from just behind right testis to 
left side of acetabulum. Eggs 29~30X17~20k. 

Excretory bladder reaching to posterior end of 
testes. 

Experimentally in middle portion of intestine of 
white rat, white rabbit, puppy and man. 

Encysted larva: Cyst roundish, 0.18~0.2 Xx 
0.18~0.19 mm, with three-layered wall ; outer layer 
2gp thick, middle layer lz thick, transparent, inner 
layer 4 thick, strongly refractive. Larva without eye 
spots, covered with minute. Spines. Oral sucker ter- 
minal, 52~55 X 42~45p ; pharynx 29~31 Xx 23~26k ; 
esophagus 24~35g long, bifurcating into short diver- 
gent ceca. Acetabulum 28~31 Xx 39~41lg, equatorial,. 
Testicular anlagen 31~35X42~45p, symmetrical, 
just postovarian ; cirrus pouch large, between cecal 
arch and acetabulum. Ovarian anlage 20~34p in 
diameter. Excretory bladder V-shaped, at posterior 
extremity. Parasitic in liver and gonad of Helice 
tridens tridens, Chasmagnathus convexa, Sesarm picta, 
S. dehaani, Hemigrapsus sanguineus, and H. penicillat 
s. 

Localities : Mouth of rivers flowing into Inland 
Sea of Japan (Setonaikai), Kanakura river (type 
locality), and Kamobe river, Kagawa Pref. ; Kamo 
river, Ehime Pref.; Iwakuni river, Yamaguchi 
Pref,;: Ashida river, Hiroshima Pref. 

Remarks: This species, differing from any of 
the known species of the Microphallidae, is named 
in honor of Dr. Junichi Asada, Director of the 
Nippon Research Institute for Parasitic Diseases, 
in recognition of his kind directions in this study. 

2. Macrophthalmus japonicus is added as a new 
intermediate host of Gynaecotyla sguatarolae (Yama- 
guti, 1934). This worm matured in 2 or 3 days 
in the intestine of the white rat, white rabbit, 
chicken and quail. 

3. The encysted larva of Microphalloides japonicus 
(Osborn, 1919) from Helice tridens tridens, Chasma- 

gnathus convexa, Macrophthalmus japonicus, M. dila- 
tatus, Sesarma picta, S. dehaani, and H. penicillatus 
developed experimentally to adult in the white rat. 
Rettus norvegicus norvegicus captured near the mouth 
of Kanakura river was found infected with this 
species in about 5 per cent,. 
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第 1 図説 明 
Ms oralsucker 
P 前 咽 頭 prepharynx 
PH 頭 pharynx 
OE 食 道 esophagus 
巣 vitellaria 
I 和 intestine 
VS 陰 cirrussac 
A 腹 吸 磐 ventral sucker 
UT 子 宮 uterus 
OV 卵 巣 ovary 
MD メー リス 氏 腺 Mehlis' gland 
LK ラウ レル 氏 Laurer'’s canal 
RS 受 精 可 receptaculum seminis 
DR 卵 vitelline reservoir 
丸 testis 
EX 排 excretory bladder 
第 2 図説 明 
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Macrophallus asadai gen. et sp. nov. の 発育 史 
アシ ハラ ガニ = に 寄生 し た M. asadaz の 
肝臓 内 の 同 被 

臓 内 の 同 被 (拡大 ) 
脱 直後 の 
左 Microbhalloides japonicus 体 比較 
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Macrophallus asadai 

試食 後 18 時 間 目 の M. asadaz の 幼 苦 虫 体 
試食 後 48 時 間 目 の 虫 体 (突出 そる 陰茎 を 示す ) 
試食 後 120 時 間 目 の 成熟 虫 体 . 

Macrophallus asadat の 卵 
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Gynaecotyla squatarolae (Yamaguti, 1934) Yama- 
guti, 1939. の 発育 史 

ォ サ が = に て 認め ちら れる GG. s. の 

ォ サ ガニ = に て 認め あちら れる GG.s. の (拡大 ) 
同 吸 の 脱 

同 吸 虫 の 脱 後 

試食 後 24 時 間 目 虫 体 (腹面 ) 

試食 後 24 時 間 目 虫 体 

試食 後 48 時 間 目 成熟 虫 体 

同 吸 虫 卵 子 
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Microphalloides japonicus (Osborn, 1919) Yoshida, 
1938 の 発育 

同 (拡大 ) 

同 の 虫 体 

同 成 体 (3 日 ) 
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Macrophallus asadat gen. et sp. Nov. 
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多 虫 の 腸管 外 寄 生 に 関す る 実験 的 研究 


(3) 犬 不 受精 に て 


楠 


正 知 


大 阪 市 立 大 学 医学 部 小田 内 科 教 室 (指導 小田 俊郎 教授 ) 
(昭和 33 年 1 月 4 日 受領 ) 
特 別 


以外 の 寄生 類 の 不 受精 は 未だ 多く 研究 され 
て いな い 。 

不 受精 関し て は , 古く Looss (1911) が その 
存在 の 可能 性 を 推定 ら て 以来 , 小泉 (1928, 1952) も 叉 
同様 の 推定 を 行 な つ た 。 以来 Beaver (1952) の アメ リ 
の 不 受精 に 関す る 研究 , 川本 ら (1955~1956), 
森下 ら (1955~1956), 伊佐 (1956 う , 今井 田 (1956) 
等 の 犬 釣 虫 の 不 受精 卵 に 関す る 報告 松崎 等 (1955), 
浅田 ちら (1956) う , 森下 ら (1956) 等 の 人 釣 虫 の 不 受精 卵 
に 関す る 報告 が ある に 止ま る 。 

然るに 上 記 文 献上 より 見 て 此 等 不 受精 卵 と し て 報告 せ 
られ た 卵 は , た ヾ ゞ 形状, 大き さ , 色調 等 が 日 常 我 々 が 見 
る 釣 虫 卵 に と 比 し , 外見 上 異 る 為 不 受精 卵 と 想像 され た に 
過ぎ な いも の で あつ た り , 駆虫 と より 偶々 
単 性 寄生 で あつ た 為 不 受精 卵 と 考え られ た も の で あつ た 
り , 既に 受精 卵 を 排 る 虫 の み を 試験 管内 で 
飼育 , 或 は 多 虫 未 感染 と 思わ れる 他 の 幼 犬 の 腸管 内 に 移 
注 し , 時 日 を 経て 排出 させ て 得 た 卵 等 で あつ て , 涯 検 時 
偶々 雌 虫 単 性 寄生 で あつ て も , 過去 に 於 いて 雄 虫 の 寄生 
が 全く 無 か つ た と 云う 確証 は 無く , 厳密 な 意味 に 於 いて 
其 等 の 卵 が 果して 不 受精 卵 で あつ た か , 又は 死 卵 或 は 受 
精 卵 の 変性 し た も の で あつ た か 等 に 関し て は 確証 が 無く 
今 迄 論争 の 的 と な つて いた 。 

前 に 私 は (1) 及び て 2) 報 に 於 いて , 第 4 回 目 の 脱 
皮 を 了 え た 多 虫 幼 若 成虫 が , 固有 宿主 の 腸管 以外 の 体 組 
織 内 に 注入 せら れ た 場合 , 其 等 の 釣 虫 は 注入 個所 に 長期 
間 棲 息 す る の みな ら ず , 体制 上 自然 感染 完熟 成虫 と 略 同 
程度 に 物 発 育 し , 且つ 子宮 内 に 釣 虫 卵 を 保有 する に 到 る 


Masatomo KUSUNOKI: Studies on unfertilized 
egg of Ancylostoma caninmum (Department of Internal 
Medicine, Medical School, Osaka City University) 
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事 , 即ち 釣 虫 幼 若 成虫 は 固有 宿主 の 腸管 以外 の 体内 に 於 
いて も , 腸管 内 と 於 ける と 略 同 程度 の 発育 が 可能 で ある . 
事 を 発見 , 報告 し た 。 

依っ て 上 述 の 実験 的 異 所 寄生 の 方 法 を 用 い , 生 殆 器 の 
発育 未だ 不 完 全 な 犬 釣 虫 幼 若 成虫 の 雌 虫 の み を , 固有 宿 
主たる 犬 の 腸管 以外 の 体 組織 内 に 注入 し , 即ち 雌 虫 と 完 
全 に 隔離 せら れ た に 於 いて 発育 させ , 多 受 精 
の 存否 を 検索 する 事 を 試み 。 その 存在 を 確認 する 事 に 成 
功 し , 又 不 受精 卵 の 性 状 を 明らか に し 得 た の で , その 詳 
細 を 報告 する 。 

実験 及び 考 接 

I. 異 所 寄生 虫 の 受精 

今回 私 の 実施 し た 釣 虫 不 受精 卵 検索 の 方 法 は , 腸管 以 
外 の 固有 宿主 体内 と 云う 異常 な 陣 境 に 於 いて 実施 する も 
の で ある か ら , 予め 之 と 同様 な 陣 境 に 於 いて も 雌雄 虫 が 
共 棲 する 機会 が ぶ が あれ ば , 受精 卵 が 形成 され る 事 を 確認 し レ 
て お く 必 要 が ある 。 依 っ て 先ず 犬 釣 虫 幼 若 成虫 の 雌雄 を 
固有 宿主 た る 犬 の 腸管 以外 の 体内 に 封入 し , 偶々 誠 検 時 
同一 虫 旨 内 に 雌雄 共 棒 する も の を 見 出し , その 形成 し た 
卵 が 正常 の 受精 卵 か 千 か を 精査 し た 。 

犬 多 自然 感染 犬 便 を 培養 し て 採集 し た 釣 虫 
仔 虫 を 成 犬 に 経 軒 感染 させ , 感染 後 第 8 日 目 に 被 感染 犬 
を 必殺 し , その 腸管 内 より 第 4 回 月 の 脱 皮 直 後 と 思わ れ 
る 所 調 V 期 幼 若 成 虫 を 鏡 検 下 に 採集 し た 。 

其 等 釣 虫 幼 若 成虫 の 体制 平均 計測 値 は 雄 2.5x0.07m 
m, 雌 2.5X0.07mm, ( 虫 体 の 体制 計測 は 何れ も 15 倍 拡 
大 顕微 鏡 描 画 装 置 を 用 いて 描画 測定 し た 。 〕 生 区 器 の 発 
育 は 未だ 不 完全 で , 雌雄 共 そ の 体内 に 精子 は 全く 保有 し 
な か つた (写真 1. 2. 3 参照 )。 

上 記 虫 成虫 雄 50, 50 計 100 隻 ずつ を 鏡 検 下 に 
厳 , 少量 の ペ = シ リン , スト レプ トマ イシ ン 深 
溜 水 を 加え , 別に 用 意 し た 成 犬 2 頭 の 大 有 部 皮下 に , 内 
約 8 注射 針 を 用 いて 注入 し , 後 第 21 日 目 に 
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経 感染 後 8 日 目 の 犬 多 若 成 虫 注入 前 


写真 3 同 上 
注入 犬 を 必殺 し , 注入 部 を 精査 し た 。 

1 例 に 於 いて は 注入 部 皮下 に 形成 し た 数 箇 の 虫 旨 より 
生 虫 " 隻 (5, 2) を 検出 し た 。 其 等 釣 虫 は 体制 上 
著 明 な 発育 が 見 られ , 自然 感染 完熟 成虫 と 略 同 程度 に 所 
長 し て いた が , 何れ も 小さ く 各 に 生 
は 何れ も 1 隻 ず つ 棲 息 し て いた 。 

他 の 1 例 に 於 いて は , 注入 部 に 一 致し て 拘 指 頭 大 の 樹 
枝 状 に 分 岐 し た 大 虫 概 あり, その 内 部 に 自然 感染 完熟 成 
貝 と 同 程度 に 発育 を 遂げ た 生 虫 27 隻 (る 12, 15) を 見 
出し , その 体制 平均 計測 値 は 雄 10.02x0.29mm, 故 12.8 
Xx0.81mm, で あつ た 。 検出 時 交接 を 営む 釣 虫 は 見 られ 
な か つた が , 体 及 び 容 物 を 鏡 する に 多数 の 


( 88 ) 


寄 生 学 雑誌 ・ 7 巻 ・ 2 号 


写真 6 同 上 


虫 卵 が 見 られ , 其 等 の 中 に は 写真 4 に 見 られ る 如く 卵 細 
胞 が 4 分 裂 し , 犬 釣 虫 感染 犬 区 便 内 に 見 られ る 受精 卵 と 
全く 同じ 形状 を 具 え た 卵 も 見 られ , 此 等 の 卵 を 水道 水中 
に 投じ , 約 8 時 間 放 置 す る に 卵 は 更に 発育 し , 写真 5, 
6 に 見 られ る 如く 又 実 状 と な り 或 は 仔 虫 を 形成 する も の 
が 見 られ, 更に 約 16 時 間 後に は 脱 帝 し た 仔 虫 も 見 られ た 。 
以上 の 実験 より の 発育 未だ 不 完全 な 虫 若 
虫 は 固有 宿主 皮下 組織 内 に 於 いて 体制 上 自然 感染 完熟 成 
虫 と 同 程度 に 育 し , 偶々 雌雄 虫 が 同一 虫 に 於 い 
て 発育 し 得 た 場合 に は 子宮 内 に 受精 卵 を 包 蔵 する に 到 る 
の みな ら ず , に 排 る 事 を 確認 し た 。 

即ち 固有 宿主 腸管 内 に 於 いて 第 4 回 目 の 脱 皮 を 了 え た 
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釣 虫 が 更に 発育 し , 受精 卵 を 持つ 旋 に は , 必ず し ゃ 腸管 
内 に 寄生 する の 要 は な い 。 従 つて 釣 虫 幼 若 成虫 は 異 所 寄 
生 の 場合 で も , 固有 寄生 部 位 た る 腸管 内 に 於 ける と 全く 
同様 の 生活 隈 境 下 に ある 事 を 確認 し た 。 

所 寄生 虫 の 不 受精 卵 

多 虫 不 受精 卵 検索 の 目的 を 以 て , 前 実験 と 同様 に し て 
得 た 経 膚 感染 後 第 8 日 目 の , 生殖 器 の 発育 未だ 不 完全 な 
犬 釣 虫 成虫 の 上 の を 下 に 厳 し , 虫 と 完 
全 に 隔離 され た 陣 境 下 で 発育 さき せる 為 , 別に 用 意 し た 成 
犬 3 頭 の 腹腔 内 に 夫々 60~80 隻 ずつ , 及び 成 犬 1 頭 の 大 
服部 筋肉 内 に 60 隻 を , 前 実験 と 全く 同様 の 方 法 に より 注 
入 し , 注入 後 第 21 日 目 に 被 注入 犬 を 層 殺 , 誠 検 し た 。 

腹腔 内 注入 の 8 例 で は , 大 網膜 , 腹膜 , 腸 間 膜 , 買 腸 
管 壁 等 の より 成る 腫 中 の 虫 り 雌 生 虫 夫々 5 , 
4, 17 隻 , 筋肉 内 注入 例 で は 注入 部 の 筋肉 内 に 作ら れ た 
頭 大 の り 生 虫 10 隻 を 見 出し た 。 の 体制 平 
均 計測 値 は 11.2X0.81mm で , 自然 感染 完熟 虫 に 比 
し 全く が 無かっ つた 。 

依っ て 其 等 虫 体内 及び に 不 受 
た 

より 得 た 体 を 鏡 検 する に , て の 雌 
子宮 内 に 釣 虫 卵 の 存在 する を 認め た が , 其 等 子宮 内 卵 の 
数 は , 自然 感染 完熟 雌 成 虫 子宮 内 に 見 られ る 貝 卵 に 比 
し 著 る し く 粗 で あつ た (写真 8 , 9 参照 )。 

次 に 内容 を 検 す る に , 暗 赤 褐色 の の 貯溜 あ 
り , 鏡 検 する に 多数 の 釣 虫 卵 の 産出 を 認め た 。 そ の 平均 
計測 72X48 で あつ た ( 虫 卵 の 計測 は 何れ も 400 
拡大 画 置 を 用 いて し 10 箇 の 平均 
を 以 て 示し た 。 ) て (写真 10~138 参 照 )。 

次 に より 得 た 生 虫 を 87C の 内 で , 犬 融解 
赤血球 含有 血清 中 に 約 6 時 間 飼 育 す る に , 飼育 液 内 に 産 
出し た 釣 虫 卵 多数 を 認め た 。 その 平均 計測 値 は 65 X45 
で あつ た (写真 14~17 参 照 )。 

此 等 虫 卵 , 虫 内容 及び 体 切 に つき 紙 培養 を 
試み た が 。 その 成績 は 全 例 に 於 いて 発育 を 認め な か つ 

此 の 実験 より 得 た 釣 虫 卵 は , 生殖 器 の 発育 未だ 不 完全 
な 虫 若 成虫 の の み を と 隔離 し た 
境 , 即ち 固有 宿主 腹腔 内 或 は 筋肉 内 に 於 いて 発育 させ て 
得 た 卵 で ある か ら 不 受精 卵 で ある と 断定 し 得る 。 

『. 犬 多 不 受精 に つい て , 

1) 貝 体内 と 見 られ る 不 受精 卵 の 数 は , 自然 感染 完 部 
雌 成 虫 体 内 に 見 られ る 受精 卵 の 数 に 比 し 著 る し く 粗 で あ 


精 卵 の 存 検索 
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写真 7 筋肉 内 に 形成 し た 


写真 8 虫 体 内 不 受精 卵 


9 
体 内 受精 卵 (自然 感染 完 ) 


っ つた 。 此 の 事 は 伊佐 の 報告 に も 同様 の 記載 が 見 られ る 。 

2) 形 態 及び 大 き さ に 関し て は , 不 受精 卵 は 受精 卵 と 同 
じ く 卵 円 形 で , 排卵 直後 の る の で も 受精 卵 に 比 し 僅か に 
大 きく , 排卵 後 長 時 間 を 経た と 考え られ る 虫 村 内 卵 で は 
更に 大 きか つた 。 本 実験 と 同時 に 私 が 計測 し た 犬 釣 虫 保 
有 犬 状 便 内 の 犬 釣 虫 受精 卵 の 大 き さ の 平均 計測 値 は 62X 
43x で あっ つた 。 

8) 不 受精 卵 の 内 容 は 小 粒 の 充 する も の 多く , 
毅 と 卵 内 容 と の 間 に 空 際 を 有する 例 は 比較 的 少な く , 特 
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32 年 4 月 (1958)] 


に 検 時 既に 虫 に 産出 され て いた は こと の 
際 見 られ な か つた 。 産 出 直 後 の 不 受精 は 内 容 
が 葵 , 卵 卵 内 容 と の 間 に 空 際 有する も の も 見 
られ た 。 

4) 卵 受精 の 其 に 比 し 見 薄 で ある 事 が 知ら 
れ た 。 伊佐 の 記載 も 叉 之 た 一 致す る と 思わ れる 。 

5) 卵 は の 例 に いて 明らか に 見 られ な か つ 
た 。 

6) 色調 は 全く 受精 卵 と 同様 で , 浅田 等 の 云う 様 な 変 
色 は 見 られ な か つた 。 

7 の 不 受精 卵 を 水中 に 放置 すれ ば , 24 時 間 以 内 に 人 金 て 
の 卵 が 膨 化 或 は 破損 する の が 見 られ た 。 

此 等 の 性 質 を 有する 多 虫 不 受精 卵 は 受精 卵 と の 鑑別 は 
可能 で あり , 死 卵 或 は 変性 卵 と も 自 づ と 異 る 様 に 思わ れ 
る 。 又 此 等 の 卵 は 極め て 膨 化 或 は 破損 し 易い 為 , 不 受精 
卵 が 腸管 内 で 産出 せら れ た 場合 その 殆 ん ど 大 部 分 が 破 
壊 を られ て , 我々 が 朴 便 内 に 此 を 検出 する 事 は 稀 で は な 
いか と 考え られ た 。 

以上 私 は 器 の 発育 未だ 不 完全 な 犬 多 V 期 成 
虫 の 雌 虫 の み を , 私 の 考案 し た 実験 的 異 所 寄生 の 方 法 に 
より 発育 させ , 不 受精 卵 を 産出 させ る 事 に 成功 し , 「 鋼 
虫 不 受精 卵 は 存在 し 得る 」 と する Looss 等 の 推論 を 最 
も 確実 な 方 法 に より 立証 し 得 た 。 こ の 事 は 釣 虫 の 生物 学 
的 研究 に と 大き な 意 義 を 有する 事 と 思わ れる 。 

結 語 

固有 宿主 腸管 内 で 第 4 回 目 の 脱 皮 を 了 え た 生殖 器 の 発 
育 末 だ 不 完全 な 犬 釣 虫 幼 若 成虫 は , 固有 宿主 の 腸管 以外 
の 体内 に 於 いて も 発育 し , 偶々 同一 虫 格 内 に 雌雄 虫 が 共 
棲 す る 機会 ぶ が あ れ ば 受精 卵 を 産出 する 。 

同様 の 条件 下 に 於 いて , 犬 虫 成虫 の の み を 
異 所 に 於 いて 発育 させ れ ば 不 受精 卵 を 産出 する 。 

釣 虫 不 受精 卵 は 受精 卵 に と 比 し 色調 , 形状 等 は 同様 で あ 
る が , 卵 毅 が 非 薄 で , 産卵 後 長 時 間 を 経た も の 程 大 き 
く 且つ 卵 毅 卵 内 容 と の 間 に 見 られ な いも の が 
多く , 此 の 事 は 不 受精 卵 の 膨 化 し 易い 性 質 を 示す る もの 
で , 不 受精 卵 を 水中 に 放置 すれ ば 24 時 間 以 内 に 殆 ん ど 使 
て の 卵 が 膨 化 或 は 破損 し た 。 

と の 様 に 膨 化 , 破損 し 易い 多 虫 不 受精 卵 が 自然 界 に 於 
いて 葵 便 内 より 検出 され る 事 は 極め て 稀 で は な いか と 考 
えら れ た 。 

稿 を 終る に 当り , 終始 御 る 御 指導 。 御 校 を 賜 
つた 小田 俊郎 教授 並び に 御 援 助 を た 教 の 野田 
昇 博士 た 深謝 の 意 を 表す る 。 
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本 研究 は 昭和 32 年 4 月 , 第 26 回 日 本 寄生 虫 学会 総会 に 
於 いて , その 要 引 を 発表 し , その 後 知 見 の 増補 を 行 つ た 
も ゃ も の で ある 。 
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Summary 


The under-developed younger adult Ancylosoma 
canimim which had casted off the 4th skin in the 
intestine of normal host could develop in the 
other parts of the host. 

Ih this case the female worm laid fertilized eggs 
when younger male and female worm have been 
placed together in the same wormcyst but she laid 
unfertilized eggs when younger female worm had 
been placed alone. . 

Unfertilized egg appears larger and its shell was 
thiner and more expansive than fertilzed one, but 
those were similar color and shape. The few 
unfertilized eggs had a vacant space between the 
shell and content of 

Most unfertilized eggs was expand and droken 
within 24 hours in water, because it seems difficul- 
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会 記 


微生物 学研 究 連 絡 委員 会 報告 

8 月 15 日 日 本 学術 会 議会 員 控室 で 開催 , 次 の こと が 決 
議 さ れ た 。 

(1) う 本 年 8 月 Stockholm で 開催 され る 第 "回 国際 
微生物 学会 に 各 学 会 か ら 申 出 の あつ た 出席 希望 者 26 名 に 


つい て , 自費 その 他 の 方 法 で 出席 避 能 な 者 を 除き , 国費 


を 希望 する 者 の 中 か ら 種 々 な る 条件 を 考慮 し , 結局 次 の 
8 氏 を 選定 申請 する 。 秋葉 (東大 . 細 う , 宮川 (名 大 . 
病 う , 田宮 (東大 . 微 研 ), 黒 屋 (東北 大 . 細 う , 池田 ( 東 
大 . 微 研 ), 照井 ( 阪 大 . 工 ), 北岡 ( 予 研 う , 柳田 ( 千 
工大 . 薬 ) の 諸氏 . 定員 割当 数 に 応じ 上 位 の 者 か ら と 
る . 今 回 は 寄生 虫 学 会 か ら の 希望 申出 は な か つた 。 
(2) 第 8 回 国際 微生物 学会 議 (Congress) を 日 本 で 
開催 する た め , 経費 約 1500 万 円 を 予定 し , 構成 を Micro- 
physiolgy and Chemistry, Immunity, Human and 
veterinary microbiology, Antibiotics, Industrial micro_ 
biology の 5 sections と し て 申入れ を する 。 時 期 は 
1961 年 又は 62 年 の 10 月 頃 と する 。 (森下 薫 記 ) 


会 員 移 動 
新入 会 
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李 韓国 南 山 市 岩 南 洞 620 
中 村 典 男 千葉 県 香取 郡 東庄 町 石 出 1,889 橋 病 院 


生 学 雑誌 ・ 第 7 巻 ・ 2 


佐藤 直 小見川 中 央 病院 


中 込 


中 島 中 一 千葉 市 矢作 町 千葉 大 学 医学 部 三輪 内 科 


植松 皆 員 大 阪 市 住吉 区 帝塚山 東 4 の 43 植 松 医院 
佐 木 学 山 県 中 巨摩 郡 形 町 小笠 原 保健 所 


住所 変更 
北原 経 太 鹿児島 市 下 葉 田町 446 
県 ア パー ト 中 1 


京都 市 上 京 区 河原 町 広小路 
京都 府立 医科 大 学 医 動物 学 教 


楠 正 知 大 阪 府 泉大津 市 若宮 町 15 

飯島 利 導 山梨 県 甲府 市 錦町 山梨 県 立 医 学研 究 所 
辻 昭二 東京 都 世 田谷 区 世田谷 2 の 1,069 

問 川 館 典 東京 都 新 宿 区 新宿 2 の 23 

人 光 田 崎 横浜 市 港北 区 日 吉本 町 1,886 
山口 正 東京 都 練 馬 区 南町 4 の 6,226 
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